
西都市埋蔵文化財発掘調査報告書第60集

堂ヶ嶋遺跡   寺 崎遺跡
上 妻遺跡   法 元遺跡
童子丸遺跡   石 貫遺跡

妻北地区下水道敷設事業に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書

一 本文編 ―

2011

宮崎県西都市教育委員会



古く、日向国の中心地であつた西都市には多くの文化財が分布しております。これら

の貴重な文化財を後世に伝えるのは我々の責務であり、本市では文化財の保護、活用に

努めてきていますが、各種の開発事業によつて影響を受ける埋蔵文化財 。遺跡について

は、記録保存のための発掘調査を行っています。

西都市教育委員会では、平成 16～ 20年度公共下水道事業に伴い、西都市大宇三宅、童

子丸、右松所在の堂ヶ嶋遺跡、法元遺跡、童子九遺跡、上妻遺跡、石貫遺跡、寺崎遺跡

の発掘調査を行いました。本書は、その遺跡調査報告書です。

過去 5年間の調査では、石器 。古墳時代後期・奈良時代の竪穴住居跡 。掘立柱建物跡

を構成すると考えられる柱穴掘方・土地区画と考えられる溝状遺構 。それに伴う古代の

上器破片・瓦片が出土しました。

特に、古墳時代後期の集落と推測される遺構や、平安時代の土師器や瓦が出土する溝

状遺構など、周辺に所在する重要遺跡と同時期の遺構が広範囲に確認されたことが注目

できます。

この地域は、西都原古墳群の支群や古代日向国の政治的拠点である日向国府跡が所在

する箇所であり、西都市内で最も多くの歴史的情報を有する遺跡群です。

そのため、今回の調査により得られた成果は、西都市の古代を理解するためには極め

て重要なものであります。

本報告が学術的な研究のみでなく、社会教育や学校教育の面にも広く活用されるとと

もに、埋蔵文化財に対する理解と認識を深めるための一助となれば幸いです。

なお、調査にあたつてご指導・ご協力いただいた、西都市上下水道課、宮崎県教育庁

文化財課、また発掘調査・整理作業にたずさわつていただいた方々、並びに地元の方々

に心から感謝申し上げます。

平成 23年 3月 80日

西都市教育委員会

教育長  綾 寛光



口例

1.本書は、西都市教育委員会が西都市上下水道課下水道係の委託を請け、平成 16年度から平成 20年度実施 した

妻北地区に所在する遺跡の発掘調査報告書である。

2.現地調査は、平成 16年 7月 19日 から平成 21年 2月 12日 まで行つた。

3.発掘調査は、西都市教育委員会が主体となり実施 した。

4.調査は、平成 16～ 18年度を蓑方政幾・津曲大祐が、平成 19年度を津曲、黒木裕平が、平成 20年度を津曲が担

当した。

5.調査及び図面作成は、表方・黒木・津曲が行い発掘調査者全員で補助 した。

6.遺物の実測 。拓影は蓑方・津曲が行い、遺物の浄書は津曲が行つた。

7.本書の執筆は蓑方・津曲が、編集は津曲が行つた。

8.本書に使用した方位は、座標北 (G.N.)と 磁北 (M.N。 )である。

9.本書に使用 した標高は、海抜絶姑高である。

10.報告書に用いた色調は、農林水産省農林水産技術会議事務局他監修の『新版標準土色帳』に準拠した。

11.調査地点は調査年度 ―路線名 一調査地点番号で記号化 した。また、起債事業の路線名は補助事業と区別する

ためにアルファベットで示 した。

12.本書に使用 した遺構記号は、SA=竪穴住居跡・SB=掘立柱建物・SC=土坑・SD=土崚墓 。SE=溝状遺構・SH=

柱穴も含めたピット(小穴)。 SI=集石遺構・S」 =竃 。SO=消失円墳周溝。SP=土器埋設炉。SPP=地床炉。SZ=性格不明

の掘方・竪穴状遺構である。

13.本書の執筆にあたり、土師器に関して宮崎県埋蔵文化財センターの今塩屋毅行氏に、石製品に関しては宮崎県

立西都原考古博物館の藤木聡氏に、陶磁器に関して、宮崎県立西都原考古博物館の福田泰典氏・宮崎県文化財課の

掘田孝博氏に御指導を賜つた。

14.本書に掲載 した調査地点や出土遺物は、調査において、性格が明らかで時期特定が可能な資料 と遺構 として重

要なものを中心にした。全てを網羅したものではない。
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第 I章序説
第 1節 調査に至る経緯
当地区に所在する遺跡の発掘調査については、妻北下水道敷設事業に伴い実施 したものであり、平

成 16年度事業からの継続事業である。内容は現在、市道、県道として利用されている道路に下水道

管を敷設する工事で、工事区域に隣接 して西都原古墳群の支群や 日向国府跡が所在 し、周辺地での

埋蔵文化財調査例が多くあるため、事業主である西都市都市計画課 (当 時)と 協議 した結果、遺構・

遺物が出土した場合の現状保存が困難であると判断し、記録保存を目的とした本調査を実施 した。

第 2節 調査の体制
事業主体

調査主体

調査担当

西都市役所 都市計画課
西都市役所 上下水道課

長 補
長 補
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三ヶ尻 茂樹 (平成 17～ 20年度 )

森  康 雄 (平成 16年度、文化課 )
伊 達 博 敏 (平成 17年度、文化課)

伊 達 博 敏 (平成 18年度、社会教育課 )

荒 )|1昭 英 (平成 19年度、社会教育課 )

泊  宗 利 (平成 20年度、社会教育課 )
村 岡 満 徳 (平成 16～ 17年度、文化課 )

楠 瀬 寿 彦 (平成 18～ 19年度、社会教育課 )

表 方 政 幾 (平成 20年度、社会教育課 )

表 方 政 幾 (平成 19年度、社会教育課 )

蓑 方 政 幾 (平成 16～ 17年度、文化課 )

蓑 方 政 幾 (平成 18年度、社会教育課 )

江 藤 和 彦 (平成 20年度、社会教育課 )

重 永 浩 樹 (平成 16～ 17年度、文化課 )

重 永 浩 樹 (平成 18年度、社会教育課 )

笙 瀬 明 宏 (平成 19～ 20年度、社会教育課 )

黒 木 裕 平 (平成 19～ 20年度、社会教育課 )

笙 瀬 明 宏 (平成 16～ 18年度、文化課 )

蓑 方 政 幾 (平成 16～ 17年度 )

表 方 政 幾 (平成 18年度 )

黒 木 裕 平 (平成 19年度 )

津 曲 大 祐 (平成 16～ 17年度、文化課 )

津 曲 大 祐 (平成 18～ 20年度、社会教育課 )
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発掘作業

整理作業

緒方タケ子・押川ツル・金九美保・黒木 トシ子・児玉征子・篠原時江 。関治代

長谷川クミエ・疋田はる子・横山ナオ子・浜田スミ

奥野和子・狩野由美・黒木文子・中原昭美 。奈須真紀子 。長谷川明美 。吉留直美

第Ⅱ章 遺跡の立地と歴史的環境
第 1節 立地
本調査区は、宮崎県西都市の中心に位置する。現在の西都市街地からは直線距離にして約 lkmで

ある。

九州山地から東に伸びる丘陵が一ツ瀬川により浸食され流域に沿い沖積平野を形成 し、その平野

を挟んで洪積世台地が南南東に伸びる。一ツ瀬川からみて西側が国特別史跡西都原古墳群の広がる

西都原台地である。本調査区は西都原台地の東側から南東に広がる中間台地で、標高は約 20mの位

置にあり、西都原台地との比高差は約 30mである。

このように当地域の地形は九州山地から伸びる丘陵が河川の浸食により形成された平野と人つ手

状に伸びる洪積世台地から成 り、その台地上や台地縁辺に遺跡が集中するといつた特徴がある。

第 2節 歴史的環境
西都原台地上を中心に縄文時代から近世にかけて多くの遺跡が所在する。

主要な遺跡を概観すると、まず台地上の東西 4.Okm、 南北 2.Okmの範囲に広がる国指定特別史跡・

西都原古墳群があげられる。古墳時代前期から終末期までの古墳群であり、その構成の通時性と同

時期における多様性、良好な遺存状況は稀有の事例であり、宮崎平野部の古墳時代を理解する上で

多くの情報を持つものである。

この西都原台地は古墳群により有名であるが、その台地の北西端には縄文時代早期の集石遺構が

確認され、台地中央部には縄文時代後・晩期、弥生時代中期末～後期前半の住居跡が確認されており、

古墳時代以前から当地域の生活遺構が所在する。また台地東北端には弥生時代終末から古墳時代初

頭にかけての集落である新立遺跡があり、台地南端部の寺原地区には古墳時代の集落が所在するこ

とが予想される。

また、台地の東側から南東側にかけて、約 30m下 つた標高には中間台地が広がっており、遺跡が

集中する。その中間台地の北側に位置する寺崎地区には日向国府跡、南東側に位置する国分地区に

は日向国分尼寺跡 (推定)、 南に日向国分寺跡が所在する。その他、西都原古墳群の支群も点在 し、

堂ヶ鳴地区、国分地区においては平成 12～ 13年度に地下式横穴墓群も調査された。

同地域内である堂ヶ鳴地区、童子丸地区、勿1田地区を中心に 6～ 7世紀以降の住居跡も多く確認さ

れることから、当地域は複数時期に亘 り墓域や集落域として利用されて現在に到る広域の複合遺跡

として評価することができよう。

本調査区もこの中間台地で、下水道管埋設部分のみを対象とするため、狭く長いものになり、個々

の地点で検出された遺構の性格を決定づけるに十分でないが、調査地点が広範囲にわたるため、各

地区における遺構、遺物出土状況から複合遺跡内をさらに詳細に把握する根拠を得ることができる

ものと考える。



第 3節 妻北地区に所在する遺跡の調査履歴
1.堂 ヶ嶋遺跡

西都原 245～ 247号墳の周辺から昭和 36年に堂ヶ嶋 1号地下式横穴墓、昭和 44年に 2号地下式横

穴墓が天丼の陥没により発見された (1)。 その後、平成 7年度に西都原古墳群の指定地拡大に伴 う確

認調査により、周溝から円墳下に掘削された地下式横穴墓の竪坑のみが調査されている。

平成 2年度には、遺跡所在確認調査事業に伴い、妻北地区の酒元遺跡を含めた 7遺跡が確認調査

されてお り、堂ヶ嶋遺跡 (L地点)か らは、V宇溝・溝状遺構・変形土坑・柱穴が検出された の)。

平成 12～ 13年度にかけては、西都市妻北土地区画整理事業に伴 う仮設住宅建設予定地の約 3000

だが調査され、消失円墳 2基、地下式横穴墓 21基、土墳墓 4基、住居跡 6軒、集石遺構 2基、溝状

遺構や柱穴群が検出された (堂 ヶ鳴第 2遺跡 )131。 時期は、6世紀後半～7世紀前半の地下式横穴墓

群で、円墳下に複数の地下式横穴墓が掘削される例や、宮崎平野部における地下式横穴墓終焉の様

相が明らかになった。竪穴住居跡も検出され、弥生時代後期や古墳時代の時期が確認されている。

公共下水道事業に伴 う本発掘調査と並行 して、平成 17年から行われている稚児ヶ池通線道路改良

工事や平成 20年度に宅地分譲に伴 う発掘調査が行われ、弥生時代中期末～後期初頭の住居跡や 6

世紀後半～7世紀の住居跡や平安時代の周溝状遺構などが確認されている。

2.寺崎遺跡

寺崎遺跡とその周辺の調査に関しては、西都市埋蔵文化財発掘調査報告書第 52集に詳細がまとめ

られていることから、概略と近年の調査を記す ⑭

古くは、日向考古調査団 (1948年 )の調査で、稚児ヶ池の東側が調査されている。堅穴住居跡や経

塚などが検出されたと報告されている (の。出土遺物として土師器・須恵器・陶磁器・硯・不日鏡などが挙

げられ、土師器は、古墳時代や平安時代の特徴をもつものであるが、硯は平安時代に遡るものでは

なく、後世のものである。

宮崎県教育委員会により、昭和 63年度～平成 2年度にかけて行われた「国衛。郡衡・古寺跡等詳細

分布調査」 161、 平成 3～ 7年度にかけて実施された 「国衡・郡術・古寺範囲確認調査」①において、

寺崎遺跡付近が官衛遺跡の中心と推定され、平成 8～ 12年度の 5ヶ 年計画で「国衛・郡衛・古寺跡等

保存整備基礎調査」として寺崎遺跡で国衡政庁を特定するための確認調査が実施された。

平成 10年度に検出された二面庇付東西棟建物跡が正殿跡と推定され、宮崎県教育委員会が中心部

を日向国衛跡として確定した。多量の古瓦や畿内系土器、円面硯、墨書土器等が出上した 181。

平成 17年 7月 に日向国府跡 として国指定史跡となり、今後も保存整備のため確認調査が実施され

る予定である。

平成 2年度の西都市教育委員会により実施された遺跡所在確認調査事業でE地点として寺崎遺跡
が調査された 191。 この調査では、6世紀後半の堅穴住居跡や奈良。平安時代と推定される溝状遺構、

柱穴群が確認されている。

昭和 48年の西都市立妻北小学校プール建設工事に伴い出上した木簡は重機掘削中に採集 したも

のである。そのため、地形的に日向国府跡 と連続する妻北小学校は、国府関連遺構が存在すること

が推測されていたが、平成 17年度に妻北小学校校舎建て替え工事に伴い試掘調査を行ったところ、

9世紀後半～10世紀にかけての遺構が一部残っていることが判明し、本発掘調査を実施 した。

結果として、竪穴住居跡や平安時代の溝状遺構、時期の特定は難 しいが掘立柱建物 (側柱 )、 中世



における地鎮とみられる古銭を埋納したピットなどが検出された。

特に溝状遺構 (SEl)は 日向国府跡と同時期であり、何らかの区画を行っている可能性があり、今後

その延長や方向など、性格が注目される遺構である (1の。

平成 19年度には、道路新設に伴い日向国府跡北西側に位置する箇所が発掘調査され、竪穴住居跡

3軒、掘立柱建物跡 1棟、土坑 3基、溝状遺構 5条 と多数のピットが検出された。竪穴住居跡は、7

世紀代のもので、土坑は弥生時代後期、7世紀末葉の上器が出土するものが確認されている。

古瓦や 9世紀代の須恵器も出上しており、国府跡 と同時期の遺構も含まれている。

また同年、日向国府跡の西側に通る平田・童子丸線拡幅の是非及び今後の道路改良の方向性を検討

するため、国府指定範囲に隣接する 8箇所に トレンチを設定し、確認調査を行つた。

第 6ト レンチで日向国府跡の南側築地塀雨落ち溝に類似 した溝状遺構、第 8ト レンチにおいても

築地塀の雨落ち溝に連なる可能性がる溝 2条 と築地塀に付設する簡易な門の可能性がある と対の柱

穴が検出されている (11)。

3.上妻遺跡

前述した平成 2年度に西都市教育委員会によって実施 した確認調査で、I地点として上妻遺跡が

調査されている。この調査地点では、地表下 0。 2mで硬質の層と敷石遺構を検出しており、「版築状

遺構」と報告されている。この遺構からは、肥後系の複弁 12葉蓮華文軒丸瓦が出上した。

出土遺物は、古瓦が半分以上を占め、格子目叩文が主体であり、寺崎遺跡や 日向国分寺跡とは様

相を異にしている (1め。

平成 4年度には、県教育委員会による「国衛・郡衛・古寺範囲確認調査」の一環で、A・ B地 区の 2

箇所が確認調査された (1働。A地区からは、豊後国金剛宝戒寺出土と同竜の単弁人葉蓮華文軒丸瓦や

格子 目・縄 目叩の瓦が出上した。

B地区からは、南北に小砂利を敷いた、幅 0。 95mの道路状遺構 と推定されるものが検出された。

4.法元遺跡

前述の西都市教育委員会が実施 した平成 2年度の確認調査におけるK地点が法元遺跡内である (り。

竪穴住居跡、土坑、柱穴、平成 4年度の県教育委員会による上妻遺跡 B地区で検出された小砂利

を敷き詰めた遺構に連なると考えられる同様な遺構が検出されている。小砂利に混ざって格子目叩

文の瓦破片が出上している。

平成 19年度には、宅地分譲に伴 う道路新設で発掘調査が行われた (1の。

特徴的なのは、表土を除去すると、約 20cmの遺物包含層が堆積 していた。平安時代の上師器破片

を中心に、縄文時代晩期、6世紀後半、7世紀、中世、近世陶磁器破片を多く含む。

この中には、円面硯、風宇硯破片や畿内系土師器などが含まれ、注目される。

遺物包含層除去後、地山は確認できず、精査を続けると、複数の竃跡と考えられる壮土。焼上が検

出された。さらに精査すると非常に遺構密度が高く、ほとんど地山が残つていない状況で、多数の

竪穴住居跡が重複 していることが確認された。竪穴住居跡の時期は、6世紀後半、7世紀、8世紀末

が現段階で確認できる。これらの住居群が廃絶された後に掘削された溝状遺構は、9世紀末～10世

紀前半のものである。古墳時代後期～平安時代に至るまで、居住域として利用された結果として捉

えることができる。



5.童子丸遺跡

平成 2年度に西都市教育委員会が実施 した確認調査におけるAa地点とAb地点、B地点、C地点が童

子丸遺跡にあたる (16)。

Aa地点では、古墳の周溝と葺石を検出している。また、溝状遺構・柱大群が検出され、遺物から

奈良・平安時代の遺構 と推測されている。横縄叩文の平瓦の出土も確認された。

Ab地点では、近世の配石遺構、柱穴や不整形の遺構が検出された。不整形の遺構は住居跡が重複

している可能性が高い。出土遺物から奈良・平安時代が推定されている。

B地点では、当地区に所在する、上園 1号墳の周溝確認を意図して トレンチを設定したが、明確

に古墳に伴 う周溝状遺構は確認できていない。

溝状遺構。柱穴・円形土坑・配石遺構を検出しているが、遺物から中近世が推定されている。

C地点では、童子丸遺跡の北端に近い畑地に トレンチを設定した。

竪穴住居跡・溝状遺構・土坑・柱穴を検出したと報告されている。住居跡の時期は、出土遺物から 6

世紀後半と考えられる。

平成 3年度に、宮崎県教育委員会による「国衛・郡衛。古寺跡等範囲確認調査」の一環で童子丸遺

跡が 3箇所調査された くり。前述の平成 2年度の西都市教育委員会の調査で横縄叩文の平瓦が出土

したことから、国府域の北限を確認するために行われた。

第 1～ 3地点で、古墳時代の竪穴住居跡が検出され、柱穴群も検出されたが、古瓦など平安時代の

遺物は出土しなかった。奈良時代に遡る土師器や須恵器も出土しなかったことが報告されている。

6。 石貫遺跡

童子丸遺跡と同じく、平成 2年度に西都市教育委員会が実施 した確認調査におけるD地点が石貫遺

跡にあたる (1め。他の調査地点と同様に畑地に トレンチを設定して掘削を行っているが、溝状遺構・

柱穴が検出されている。奈良。平安時代の遺構と報告されている。
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第Ⅲ章 各遺跡の調査

第 1節  調査区の設定と概要
1、 調査 区の設定

調査区は下水道敷設工事の工区に沿つて設定した。一部の工区を慎重工事とした以外は本調査を

おこなった。

調査区は、現在、アスファル ト舗装された道路、生活道として使用されている通路にあたる。

各調査区の位置関係 と調査区番号は付図 1～ 3に示した。

各調査区と各遺跡の関係は、付図 4に示 した。

総延長 9888.5m、 総調査面積は 8722.5だ である。

2、 調査 の方法

調査は協議の結果、作業の安全性を考慮 し、幅 0,8m～ lm、 現地表面から約 lmま での深さを対象

にする。調査対象の下水道敷設路線が現在道路であるため、周辺地住民の生活に及ぼす影響を最小

限に抑える必要があることから、調査は基本的に 1日 で完結する形態をとつた。

そのため、1日 に進む延長は 1日 で調査を終了し、埋め戻しが完了して現況に復旧できる範囲が

適当であり、約 10mを基本単位 として調査に臨むこととなった。 しかし、遺構や遺物が集中して複

数 日調査が必要な場合は鉄板で仮復旧して調査を継続する。逆に後世の削平等で遺構が残つていな

い地点については復旧が可能な範囲で調査延長を延ばした。

第 2節  堂ヶ嶋遺跡の調査
。調査区の概要

堂ヶ嶋遺跡は、西都原 81号墳等が所在する西都原東側縁辺下に広がる遺跡である。

今回、総延長 2863.9m、 総調査面積 2515。 7ピを調査した。

。遺構 と遺物 (Fig3～ 14)

平成 16年度

16-5区 :調査方法は調査区を 10地点に分け現地表面から lmの深さを調査対象とし、重機で路盤を

掘削、除去し調査した。旧地形が旧河道に沿 う後背湿地で、舗装路盤が約 50cm～ 70cmと 厚く敷設さ

れてお り、その下層には、黒色の泥質層が堆積し、遺構は確認できなかった。

5-1地点にのみ地山が残 り、2地点において湿地との境が確認できた。そこから調査地点終点まで

黒色泥質の層が堆積 してお り、対岸の地山は確認できなかったため、現在の逢初川の中心に約 100m

以上に渡つて湿地帯が広がっていたと考えられる。

遺構は確認できなかつたが、黒色泥層からは土師器、陶磁器等の破片が出土している。

周辺には古墳時代後期～奈良・平安期の住居跡や 日向国府跡も近く、生活域として評価されている

ため、当時の廃棄場として考えることができる。



5-■～15地点

本調査区は地形的に、13地点から徐々に登 り、15地点へ、最終的には 19地点まで至っている。

その比高差約 1.85mを 測る。

5-12地点 :遺構は検出できなかったが、アスファル ト舗装及び路盤を除去すると黒褐色埋土になり、

その下に黒褐色泥層が現れる。西側調査区でも同じような状況であり、旧河道であると思われ、そ

の状況が、15地点まで続くことが確認できる。

5-15地点 :本地点が旧河道の左岸にあたる部分と思われ、自然層が急に上がっているのが確認でき

る。なお、本地点でのみアカホヤ火山灰層が確認でき、その深さは 0。 74mを測る。

遺物は、土師器・須恵器・磁器等が出土しているが、小片であり、時期等の特定は難 しい。

5-16～ 19地点

本調査区の南側に隣接 して円墳 (西都原古墳群第 260号)が所在 してお り、この円墳の SOが確認

される可能性があつた。

地形的に 16地点から 19地点まで緩やかに登つている。15地点で確認できたアカホヤ火山灰層は

ここでは確認できず、16地点では黒褐色土を掘 り下げるとすぐに礫層が現れ、17～ 19地点では、明

黄褐色ロームが検出面で、その下が礫層であった。つまり、15地点周辺では自然地形は残ったまま

で上が堆積 し、16地点から 19地点にかけては、削平されていることを示 している。

5-16地点 :SEを 1条検出した。幅 0.5mで、検出面からの深さ 0.16mを 測る。

遺物は、土師器・須恵器 。磁器・陶器・丸瓦等が出土している。

5-18・ 19地点 :SEら しき遺構を検出した。幅 0.5mで、検出面からの深さ 0.06mを測る。本地点

では円墳の SOが確認できる可能性があり、慎重に掘削を進めたが検出することはできなかった。そ

れは、円墳の西側が一段高く、これが元々の地形だとすると本地点は前述 したように削平されてい

るからだと思われる。

遺物は、土師器 。須恵器・磁器・陶器等が出土している。これらの中には、時期的には 8世紀末

～9世紀の高台の付いた土師器椀、その他、青磁や染付等が含まれている。

5-20。 21地点 :十日河道上に位置すると考えられ、埋め立ての客土と泥層のみで、遺構は検出できない。

平成 17年度

4-1～ 7地点

検出面は黄褐色ローム層で、地表下 0,72mを測る。4区の西側 2/3部分で、傾斜地である。アカ

ホヤ火山灰層は遺存しておらず、周辺も含めてかなり削平されているようである。さらに、道路中

央部分には水管が通つており、掘削されていることから、ほとんどの地点が調査不可能であつた。

遺構は検出できなかった。

遺物は、 1地点から磁器・染付等が出土した。
4-8～ 10地点

8～ 10地点は、現状は平坦で、両サイ ドに畑地が広がっており、道路部分は一段高くなつている。

調査の結果、8地点から検出面がかなり深くなり、9地点では約 2.20m(重機で確認)を測る。そ

して、9地点の東側から 10地点にかけては浅くなり約 1.00mと なっている。もともとは河道であっ



たようで、畑地の両サイ ド (東側 と西側)に は水路があり、北の石貫地区から湧水が南流している。

8地点から土師器 。須恵器が出上している。

5-1～ 6地点

1地点は、浅いところに水管が通つており、調査不可能であり、2地点も同様なことから、1・ 2

地点は来年度下水道工事に合わせて調査することとなった。3～ 6地点については、検出面がわりと

浅く、水管がサイ ドに片寄つていることから調査可能であった。

調査の結果、アカホヤ火山灰層は遺存していなかったものの、6地点にて SCを検出した。遺物は、

土師器・須恵器・陶磁器等が出土している。

5-6地点 :検出面は褐色ローム層で、地表下 0.40mを 測る。本対象区のいちばん北側にあたる。SC

のプランは方形あるいは長方形で、北東隅部分を検出した。検出面からの深さは約 0.60mを測る。

共伴遺物はなく、時期的なことは不明である。

遺物は、一括として、土師器・須恵器・陶磁器等が出上している。

B-1地点 :市道 301号線から入つた枝線で、SZが検出された。性格は分からないが、埋土から遺物

が少量出上した。

B-2～ 5地 ,煮

本調査区は市道 301号から西に延びた袋小路の里道で、標高は約 22.5mである。

調査の結果、短い距離であったが SAを 5～ 6軒や SH等を検出した。

B-2地点 :検出面は褐色ローム層で、地表下 0。 94mを測る。SHを 3基検出した。SHはすべて円形

で、径 0。 30～0.40m、 検出面からの深さ 0。 28～ 0,43mを測る。

遺物は、一括で土師器・須恵器・陶磁器等が出土している。

B-3・ 4地点 :検出面はアカホヤ火山灰層で、地表下 0。 90mを測る。3地点から 4地点にかけて SA

を 3軒、3地点で SHを 6基検出した。3地点の SAlは 、南辺と南東隅部分で、検出面から床面まで

の深さ 0.18mを沢1る 。SA2(3地点～4地点にかけて検出)は南西隅と東辺で、一辺約 3.20mの 方形

プランと推定される。検出面から床面までの深さ0.12～ 0.15を測る。

4地点の SAlは、東辺と西辺で、一辺約 4.15m、 検出面から床面までの深さ 0.13mを測る。いず

れも主柱は検出できなかった。遺物は SA内 から土師器・須恵器、SHか らも土師器・須恵器等が出

上している。

B-5地点 :検出面はアカホヤ火山灰層で、地表下 0.80mを測る。遺構が重複 しているためはっきり

しないが SAを 2軒、SEを 1条、SHを 2基検出した。SEは幅 0,75～ 1.00m・ 検出面からの深さ0.14

mを測る。SHはすべて円形で、径 0。 35m・ 深さ 0.15～ 0.51mを測る。遺物は土師器・須恵器等が

出土している。

B-6～ 12地点

西都原古墳群第 260号の西側から法元公民館まで延びている市道で、地形的には平坦で、標高

20.28m前 後である。

B-6・ 7地点 :検出面はアカホヤ火山灰層で、地表下 0.30mを沢Jる 。6地点から 7地点にかけて消失

円墳のものと推定される二重 SOを検出した。いずれも南側が急で、北側が緩やかに傾斜 している。

6地点 (内側)の SOは幅 3。 70m。 検出面からの深さ0.94m、 7地点 (外側)の SOは幅 4.00m・ 検

出面から深さ 0,85mを測る。



遺物は、土師器・須恵器・陶磁器・古瓦等が出土しているが、小片で、時期を特定する資料に乏

しヤヽ。

B-8・ 9地点 :S地点から SHを 4基、9地点から SHを 4基検出した。いずれも円形で、径 0。 25～ 0。 40

m、 検出面からの深さ0.03～ 0.30mを測る。遺物は 9地点の SHか ら土師器が出土している。

B-10地点 :検出面は褐色ローム層で、地表下 0。 22mを測る。本地点には隣接 して西都原古墳群第

260号が所在 しており、この古墳の SOが確認されるのではと期待したが、残念ながら関連 した遺構

を検出することはできなかつた。遺構としては SEを 1条検出した。東西に延びたもので、幅 2.15

m・ 現存長 0.80m・ 検出面からの深さ 0.34mを測る。

B-12地点 :市道 301号と 299号の合流地点から西へ 65.Om、 北西に延びた短い里道で、調査の結

果、旧河道の右岸と思われる地形を確認 した。

B-13～21地点 :調査の結果、旧河道の右岸 と思われる地形を検出した。遺物はわずかに 21地点か

ら陶磁器椀等が出上しているのみである。

B-16地点 :検出面は褐色ローム層で、地表下 1.07mを測る。ここでは河道の右岸 (17B12地点で

確認 した旧河道の対岸)と 思われる地形を確認 した。

B-22～28地点 :22地点では古墳時代前期後半の SAと 考えられる掘方を検出し、埋土中から小型

丸底壺を含む、土師器破片が出土 した。土師器は複合 口縁壺破片や高イ破片などが出土 し、ほ

とんどが祭祀用の器種であることから祭祀関係の遺構が付近にあるものと推測 される。

23地点にかけて SZを検出し、24地点では SBを構成すると柱穴掘方を検出した。25地点で

は SAl軒を検出した。推定で一辺約 5m、 深 さ約 0。 3mの掘方である。26地点では SA2軒を検出

した。一辺約 3m、 深 さ約 0。 lmの ものともう 1軒は一辺約 4.8m、 深 さ約 0。 2mを測 り、S」 を伴

う。土師器、須恵器破片が多 く出上 した。22地点のみ古墳時代前期の遺構で、他の調査地点で

は、7世紀後半、平安時代の遺構が確認 された。

B-29。 30、 56～58地点 :市道 299号上で 29、 30地点、56、 57地点はもともと谷状の地形で自然

の流路であつたと考えられ、黒色泥層が堆積 し、上層は道路敷設時の客土に覆われてお り、遺

構・遺物はなかった。58地点のみ、地山が残 り、SAと 考えられる掘方が 2軒検出できた。切 り

合いにより範囲は不明確だが、掘方の深 さは約 0.2m、 遺物の出土はほとんどない。

B-31～ 39地点 :市道 259号で、東西に延びており、西から東に向かつて緩やかに傾斜している。標

高は 31地点で 26,7m、 39地点で 25,07m、 比高差 1.63mを測る。

調査の結果、遺構 。遺物は検出できなかったが、もともとは旧河道を利用した水田であつたと思

われる地形を確認することができた。

B-31～ 33地点 :検出面は褐色ローム層で、地表下 0.50mである。南側に現存長約 20.Om、 深さ0.07mの

SEを検出した。遺物が共伴しておらず、時期は不明であるが埋土から古いものではないと思われる。

B-35地点 :検出面は褐色ローム層で、地表下 0.50mである。この地点から落ち込み (段差)が見られ、36地

点では地表下 0.84m、 39地点では約 1.50mにもなる。地元の人の話では、もともと水田だつたところで、そ

れを埋め立てて現況になったとのことである。

B-40～46地点 :市道 295号で、北に延びており、本地点周辺は 39地点のように以前は水田ではない

が、かなり削平を受けており、遺構等は検出することができなかつた。検出面は黄褐色上で、地表

下 0.60mを測る。遺物は出上しなかった。



B-47～ 52地点 :46地点から北に延びる袋小路の里道で、本地点もかなり削平を受けており、アカホ

ヤ火山灰層は全く確認することはできなかった。また、中央部には水管が埋設されており、遺構等

は検出できなかった。検出面は黄褐色上で、地表下 0.65mを測る。遺物は出上しなかった。

B-53～55地点 :市道 365号で、53地点では礫が多く入る SZを検出した。深さは検出面より約

30 clllで、遺物が多く混じる。54地点はアカホヤ火山灰層の上に 9世紀後半～10世紀の遺物包

含層が堆積 していた。SHが検出できた。55地点では同じく遺物包含層があり、SEと SH群が検

出できた。SElは幅 1.3mで 2段の掘方で深さ約 0。 3mを沢1る。

平成 18年度

3-1～ 4地点 :現在の地形は平坦であるが、アスファル トの下は盛土され、さらに、その下は砂質で

礫を含んだ層になつており、全体的にかなり削平を受けていた。

遺構 。遺物等は確認することはできなかった。

3-5・ 6地点 :昨年度 5区の 1・ 2地点部分で、道路中央部に水管が通つており、下水道工事に合わ

せて調査することとなったところである。

SEを 1条検出した。SElは、現存長 4.00m、 幅 0.70m、 検出面からの深さ 0。 22mを測る。遺物

は、土師器 。陶器等がわずかに出土している。

3-7・ 8地点 :確認調査でアカホヤ火山灰層が確認されたところの本調査で、地形的には西から東ヘ

の下り傾斜で、その比高差 2.18mを測る。

7～ 8地点にかけて SEを 2条検出した。東西に延びているもので、SElは、現存長 13.00m。 幅不

明・検出面からの深さ0.24m、 SE2は、現存長 13.50m・ 幅不明・検出面からの深さ 0。 10mを測る。

遺物は土師器・須恵器・陶器等が出土している。時期は遺物及び埋上の状態から近世と思われる。

3-12～ 16地点 :12地点は道路敷設時に削平を受けており、遺構はなかった。 13地点と 14地点で埋

まつた時期が近世と考えられる SElを検出した。幅は 0,7～ lm、 深さは検出面から約 10cmで ある。

15地点では地形が東 TRllに傾斜 しているのを確認 した。地形変化点であろう。

16地点からは、地形が上がり、SEや、SH群を確認 した。一部、柱穴と考えられるものがあり、

SB所在する可能性がある。時期は重複 していて、平安時代から江戸時代のものがあると推定される。

卜17～ 23地点 :稚児ケ池住宅 5号棟から市道 299号が合流する地点までで、地形的には緩やかな登

り傾斜で、16地点で標高 26.36m、 22地点で 27.23m、 最終地点の 40地点では 27.47mである。

3-17地点 i SH14基 を検出した。いずれも円形で、径 0。 20～ 0。 45m、 検出面からの深さ0.08～ 0。 25

mを測る。遺物は出上していない。

3-18地点 :SAと SCを検出した。SAlは北辺のみで、遺物も全く出土していないことから時期は判

断がつかない。検出面からの深さ 0.17mを測る。遺物は、陶器が出土している。

3-19地点 :SEを 1条検出した。幅約 2,70m、 深 さ 0.17mと 浅い。遺物は、陶磁器が出土している。

併23地点 :SEを 1条検出した。幅約 5,00m、 深 さ 1.28mと 深く、小さな谷状の地形となっている。

遺物は出土していない。

3-24～ 26地点 :平成 13年度の区画整理事業に伴 う確認調査 (42地点)で消失円墳の SO(西側約半

分程度)を確認 した地点の東側地域である。

このデータを基に復元すると、墳丘径 12.50m、 SOを含めると約 16.70mの 円墳となる。SOは、
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幅 2.20m、 深さ 0.49mを測る。遺物は陶器 1点 (26地点)のみでほとんど出上していないが、平

成 13年度の調査で、周溝から土師器密 1点 と数点の上師器片が出上しており、これらから堂ケ鳴第

2遺跡の年代と同時期 (6世紀末～7世紀初頭)に比定されている。

3-27～ 31地点 :27・ 28地点はアカホヤ火山灰層が検出面であつたが、29地点～31地点は谷状にな

つているようでかなり深く、1.10m以 上掘削しても検出面を確認できなかった。遺構・遺物は確認

できなかった。

3-28地点 :SE2条を検出した。東西に並行して延びている。SElは幅 2,35m、 検出面からの深さ0.40

m、 SE2は幅 1.65m、 検出面からの深さ 0。 29mを測る。遺物は陶磁器等が出土している。

3-31地点 :SE l条 と SH4基を検出した。SEは、東西に延びており、幅 0.60m、 検出面からの深さ

0。 21mを測る。SHは、いずれも円形で、径 0.25～ 0.50mを浪Jる 。遺物は出土しない。

3-32～ 38地点 :32地点ではアカホヤ火山灰層は確認できたが、33～ 38地点では確認できなかった。

全体的に褐色上が検出面であり、かなり削平を受けているようである。

3-32地点 :SZl基 。SH3基を検出した。SZは楕円形状で、壁面の状況から SAの 可能性は薄いことか

ら判断した。SHは、いずれも楕円形状で、深さ 0。 18～ 0.41mを測る。遺物は土師器が一括であるが、

まとまって出上している。

3-33地点 :SHを 2基検出した。いずれも円形で、径 0.30～ 0.40m、 検出面からの深さ 0。 H～ 0。 21

mを測る。遺物は出上していない。

3-34地点 :SHを 1基検出した。円形で、径 0.45m、 検出面からの深さ 0,18mを測る。遺物は出土

していない。

3-39。 40地点 :本地点では 1.20m以 上掘削しても多量の山砂利を含んだ黄色褐色上であり、埋め立

てられたようである。地元の方々の話では、前は水田で、それを埋め立てたということである。遺

構・遺物は確認できなかつた。

C-1～ 6地点 :1～ 2地点は西都原古墳群 256号墳に隣接 し、周溝の存在が予想された。1～ 2地点にか

けて掘方があり、2地点で地山の立ち上がりを検出したが、その掘方内から出土する遺物は平安時

代のもので、古墳時代に遡る遺物は出上しない。1地点では深さ約 0.8～ lmで地山に到達し、2地

点にかけて続くが、急に地山が立ち上がる。 1地点の埋土から長沙窯陶奎の破片が出土した。
3地点でも SEを確認 した。幅 1.2m、 深さ 0。 7mを測る。

4～ 6地点では削平により、遺構は検出されなかった。

E-2～ 4地点 :現在、グランドゴルフ場として使用されている市有地で、掘削は易かつた。

遺構は現地表面から約 0.4mで検出される。2地点では、SEを検出し、幅 1.2m、 深さ 0.3mを測

る。他に、SHと 近世の SDを確認 した。SD l・ SD2か らは、寛永通宝が出上した。

3～ 4地点では南北に軸を取る SEを 2条確認 し、他に SH、 SDを検出した。特に 3地点で検出した

SEは幅 lm、 深さ 0,2mを測 り、削平状況を考えるとかなりしっかりした掘方である。SE埋土内から

の出土遺物は土師器坑の破片や瓦の破片が含まれることから平安時代で、日向国府跡と併行する時

期である。

平成 19年度

1-1～ 6・ 14～ 20地点 :市道 294号上で、SEo SA・ SH群を検出した。時期は 6世紀後半～7世紀、



奈良・平安時代にあたる。調査範囲全体に遺構が確認できる。

特に古墳時代後期～終末期段階にあたる SAが注目できる。1-2地点から検出されると、後の

調査地点でも続けて検出された。道路拡幅に伴 う調査で道路脇を掘削したところ同時期の SA

が検出され、平成 13年度に行った確認調査においても近辺で SA群が平面検出されてお り、周

囲に集落が広がることが推定できる。

SAは重複することなく検出されており、ほぼ同時期の遺構群と考えられよう。

2地点で検出された SAと 考えられる掘方は 1辺 6.lm、 深さ 0。 3mを測る。土師器の査が破片

で多く出上した。

3・ 5・ 6地点においても SAが検出されてお り、SPをもつものがある。出土遺物は土師器の破

片が多い。6地点では 2軒検出された。

14地点と 20地点でも SAと 考えられる遺構が検出された。特に 20地点では土師器を中心に

多くの土器破片が出土し、須恵器も共伴 している。1辺 4.8m・ 深さ約 0,3mを測る掘方である。

床構造も貼床がほどこされてお り、共通性がある。

15。 18・ 19地点は SHが集中して検出された。 15地点では SBが想定できる箇所がある。

1-7～ 13地点 :市道 293号上で、1-1～ 6・ 14～ 20地点の西側に入る枝線にあたる。SE C SC・ SA・

SH群を検出した。

7地点～10地点までは SH群や SEが検出されてお り、一部は SBを構成する可能性がある。

11地点～13地点では連続 して SAと 考えられる遺構が検出され、合計 4軒の SAを検出した。

11地点の掘方が 1辺 5,8m、 深さ 0。 lmを測 り、12地点の掘方は 5。 2m、 深さ 0.2mである。13地

点では 2軒の SAと 考えられる掘方が検出され、それぞれ 1辺 6.7mと 4.4mの 幅を測 り、深さは

約 0.25mで ある。土師器甕 。高イ等に須恵器郭破片が共伴 している。

A-1～ 3地点 :稚児ヶ池の西岸になる。アカホヤ火山灰層が良好に残存 してお り、現地表面から

約 90cmで遺構が検出できる。 1地点では SCが検出され、土師器邦が完形で出上した。調査区

の壁にかかつて遺構が出上したので全体は分からない。2地点では SH群、3地点では SEと SZ

を検出した。いずれも平安時代の遺構である。

A-4～ 17地点 :294号から西都原台地に向かい入る枝線で、アカホヤ火山灰層は良好に残存する

が、遺構密度は低い。現地表面から約 50cmで検出した。4地点では SHが 5基検出され、須恵

器破片などが出土した。その他の調査地点は地山の残存状況は良いが、遺構は SHや SC・ SEが

検出されるに止まる。

周辺での SAの検出例が多いことから、多くの遺構が検出されることが予想 されたが、西都原

台地麓に向かい、空白地が広がっている可能性が高い。

肝 18～ 20地点 :294号から東側に入る袋小路で、地山が良好に残る。多くの SH群が検出された。

SHの 中にはしつかりした掘方をもつものがあり、SBを構成する可能性があるが、はつきり柱穴

列と判断できるものはない。土師器破片等が埋土から出上した。19地点では、幅 1.5m・ 深さ

0.4mの しっかりした SEが検出された。

A-21～23地点 :市道 294号上で最も北側になる。21地点の北側は水路になってお り、そこで地

形は下り、旧河道になる。幅 0.8mの SEが検出された。23地点では地形も安定し、SAと 考えら

れる掘方を検出した。 1辺約 9m。 深さ 0.2mを測 り、土師器甕等が破片で出土した。

つ
る



A-24～29地点 :市道 294号から西都原の麓に向かう枝線である。アカホヤ火山灰層が良好に残

るが、遺構密度は低い。28～ 29地点は地形が急激に落ち、谷状になる。約 1.5mで地山にあた

ると考えられる。294号に向かい次第に地形は上がっていくものと推測できる。

肝30～38地点 :西都原古墳群堂ヶ嶋支群が所在する。35地点で西都原 248号墳の横を調査 した

がSOと 考えられる遺構は検出されなかった。墳丘の南側で STの堅坑が検出されたこともあり、

関係遺構の検出が予測されたが、不整形な SHが検出されたのみである。

37地点では西都原 245号墳の横にあたり、SOと 考えられる掘方を検出した。道路敷設時に墳

丘が削平を受けるが、この掘方を SO端部と仮定すると径 18mほ どの円墳になると考えられる。

A-39～41地点 :西都原の麓から市道 293号に延びる狭幅の枝線である。周囲に水路があること

から湿地帯と予想 していたが、地山が良好に残存する。40～ 41地点で SAと 考えられる掘方を 2

軒検出した。 1辺 5m～8mで検出面からの深さは約 20cmである。土師器の破片が出土した。

A-45～50地点 :谷状を呈した地形の落ちを確認 した。市道 294号の標高から急に地形が落ちて

いる。数条の SEが検出されたが、多くは自然流路と考えられ、地形を侵食 して逢初川や稚児ヶ

池に流れ込んだものである。

平成 20年度
2-1～ 2地点 :市道 291号を石貫神社の鳥居前から南に折れる市道 293号上にあたる。

現地表面から約 40cmで遺構を検出できる。

1地点は水道管敷設時の掘削で撹乱を受けるが、調査区西側に向かい掘方が検出された。性

格は不明であるが、深さ約 0.2mと 浅い。土師器破片が出土した。

2地点では、水道管敷設時の撹乱は調査区外に逸れた。2時期の掘方があるが、SAが検出さ

れた。S」 と考えられる遺構も付帯する。

長さは長軸で 8.5mと 大型で、中心に S」 と考えられる焼土と粘土の塊が検出された。

掘方の深さは約 0。 2～ 0.3mを 測る。土師器破片や須恵器破片が多く出上した。土師器の変の特

徴から6世紀後半～7世紀前半のものと考えられる。

2-3～ 7地点 :稚児ヶ池団地の横を西都原台地に向かい抜ける里道の坂道である。市道 296号に

繋がる。

地形は大きく削平された後、土砂などが堆積 した地層で、遺構、遺物は出土しなかつた。

2-8～ 12地点 :稚児ヶ池通線から、西都原の麓へ向かう里道で、昨年度調査を実施する予定であ

ったが、調査途中において個人と市営の水道管が現地表面から約 30cmの浅い地点で調査範囲に

おいて確認された。水道管が確認 された面は遺構検出面に到底及ばない掘削深であり、調査に

は、さらに深い掘削が必要であつたことから、協議の結果、水道管切 り替え後に調査をするこ

ととなり、本年度調査に変更された箇所である。

北側にかけて地形が落ちており、西都原台地から流れ出る湧水の道 として侵食された谷状の

地形を形成 している。調査路線はちょうどその岸辺を上がる地形になる。

地山は残存しており、8～ 9地点にかけて検出面が深くなる。9地点において SZを検出し、土

師器破片や須恵器高不の脚部が出上した。

10地点～12地点までは、さらに地山が深く落ち込み、検出面が現地表面より lm以上になり、
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遺構遺物は確認されなかった。

2-13～ 15地点 :西都原台地の麓に沿 うように延びる市道 292号上になる。掘削すると、現地表

面から約 0.6mで 地山を検出できる。地形は東側に向かい次第に低くなっている。

13地点では東側に向けて、2条の SEと SH群が検出された。

14～ 15地点にかけて地形はさらに落ちていき、現地表面から lm以上の深さに沈む。

湧水が起こり、現在も水路があることから、旧水路に重なるものと考えられる。

2-16～ 18地点 :稚児ヶ池通線から東側に折れる里道で、砂利舗装が行われている。

2-8～ 12地点と同じく、給水管と水道管が浅くに敷設されており、今年度調査に変更した部

分である。現地表面から約 70cmで地山に至 り、遺構が検出できる。地元の地主の話では、過去

に果樹園として利用されていた土地であるらしく、現代における果樹植栽時の掘削土坑が多く、

均等な間隔で検出され、ビニル袋やテープ等のゴミも入る。

16地点では、その撹乱の中、SHが確認 された。

17地点では、現代の撹乱のほか、幅 0.6mの 浅い SEや SHが多く確認されるが、建物を構成

するとは考えにくい。

18地点では、撹乱に加え、長軸 0。 7mか ら 1.2mの SCを 4基確認 した。掘方の深 さは約 0。 5m

としつかりした掘方である。近世の SCであると考えられる。

A-1～3地点 :市道 298号から北に入る袋小路で、地山は現地表面から約 60cmで検出された。

1地点では、SHと 切 りあうSZが検出された。深さは約 0.2mで ある。

土師器破片等の遺物が出上した。掘方の一部は 2地点にかかる。

2地点では前地点で確認された掘方が続き、その立ち上がりが検出された。埋土中から土師

器破片が出土した。掘 り方の幅は 1地点から測ると4.5mである。SAの可能性がある。

この遺構の横に隣接 してもう一軒 SAと 考えられる遺構が検出された。掘方の長軸は 6m、 深

さ 0,2mを測る。土師器が多く出土した。

3地点では、地山が上がってきてお り、遺構検出面が浅くなつた。SHが複数検出されたが、

その内 2基は対になり、SBを構成する可能性がある。

A-4～6地点 :293号上で、石貫神社側から旧川道をはず して、調査を行った。

現地表面から約 0.5mで検出した。調査区は水道管の敷設時に半分近くを掘削されており、4

地点では遺構は確認できなかった。

5地点では SHが 7基検出され、土器破片などが出土した。対になりSBを構成するようなも

のにはならなかった。

6地点でも半分近くは撹乱を受けていたが、SZを検出した。周辺での SAの検出例が多いこと

から、SAの可能性がある。この地点周辺は、居住域としての性格が強い。

A-7～8地点 :稚児ヶ池団地から西者[原麓に向けて上る里道で、西都原 81号墳の麓に至る。

地形が大幅に削平され、その上に崩落土が乗つており、遺構・遺物は確認 されなかつた。

崩落土を除去すると礫層上層の地層が残つていた。

宅地造成時に大きく削平されてお り、給水管の敷設などもおこなわれている。

稚児ヶ池通線にかけて地形は傾斜 してお り、次第に削平の影響はなくなるものであろう。

A-9～ 11地点 :西都原台地の麓に沿って延びる市道 292号上である。旧地形は残つているが、
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水路の近くでもあり、湧水がある。

現地表面から約 0.5mで遺構検出面に到る。

9地点では、切 り合 う2条の SEを検出した。検出面において幅約 0.4m、 深さ約 0.2mを測る。

埋土は黒色土で、アカホヤ火山灰層 と考えられる地山に掘 り込まれている。側溝跡か。

10地点では、幅 6。 3m、 深さ約 0。 4mの大型の SEの掘 り方が検出された。下層付近では湧水も

あり、砂粒を含む。台地から流れ出る湧水、雨水の排水路と推測される。SHも 1基検出した。

11地点は、西都原台地に登る坂道である。傾斜 とともに層が変化するが、遺構・遺物は検出

されなかった。

第 3節  寺崎遺跡の調査
。調査区の概要

寺崎遺跡は、堂ヶ鳴遺跡の稚児ヶ池を挟んだ東側に位置する。

今回、総延長 680。 lm、 総調査面積 571.8ピ を調査した。

・遺構 と遺物 (Fig。 15～ 20)

平成 16年度

D-1～3地点 :1～ 3地点は3区の南側調査区と同じく、旧川道内と思われ、上が幾層にも堆積している。それ

は 2地点で I層が明褐色土、Ⅱ層が黒褐色土、Ⅲ層が灰褐色上、Ⅳ層が黒色土となっているが、深さ約
1.Om以下は水が湧き出てくるため調査不可能で、底面までは確認できなかった。

D-4～5地点 :県教育委員会によつて日向国府跡と確定された範囲の南東部に隣接している。5地点から緩

やかに下り始め、4地点は傾斜地で、3地点で平坦になり、市道 301号線と合流している。特に5地点では、

日向国府跡に関連した遺構や遺物を確認できることが期待されたが、本調査区周辺はかなり削平されてい

た。なお、5地点と3地点との比高差は 2.06mで、傾斜角 20度である。

遺物は、いずれの地点からも出土しなかつたが、周辺には土師器をはじめ、須恵器・陶器・磁器、それに

布目瓦を含む多量の古瓦が散布しており、日向国府跡あるいは関連施設の遺構の存在が想定される。

D-19地点 :市道 301号線から入り込んだ袋小路で延長約 50mを測る。アカホヤ火山灰層が現地表面

から約 0。 8～ lmほ どの深さで残存しており、SAが 2軒検出できた。

SAlは、住居内の壁際に SPが検出された。土師器長胴密を伴つており、7世紀後半の良好な共伴

資料となる。SPの位置が特徴的である。SPに使用された 172は、7世紀前半の特徴をもつ。

また、SAlか らは、方頭鏃も出土した。祭祀に伴うものか。

平成 18年度
E-1地点■併D19地点の西側になり、アカホヤ火山灰層が検出面である。
SCと SH群を確認した。土師器などの遺物が出土した。

平成 19年度

2-1～ 3地点 :現地表面から約 0,7mで遺構を検出できる。東西に横切る SEを各地点で検出した。
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幅は 3～ 5mと 広いものがある。2地点や 3地点で調査区東側に沿って掘方が検出される。一旦、

東側に逸れては部分的に現れる。

2-4～ 5地点 :4地点では南北方向に伸びる SEを検出した。検出面がかなり下層で、削平された

状態である。幅 0.6m・ 深さ約 0.2mを決1る掘方である。

2-7～ 10地点 :路盤が厚く、旧路面が現路盤の下にあり、かなり地形が削平されているので、遺

構検出面は現地表面から約 0,7mで ある。

地山は細かい砂利を含む傑層に近い質感である。この範囲では調査区の東側や西側に沿って

10～ 15m・ 深さ 0。 2mの掘方が検出された。埋土はやや締まってお り、遺物は龍泉窯系青磁碗の

破片やⅣ類の白磁破片が出土する。性格は不明である。

歩H～ 13地点 :11地点において SBを構成するとみられる 2間の SHが検出された。SH埋土中

央に白色粘上が入つており、柱痕跡 と考えられる。奈良・平安期の遺構である可能性が高く、

位置が日向国府跡指定範囲の北側にあたり、近接することから、同時期の建物が所在 していた

可能性をもつ。SHの掘方は径 0.4m、 土層で確認できる柱痕跡は径 0。 15～ 0。 2mである。

2-14～ 17地点 :日 向国府跡指定範囲の西側に位置するが、道路敷設時の掘削により、地山は残

っていなかった。その上、西側に埋設 してある水道管の掘方が調査区の半分以上を占めるよう

になり、残存部分も路盤 と客土を除去すると礫層になる。

B-1～2地点 :昨年度の 18-E-2地点から南に向かい延長 した部分である。SH群 と近世の SDを検

出した。地山は現地表面から約 0.8mで検出できる。SDか らは寛永通宝が出土した。

昨年度の調査でも検出されていることから、周囲に近世の SD群が広がるものと考えられる。

B-3～ 12地点 :市道 1199号上で、現地表面から約 0.8mで地山に至 り、次第に深 くなる。終点

の 12地点では、地山は現地表面から 1.2mを測る。

3～ 5地点にかけて約 15mの長さで地形が約 0.5m落 ち込み、再び立ち上がる。性格は不明。

6～ 8地点にかけて調査区の東側に掘方が検出された。SEになるか不明であるが、自然の傾斜

ではない。埋土中からは中世の遺物が出上している。検出面から深さ 0。 3mを測る。

12地点において、最も地山は深くなり、SZか ら須恵器の破片が出土した。

平成 20年度
1-1～7地点 :市道 1199号から西 (稚児ヶ池)に向かい延びる里道で、舗装などは行われていな

いが、部分的に砂利等が敷設されている。現幅員は非常に狭く、調査は困難を極めた。

検出された遺構は SE(南北方向)・ SA・ SCoSH群 を検出した。時期は奈良。平安時代、近世にあた

る。特に西側半分に遺構が確認できる。

1-2地点からは遺構は確認できなかった。地山を検出した面は浅く、約 50cmの掘削で検出さ

れる黄褐色 (10YR5/6)の 粘土質の層で、昨年度、市道 1195号で検出した地山と同じ土である。

この地域における地層堆積状況から考えると、アカホヤ火山灰層よりも 2～ 3層ほど下層に堆

積する土が地山として確認できるので、旧地形はかなり削平をうけていることが予想される。

3地点において、調査範囲の南辺に掘方が確認された。地形の落ち込みである可能性もある。

明確な遺物は出土していない。

4地点において、南北方向に SEを確認 した。検出面における幅は約 0。 7m、 深さ約 0.3mを測
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るが、現地表面の削平を考慮に入れ、南側の上層壁面の観察によると最低でも幅 lm、 さらに大

きな SEを形成するものと考えられる。平成 18年度調査の 18-E3地点で確認された平安時代の

SEや平成 19年度道路新設作業に伴 う寺崎遺跡発掘調査において確認 されていた南北方向に掘

削された SEと の関係が注目される。平安期の地割など区画溝である可能性をもつ。

5地点では SH群 と SCと 考えられる遺構が検出された。出土遺物は須恵器や縄文晩期の上器

破片が出土している。

6地点では 5地点終点に確認 されていた SCの掘方、SAと 考えられる方形の掘方と、SH群が

確認された。最も遺構密度の高い地点である。SAと 考えられる掘方は辺 3.6mほ どでやや小規

模なものである。掘方の深さは約 0,2mである。土師器・須恵器・石器等を出土している。

1-8～9地点 :市道 1199号から東側に伸びる袋小路で、SC・ SA・ SH群を検出した。

8地点は、中央に水道管が敷設されており、撹乱が著しい。SCと SHを確認 した。SCに 関し

ては掘方の規模が、長軸で約 1.9mを測 り、深さは約 0.2mで ある。土師器破片等が出土した。

9地点は SAか平地式住居跡 と考えられる遺構が検出され、多くの須恵器や土師器が出土した。

掘方の長軸は約 4.3mで、深さ約 0.2mを測る。9世紀末～10世紀前半と考えられる土師器娩

等が出土してお り、日向国府跡の中心的な時期と対応することから、同時期の遺構がこの周辺

に所在することが分かった。

上層からは、12世紀後半以降の上師器・皿 (211・ 213)が 出土しており、周辺で出土する陶磁器

の時期に該当するため、中世の遺構が存在する可能性が高い。

B-1地点 :市道 1199号から西側に延びる里道上で、1-7地点の続きにあたる。現地表面から約

0.5mで地山にいたる。地山は粘土質の黄褐色土で、硬 くしまる。稚児ヶ池に向かい延びる SE

を確認 した。埋土は黒褐色土でアカホヤ塊を含み、砂利も多く含む。排水路として機能 してい

た可能性がある。

遺物も土師器破片などが出土したが、上層の遺物包含層からは弥生時代の磨製石斧も出土し

た。この調査地点の北側に位置する平成 19年度道路新規敷設工事に伴 う調査区でも弥生時代中

期末の遺構が確認されたことから、周辺に弥生時代の遺構も広がるものと推測される。

B-2～5地点 :市道 1199号から東側に延びる里道で、19地点の続きにあたる。2地点では現地

表面から約 0.5mで遺構検出できる。SH、 SEが検出できた。19地点では、土師器を多く出土す

る SAlが検出されていることから、関連する遺構かもしれない。土師器等の破片が出上した。

19地点と同じく、中世の上師器・皿も出上している。
3地点では地山は深くなり、地表面から約 0.8mで検出できる。SC2基 と SE、 SHを検出した。

SClは長軸 lm、 深 さ 0.2mの掘方で、1基からは完形に近い土師器坑が出土した。9世紀後～10

世紀前半代のものと考えられる。19地点で確認された SAlか ら出土した遺物 と同時期で、同
時代遺構が広がっているものと考えられる。SHl基からも同時期の上師器が出上している。

4地点においても遺構検出面は深 く、地表面から約 0.8mである。遺構密度は高く、SE2条 と

SCl基、SHが検出された。出土遺物はいずれも、平安時代前期に相当する時期のもので、土師

器破片を多く出土した。

SElの幅は約 1,3mと 1.2mを測 り、掘方の深 さは約 0。 2mである。検出面での幅であることか

ら、実際はさらに広いものと推測され、しつかりした溝である。位置関係をしっかり記録 し、
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どのくらいまで掘削が延びているのかを検討することで地割の方向など得られる情報は多い。

平成 16年度に調査を行つた、法元遺跡の調査地点でも同様の規模の SEが確認されており、

出土遺物の時期も同じことから、続いている可能性もある。

5地点においても遺構密度は高く、SH群や細い SEを確認 した。検出面から湧水があり、調査

が困難であつた。

いずれの地点でも遺構密度が高く、特に、平安時代前半の遺構が集中する点は、日向国府跡

と同時期であることからも重要である。

B-6地点 :B-5地点を北に行き、市道 H99号から西側に入る里道である。遺構検出面は深く、

約 0。 9mである。SE2条 とSCl基、SHを検出した。

SElは幅 1.2m深 さ約 0.2mの ものが 1条 と近世以降の掘削と考えられるもの (SE2)が 1条であ

る。SClは長軸 lmを測 り、深さは 0。 2mほ どである。

遺物は少なく、時期を特定するのは難 しい。

第 4節  上妻遺跡の調査
・調査区の概要

上妻遺跡は、寺崎遺跡・法元遺跡の東側に広がる遺跡である。遺跡の南部には、式内社である都萬

神社が鎮座する。

今回、総延長 464.4m、 総調査面積 399.64ポ を調査した。

・遺構 と遺物 (Fig。 21～ 22)

平成 17年度

併卜4地点 :市道 3H号線上で、台地から下る路線である。4地点では遺物包含層が検出できたが、
造成時の客上であった。東側に下ると地形が落ちており、地層は残らないことから、部分的に掘削

を行い、土層を確認するに留めた。路盤下は礫層である。遺構はなかった。

併2・ 3地点 :都高神社の北側にある枝線で、上層は削平されていたが、3地点において、SHや SCを

確認した。SCは 0。 9× 0.5mを測り、底面に礫を敷いていた。

D-1地点 :国道 219号線から入る枝線で、8mほ どの調査であるが、SCを検出した。後世の撹乱が多

く、遺構ははっきりしないが、地山は良好に残つていた。路盤と地山の間に遺物包含層がある。土

師器破片、須恵器破片が多く出土した。

D-2地点 :都萬神社の南側にあたり、造成時に盛土されており、遺構・遺物は確認できなかった。

平成 18年度

D-1・ 2地点 :多 くの礫を含む土で盛土されており、その深さは 1.20mを測る。その下は褐色ローム

層で、一部分アカホヤ火山灰層が遺存していた。遺構としては、SHら しきものを 1基検出したのみ

である。遺物は 2地点から土師器 。須恵器・磁器等が出土している。

D-3・ 4地点 :盛上が厚いが、土器や瓦片を含んだ包含層が確認できる。しかし、その下は礫層及び
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明黄褐色土となっており、かなり削平されたうえに盛土されたことが窺える。

遺物は土師器 。須恵器 。磁器・陶器 。瓦片等が出土している。特に瓦は 4地点に集中している。

凸面の叩きには格子目叩きと縄 目叩きとがあるが、圧倒的に格子目叩きが多い。格子目叩きも正格

子目叩きと斜格子目叩きとがある。

平成 19年度

D-1～ 4地点 :1地点から水道管敷設時の掘方で撹乱を受け、調査範囲の約半分は撹乱を受けていた。

2地点では SEか と思われる掘方が 2条検出されたが、検出面自体が礫層直上に堆積する層なので、

かなり削平されており、掘方は浅い。性格を特定することは出来ない。

格子目叩き文が残る瓦破片が出土した。

昨年度や過去の確認調査において、奈良時代に遡る瓦が出土しており、寺院や官衛関連の遺構があ

ると推測されている遺跡であることから、この周辺にも遺構が伸びている可能性が高くなつた。

平成 20年度
3-1～ 6地点 :都万建設の敷地前から掘削した。1地点では、遺構検出面は深 く、現地表面から約

0。 9～ lmの深さで、小石を含む人工的整地層を確認 した。その層に掘 りこまれた SEと 考えられ

る掘方を 2条検出した。そのうち北側の SElか ら、土師器破片が多く出土した。

この整地層 と考えられる層は面的に広がりを見せるかは確認できない。調査地点南半分では

層にしまりがなく、はっきりと認識できず、この層を除去するとアカホヤ火山灰層が検出でき

る。地表面から約 1,2～ 1.3mを測る深さである。

2地点から 4地点までは、用水路埋設時の撹乱で、すでに掘削され埋められてお り、埋土か

ら遺物が出土するが、遺構や地山は残つていなかった。

2地点の起点において SHを検出した。

5地点からは地山が残 り、遺構が検出できる。検出面は深く、地表面から約 1.2mでアカホヤ

火山灰層の地山となる。

6地点では SHと SEを検出した。SBを構成するほどのものではない。

3-7～ 8地点 :3-2地点から東側の民家にぬける里道である。7地点では地表面から約 0.9mで遺

構を検出したが、西側にむかい地形はくだり、検出面は深くなる。

SHや SC、 SEが検出された。一部、粘上が集中して出土する部分があり、S」 付の SAが所在す

る可能性があるが、はつきりした掘方もなく、平地式の建物の可能性がある。

8地点では、遺構検出面は地表面から約 lmの深さである。SAの 可能性がある掘方が検出され

た。掘方の深さは約 0.2mで ある。他に SHが検出された。

出土遺物の一部に、格子目叩き文の古瓦があることから 8世紀に上る遺構が所在する可能性

がある。
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第 5節  法元遺跡の調査
。調査区の概要

法元遺跡は、寺崎遺跡の北側にあり、更に北には童子丸遺跡が位置する。

今回、総延長 1760,7m、 総調査面積 1573.36だを調査した。

・遺構 と遺物 (Fig。 23～ Fig。 35)

平成 16年度

3-1～ 6地点

1～ 6地点は 3区の南側調査区で、標高 17.7m前後、東側には法元遺跡、西側には寺崎遺跡が所在

する台地に挟まれた低地である。特に、西側台地上の寺崎遺跡には日向国府跡が所在する最重要地

域であり、県教育委員会によつて正殿及び脇殿等が確認されている。

3-1地点 :現地表面より深さ 1.30mを測る。路盤の下は 4層に分層でき、1層のみがしまっており、

2～ 4層は粒子が細かいものの、しまりがない。下層に行くほど粘質を帯び、時間が経つと湧水する

ため、長時間の調査は不可能である。底には砂や丸礫等が確認される。

遺物は、土師器が最も多く、その他、須恵器・磁器・陶器等が出上している。この中には、日向

国府跡が造営された時期のものも含まれているようであるが、中世から近世のものも含まれている。

なお、遺物は層毎に取 り上げているが、一番下層からも新しい時期のものが出土することから、時

期特定は困難 と思われる。

3-4地点 :現地表面より深さ 1.23mを測る。堆積状況は卜1地点と同じで、旧河道の延長と思われ

る。

遺物は土師器。須恵器。陶磁器に加え、瓦が出上している。

3-6地点 :3区の最南端の調査区である。ここでも路盤から下は 4層 に分層され、現地表面から深

さ 1.14mで篠層を検出。遺物は、土師器・須恵器・磁器・陶器等が出土している。

3-7～ ■ 地点

本調査区は、地形的に南側調査区よりも高く、標高は約 20.8mで、その比高差 3.lmを測る。調

査は、アカホヤ火山灰層を検出面として遺構の確認を行つた。

3-8地点 :法元地区の中心交差点部分で、周辺には住宅が密集 している。調査の結果、SAを 2軒、

SEを 2条、SH等を検出した。この中で、東側の SAlは方形プランのもので、張出しを有しているも

のと思われる。地表面から検出面の深さ0.64m、 検出面から底面の深さ 0.27mを測る。西側の SA2

は一辺だけで不明な点が多い。検出面からの深さ 0。 21mを測る。

遺物は土師器・須恵器が出土している。土師器婉は、時期は 9世紀末～10世紀前半と推定される。

SEは 2条検出しているが、SAを切つた形で、平行 している。SEl・ SE2と も幅 0.6～ 0。 8m、 深さ

浅く0.04～ 0,08mを測る。時期は不明である。

3-9地点 :SHを 13基検出した。すべて円形プランで、径 0。 30～0.60m、 検出面からの深さ0.10～

0.58mを 測る。

遺物は、上師器・須恵器等が出土しているが、共伴 していないため時期は不明である。SBの存在

は想定されるが、狭い範囲の調査のため、規模等を特定するには至らなかつた。
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チ10地点 :SAを 2軒 。SH o SC等 を検出した。SAl・ SA2両方とも一辺のみで断定はできないが、SA

の可能性が高い。この遺構から土師器坑や甑の把手等が出土している。時期は 9世紀頃と思われる。

SC及び SHについては、時期は不明である。

3-■ 地点 :SEを 1条検出した。東西方向に延び、幅 1.4m、 検出面からの深さ 0.32mを測る。

3-12～ 14地点

3区の北側調査区で、調査区の南西 1lmには西都原古墳群の支群である第 260号墳と東 30mに は

第 259号墳が所在 している。いずれも円墳であるが、第 259号墳の方はかなり削平されているよう

で、小さくなっている。

3-12地点 :消失円墳の裾部に残る葺石が確認された。葺石は長さ 20～ 30c m。 厚さ 10c mの 大き

い石を根石にして、その上に長さ 0。 1～ 0,2m・ 厚さ0.03～ 0.08mの平らな石を水平に突き刺すよう

に丁寧に積み上げている。残念ながら、葺石の積み上げは、高さ 0。 4m程 しか確認できず、その上

部分は削平されてヤヽる。

SOは、そこに当たる部分がかなり撹乱を受けていることから、確認することはできなかつた。

遺物は、土師器・須恵器・磁器・陶器等が出土している。この中で、須恵器は甕形土器や婉、つ

まみが付いた蓋不等が出土している。

3-14地点 :本調査地点でも消失円墳の葺石が確認された。312地点の反対側部分で、それを復元す

ると径 26.2mの墳丘が存在していたことになる。葺石は、全体的に 3-12地点のものと比較して小さ

く、長さ0.08～ 0,lm。 厚さ0.03～ 0.08mで 、根石も確認できなかつた。積み上げ方も雑であった。

SOは、本調査地点では確認できた。幅 3.3m。 深さ 0。 33mで 、SOま でを含めて復元すると、径

32.8mの 円墳となる。なお、これを基に図面上で復元すると、本調査地点の東側に所在する西都原

古墳群第 259号墳は、この消失円墳が小さくなつて残つている古墳である可能性が高いことが判明

した。

遺物は、土師器・須恵器等が出上しているが、須恵器がその他 と比較してわりと多い。甕形土器 。

蓋邦・横瓶・娩等が出上している。 しかし、これらは、3-12地点のものも含めて 8世紀～9世紀に

かけてのものが主体で、消失円墳の時期を特定する遺物は、少なく、古墳時代に遡る遺物は、6世

紀後半の土師器壺である。

これまで、西都原古墳群第 259号墳や 5区周辺の古墳について トレンチ調査を行つたが、関連し

た遺構や遺物が検出されなかったため、不明な点が多く、時期も特定できなかつた。この消失円墳

の検出は、周辺古墳を解明する手掛かりになるかもしれないもので、注目される。

4-1～ 3地点 :4区は、3区 (市道 301号線)の北側と南側調査区に挟まれた中央部分で、調査地点

は 41地点から 31地点の総計 31地点ある、最も長い区間である。

地形的には、両サイ ドを台地に挟まれた低地の 1地点 (標高 17。 7m前後)か ら、徐々に市道を北

に登 りながら進み、中央部の 15地点から周囲と同じ高さ (標高 19.9m前後)に なり、31地点 (標

高 20.8m前後)に至っている。その間の比高差 3.lmを沢Jる。

3区の 1～ 6地点で確認された旧川道の延長にあたる部分で、ここでも上が 4層に堆積 している。

その深さは約 1.2mを測る。

遺物は、土師器・須恵器・磁器・陶器・瓦等が出上している。午2地点からは、包含層からであ

るが、円面硯破片が出土した。
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4-4～ 16地点

調査の結果、本調査区は周辺も含めかなり地形的に削平されているようであり、4地点では路盤

を剥ぐと、すぐに礫層が検出され、7地点ではアカホヤ火山灰層の 4～ 5層下で検出される黄褐色ロ

ーム層が確認され、それが、17地点あたりまで続くようである。しかし、それはかなり前からの削

平であり、16地点ではその黄褐色ローム層に遺構が掘 り込まれている。

4-4地点 :こ こでは、路盤を剥ぐとすぐに礫層が検出される。よつて、旧河道がここで東か西に曲

がつているものと推定されるが、東は地形的に考えられないことから、西の方向であると思われる。

地表面から操層までの深さは 0.42mを測る。遺物は出土しなかつた。

4-6地点 :SEを 1条 と SHを検出した。SEは、幅 1.10mで 、検出面からの深さ 0,74mを測る。

遺物は、土師器・須恵器・瓦等が出土している。

4-7・ 8地点 :路盤を剥ぐと撹乱埋土となり、そして、検出面の明黄褐色ローム層 (自然層)が現れ

る。その深さは 0.64mを測る。その明黄褐色ローム層にて遺構を検出したが、あまりにも不整形で、

用途等も不明であることから、SZと して取 り扱った。

遺物は、土師器・陶器 。磁器・瓦等が出土している。

4-16地点 :SEを 1条 と SHを検出した。SElは、幅 1.10mで 、検出面からの深さ 0,74mを測る。

遺物は、土師器・須恵器・瓦等が出土している。

4-18～ 31地点

本調査区は、標高 19。 9m前後で、周囲には住宅が密集 している地域である。

本調査区周辺からはアカホヤ火山灰層が遺存しているのが確認できたことから、それを検出面と

して調査を進めた。

調査の結果、SAが多数検出され、さらに、これまでの調査でも周辺地域から多数の SAが確認さ

れていることから、周辺一帯には大集落跡の存在が想定される。

4-17地点 :SEを 1条 と SHを検出した。SElは、南北に延び、幅 0。 75m、 検出面からの深さ 0,30

mを測る。遺物は、土師器・須恵器・石錘が出上しているが、共伴しないため、時期等については

不明である。

4-18・ 19地点 :SAを 1軒・SEを 2条 。SHを 9基検出した。SEは、いずれも南北に延びているが、

SElが幅 1,15m、 検出面からの深さ 0。 30m、 SE2が幅 0.85m、 検出面からの深さ 0。 32mを測る。

遺物は、土師器・須恵器・陶器等が出上している。時期等については特定できない。

4-20地点 :20地点は 3区のほぼ中央部に位置している。標高 19。 9m前後で、周辺には住宅が密集

している。20地点周辺はアカホヤ火山灰層が遺存しており、その検出面の深さは 0.7m前後を測る。

基本的にはコンクリー ト及びクラッシャーを剥ぐと、非常に硬くしまつた黒色土が現れ、その下が

少ししまりのある遺物を包含した黒色土となり、そして、アカホヤ火山灰層となっている。

遺構としては、SAを 1軒、SHを 8基検出した。SAlは方形プランのもので、S」 を有するタイプの

ものである。検出しているのは、北辺の SJ部分と東辺の一部分のみで規模については判断がつきに

くい。

検出面はアカホヤ火山灰層で、検出面からの深さは 0。 20mを 計る。現道路面から検出面の深さは

0.65mで、主柱等は検出できなかった。

S」 は上から圧迫を受け、押し潰されたような状況で検出された。検出範囲は南北 0。 38× 東西 0.35

０
と
０
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mで、高さは 0.31mである。また、S」 は灰白色粘質土で造られ、底面はかなり火を受けたようで赤

褐色に変色して、凹レンズ状に窪んでいる。その底面と灰白色粘質土に挟まれて、炭化物と焼土を

大量に含んだ層が確認できる。

遺物は土師器が多く、その他須恵器・磁器・陶器・瓦等が出土している。

遺物の時期は古墳時代・奈良時代 。平安時代。室町時代と複数にわたつている。

4-22地点 :SAを 1軒 。SEを 1条検出した。SAlは、方形プランのもので、北辺と南辺の一部を検

出している。それを基に復元すると一辺 5,9mの もので、検出面から床面の深さ 0.23mを測る。床

面は平坦であったが、主柱跡は確認できなかった。

SElは、東西に延び、幅 1.05m、 検出面からの深さ 0.22mで、SAを切る形で検出されている。

遺物は、土師器 。布痕土器・陶器等が出上している。SA内 からは一括であるが、木の葉痕がある

土師器郭や土師器高邦等が出上しており、7世紀代の SAと 推定される。SEについては、陶器等の出

土状況から近世頃のものと思われる。

午23・ 24地点 :SAを 2軒 。SEを 2条 。SHを検出した。SAは重複 していないが、それぞれの SAを

SEが切つている。SAl・ SA2いずれも方形プランのもので、北東隅を検出しているが、規模は特定で

きなかった。SAlは、検出面から床面の深さ 0。 31m、 SA2は、検出面から床面の深さ 0.10mを 測る。

主柱跡は確認できなかった。

SEは、南北と東西方向の 2条で、幅 1.1～ 1.15mで 、検出面からの深さ0.35～ 0.44mを測る。

遺物は、土師器・須恵器等が出土している。包含層の遺物が含まれ、複数時期のものが出土した。

SAlは、出土遺物から 6世紀後半と考えられる。

4-25地点 :SAを 2軒 。SEを 1条検出した。SAは重複 しており、さらに、それを SEが切つている。

SAlは南西隅、SA2は北西隅と南辺を検出している。SAlは 、SJを有する方形プランのものであるが、

規模は特定できなかった。検出面から床面の深さ 0.31mを測る。SA2は、一辺 2.4mの方形プラン

で、検出面から床面からの深さ 0.34mを測る。いずれの SAか らも主柱跡は確認できなかった。

SEは、南北方向に延び、幅 0,70m、 検出面からの深さ 0。 40mを沢1る 。

遺物は、土師器・須恵器・陶器・石錘等が出土している。

4-26地点 :SAを 2軒。SEを 1条検出した。南辺の一部分と北西隅部分と思われる。検出面から床面

までの深さは、SAlが 0。 26m、 SA2が 0.Hmを測る。主柱穴跡は確認できなかった。

遺物は、土師器・須恵器・瓦・石錘等が出土しているが小片である。

午27地点 :SAを 1軒・SCを 1基検出した。SAlは、方形プランで、S」 を有するタイプのものであ

る。検出したのは北辺と南辺の一部分で、それを基に復元すると一辺 5.2mの規模を有しているこ

とになる。S」 は本体の灰白色壮質土及び焼上を検出した。検出面から床面までの深さ 0.14mを測 り、

主柱穴跡は確認することはできなかった。

遺物は、土師器・須恵器・石錘等が出上している。この中で、土師器ついては、その他の地点の

SAと 比較して圧倒的に小皿が多い。いずれもヘラ切 り底のものであるが、これがこの SAに共伴す

るものであれば、時期は 13世紀以降に比定される。

しかし、図化に耐えうる資料ではないが、TK217型式併行期の須恵器不や土師器片も SA内から一

括資料として出土した。このことをふまえると、この遺物が SAの時期を示す可能性が高い。

上層に中世の遺物包含層が所在するものと考えたい。
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4-28・ 29地点 :28地点から SC o SH、 29地点から SHを検出した。SCは、長軸 1.Om。 短軸 0,7mの

精円形プランで検出面からの深さ 0.54mを測る。SHは、円形で、径 0.3m～ 0.5m、 検出面からの

深さ0.21～ 0.47mを測る。遺物は、土師器・須恵器 。磁器等が出土している。

4-30地点 :SCを 1基 。SEを 1条検出した。SCは、長軸 1.Om・ 短軸 0.55mの楕円形プランで検出

面からの深さ 0.38mを測る。SEは、東西方向に延び、幅 1.lm、 検出面からの深さ 0.14mを測る。

遺物は、土師器・須恵器 。磁器・陶器・石錘等が出上している。

4-31地点 :SEを 3条検出した。東西方向が 2条、南北方向が 1条である。幅 0。 7～ 1.lm、 検出面

からの深さ0,07～ 0.57mを測る。

遺物は、土師器・須恵器・磁器・瓦等が出土している。瓦は格子ロタタキで、土師器については、

破片が多く時期を特定できない。

C-1地点 :遺構は、SAlで SPを もつ。それに伴い土師器甕も出土した。SPを 中心に約 0.4mに焼上が

広がる。掘方の検出面からの深さは約 0。 3mである。SA内の埋土からは土師器破片や須恵器破片が

多く出土し、その特徴から、7世紀後半に比定される。

また SAlと は別に方形掘方の SHを 1基確認 した。半裁すると柱を抜き取つた跡に粘土を詰めてお

り、その中に礫があつたので根石と考えた。掘方は一辺約 0。 85mで検出面からの深さは 0.35mである。

C-2～ 4地点 :こ の地点は 30mほ どの間、地山であるアカホヤ火山灰層が検出されず、SAが数軒切 り

合つているものと考えられる。焼土と黄褐色の粘上が偏って検出されるプランがあり、SJと 推定し

た。約 0,8mの深さまで下げると黒色土中にアカホヤ塊と褐色上が混じる遺物包含層が堆積 し、約

0.25m下 げると硬化面または黒褐色の地山に至り、SHが検出できる。中にはしつかりした深さをも

つ掘方があり、柱穴と推定できるものがある。切 り合い関係を捉えることはできなかつたため、SA

の規模は推定できない。

土師器や須恵器破片が多く出上した。

C-5地点 :こ こではアカホヤ火山灰層の地山が検出でき、4地点から続く SAの掘方を確認できた。

SAl埋土中からは、須恵器や土師器が多量出土し、共伴関係を押さえることができる。SAl掘方の検

出面から床までの深さは約 0。 4mを測る。

埋土中には土師器の甕、鉢、不、須恵器の大甕、杯、ハゾウなどの上器が床の上から出上し、遺

物の特徴から、7世紀前半段階のものと比定できる。

C-6地点 :宅地となる以前は畑地であつたことから、土が盛 られており、旧地表面が残つていた。SH

を 3基検出した。 1基は掘方もしつかりしており、埋土に黄褐色の粘上が混じり、SBを構成する柱

穴である可能性が高い。検出面は現地表から約 lmの深さである。遺物は土師器、須恵器の破片が出

上した。

C-7地点 :SEや SC、 SZを検出した。遺構に伴い、土師器破片が出上した。

遺構検出面は約 0.8mの深さである。遺構の性格がはつきりする例はなく、明確ではないが、土師

器破片等の遺物が出土する。

C-8地点 :7地点から続く SCか ら、土師器甕が出上した。廃棄用である可能性もある。6世紀後半に

比定できる。他に SH群を検出した。

C-9地点 :検出面から約 0.2mの深さをもつ掘方と SHを検出した。SAの可能性があるがはつきりし

ない。
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C-10地点 :検出面から約 0.3mの深さをもつ掘方を検出した。遺構の性格ははつきりしないが SHを

伴 う。地形が傾斜 しながら北側に落ちていくので、遺構を検出できる地層は途中で途切れる。

C-11地点 :SAの可能性がある掘方を検出した。掘方は 3基で、全体像は不明であるが、検出面から

の深さは約 0。 lmの浅いものである。埋土やその上層は遺物を多く含む。平安時代以降の包含層が堆

積している。その他、SCと 考えられる掘方や SHも検出した。

C-12地点 :SE2条 を検出した。埋上が異質であり、時期の違いを示すものか。埋土中より、須恵器

片などの遺物が出土した。

C-13地点 :SHを検出した。SHの うち 3基の掘方は等間隔で並び、検出面からの深さも約 0.5mで均

質なため SBを構成すると考えた。

C-14～ 15地点 :SHと SE2条を検出した。SEは幅 0.4mで深さ約 0.3mで ある。その他 SHと 15地点に

続く SAの掘方を検出した。15地点では 14地点からの SAと SZが確認された。SAlに は外側に取 り

付く SJが あつた。S」 の粘土を除去すると下から径 0.4m、 深さ 0,3mの掘方を検出した。遺物も多く

出上し、土師器筑や須恵器破片、石錘等の遺物が出土した。

SAl・ 2は土師器から 7世紀前半と推定する。他に上層の包含層から混入 した遺物もある。

C-16地点 :3条の SEを検出した。幅は 0,7m～ 1.3mと それぞれ違い、深さは約 0.2mで ほば 3条 とも

同じである。石錘が出上した。

C-17地点 :SAが切 りあつた形か段差のある構造のものを検出した。掘方は 18地点まで続く。深さ

は検出面から約 0,3mで ある。掘方の外側に沿い、SHが検出されたので、SAに伴 うのであれば、平

地式住居の可能性もある。瓦の破片や須恵器、石錘、鉄滓が出土した。

C-18地点 :17地点から続く据方と、別に SCを検出した。調査範囲が狭いため遺構の全体像がわか

らないが、SC内 からは土師器杯、坑が出上した。良好な共伴資料になる。17地点から続く掘方は二

段の落ちになってお り、SAが切 り合っている可能性が高い。

須恵器破片、土師器破片、瓦破片が多く出土した。遺物の特徴から 9世紀後半から 10世紀はじめ

頃に位置づけられる。

C-19～25地点 :11～ 18地点と直行する市道 1199号で、水道本管が敷設されており地層の残存状況

は悪い。 11～ 18地点と比べると極端に遺構の密度や遺物出土量も少ない。22～ 23地点にかけて SE

と SH、 SZが検出できた。

C-26～86地点 :調査区は市道 305号になる。調査区に沿い、水道管が敷設されており、大きく撹乱

を受ける。埋設管が約 1.3mの 深さにあるため、遺構、遺物の密度も低かつた。

29～ 30地点にかけて水道管の埋設が調査区からそれたことから、しつかりした掘方の SEを路線

に沿つて検出した。

その他は SHや部分的に残る SE程度で、遺物の出土量も少なかった。全体的に削平されている。

D-6～ 9地点

本調査区は、市道 309号で、その先は国道 219号 と合流する。地形的には市道 309号よりも一段

高くなっている。

D-6地点 :D区は、遺跡で分けると 1～ 5地点が寺崎遺跡、6～ 18地点が法元遺跡に含まれる。

本調査区の地形は、1・ 2地点が両サイ ドを台地に挟まれた低地 (標高 17.6m前後)で、幅が狭い

袋小路、3～ 5地点は、その低地から南西に日向国府跡が所在する台地上まで登る路線、6～ 9地点が
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市道 301号よりも一段高く (標高 20.Om)国 道 219号まで延びた市道 309号、10～ 17・ 19地点が宅

地内に延びた路線、18地点が市道 307号から北に延びた幅員が狭い袋小路の私道である。

D-6地点からは、SEを 1条検出している。南北に延びてお り、幅 0。 40m、 深さ 0。 18mを測る。

遺物は、土師器が出土しているが、共伴 していないため、時期は不明である。

D-9地点 :SHを検出した。円形で、径 0.35m、 検出面からの深さ 0.50mを測る。

遺物は、土師器が出土しているが、共伴 していないため時期は不明である。

D-10～ 17地点

本調査区は市道 307号で、周辺には住宅が密集 し、幅員も狭い。標高は 20,4m前後、現地表面か

ら検出面の深さは 0.62mで、検出面はアカホヤ火山灰層である。

D―■・ 12地点 :SCを 1基 。SH o SEを 1条検出した。SElは南北に延びるもので、幅 0.85～ 1.20m

で、検出面からの深さ 0.1lmを測る。

遺物は、土師器・須恵器等が出上している。

D-13地点 :SEを 1条検出した。幅 0.70m前後で、検出面からの深さ 0.25mを 測る。

遺物は、土師器・須恵器・瓦・石錘等が出上している。

D-14・ 15地点 114。 15地点一番北側の路線の中央部で、標高は約 20.4mである。路面からの検出

面の深さは 0.62mで、検出面はアカホヤ火山灰層である。

調査の結果、SAを 2軒、SEを 1条、SHを 3基確認できた。SAはいずれも重複 しているが、切 り

合い関係を明確にすることはできなかった。また、SAlは南辺と西辺、SA2は西辺、SA3は南辺の一

部分しか確認できない状態であるため、規模等についても現状では把握することが不可能であった。

検出面から床面の深さは 0.09m～o.24mで、床面は平坦である。主柱は検出できなかつた。

SElは、幅は不明であるが、深さは 0.13～ 0.64mで、18地点まで延びており、その現存長 17.5

mを測る。

遺物は土師器をはじめ須恵器・磁器等が出上している。

D-16・ 17地点 i SEが検出されたが、15地点から延びてきているものである。

遺物は、土師器 。須恵器 。磁器・陶器・石錘等が出上している。

D-18地点 :本調査区は、レ4地点から北へ延びる袋小路の私道で、地表面から検出面の深さは 1.02

mを測る。ここでは、アカホヤ火山灰層は確認できなかった。調査の結果、SEを 1条検出した。南

北に延びるもので、幅は半分が対象外のため不明、検出面からの深さ 0.26mを 測る。

遺物は、土師器・須恵器 。磁器等が出土している。

平成 17年度
3-卜 2地点 :検出面は黄褐色土で地表下 0.75mを測る。4層に分層でき、1～ 3層 は遺物包含層で、

土器の小片が混入 している。SH5基 とSE l条 を検出した。遺物は、SHか ら土師器 。須恵器・瓦等が

出土している。また、遺物包含層から、土師器・須恵器・陶磁器・瓦等が出上している。

3-3・ 4地点 :ア カホヤ火山灰層を確認することができたが、4地点から北に行くに従つて深 くなって

いる。その深さは 1.45～ 1.65mを測 り、もともとはこの周辺が谷状に落ち込んだ地形であつたもの

と思われる。3地点から SHを検出した。遺物は、SHか ら土師器・須恵器等が出土している。また、

遺物包含層から、土師器 。須恵器・陶磁器等が出上している。
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3-6地点 iSA2軒を検出した。SAlは北辺と東辺で、東辺壁側には土師器壺が集中して出土した。SA2

は北東隅部分で、S」 (灰 白色粘質土)を有している。SJの範囲は東西 0。 90m×南北 0。 75m。 高さ

0.07mを 測る。遺物は、SA2内 から土師器を主体に須恵器がわずかに出土している。中には、丁寧

なヘラ磨き調整で両面が調整された丹塗 り上師器台付鉢や坑等も含まれている。時期は 7世紀後半

に比定される。その他、土師器・須恵器・陶磁器等が出土している。

3-7地点 :検出面はアカホヤ火山灰層で、地表下 1.35mを測る。ここでは平面プランは確認するこ

とができなかったが、SPが出土したことから、SAが遺存しているものと推定される。土層で観察す

ると、南辺部分は確認でき、SPを 中心とすれは一辺約 6.60mの SAと なる。SPの周辺からは焼上を

検出した。遺物は、量的には少ないが、土師器・須恵器・陶磁器片が出土した。この中で、SAか ら

は日縁部が短く、わずかに外反 した土師器壺が押し潰された状態で出上した。

5-1～ 6地点 :1地点は、浅いところに水管が通つており、調査不可能であり、2地点も同様なことか

ら、 1・ 2地点は来年度下水道工事に合わせて調査することとなった。3～ 6地点については、検出面

がわりと浅く、水管がサイ ドに片寄つていることから調査可能であった。

調査の結果、アカホヤ火山灰層は遺存していなかったものの、6地点にて SCを検出した。

遺物は、土師器・須恵器・陶磁器等が出土している。

5-6地点 :検出面は褐色土層で、地表下 0.40mを 測る。本対象区のいちばん北側にあたる。SClの プ

ランは方形あるいは長方形で、北東隅部分を検出した。検出面からの深さは約 0.60mを測る。共伴

遺物はなく、時期は不明である。一括遺物として、土師器・須恵器・陶磁器等が出土している。

A-4～ 5地点 :4地点で SCl基、SHl、 SEl条、SZl基を検出した。特に SElは幅約 1.3m、 深さ 55 cIIl

を測る。須恵器や土師器破片が出土した。8世紀後半と考えられる。

5地点では SH群 と SAを 1軒検出した。SAlの掘方ははっきりしなかったが、中央部の床面に SP

が検出できたため、土層観察によりSAと 確認できた。SPの姿から6世紀末～7世紀前半の時期を推

定する。

C-1～ 12地点

市道 301号内 3区北側から市道 291号 と合流するまでで、地形的には 1地点から緩やかな上り傾

斜で 12地点まで至っている。標高は 1地点で 21.60m、 10地点で 22.05mで ある。

調査の結果、2地点から 9地点まで 1地点に 2～ 3軒、多い地点では 4軒 (4地点・5地点)も の SA

が重複 しているのを確認 した。その総数は 16軒にも及び、S」 を有するタイプのもの 4軒、SPを有

するタイプのもの 1軒を検出している。平面形はほとんどが方形を呈すと思われる。

C-2地点 :検出面はアカホヤ火山灰層で、地表下 0。 88mを測る。SA2軒を検出したが、SAlは北西隅

部分で、検出面から床面までの深さ 0.Hmを測る。SA2は、東辺で、検出面からの深さ 0.18mを測
る。いずれからも主柱を検出することはできなかった。遺物は土師器が主体で、その他須恵器が出

土している。土師器は甕・壺が多いが、低く短い脚部から内湾しながら立ち上がり口縁部に至って

いる高杯や椀等があり、いずれも丁寧なヘラ磨き調整である。

C-3地点 :検出面はアカホヤ火山灰層で、地表下 0.64mを 測る。SA2軒を検出した。SAlは、北辺と

東辺で、北辺には S」 (灰 白色粘質土)を有している。SJの検出範囲は東西 0。 40m×南北 0.65m・

高さ 0.40mを 測る。SA2は、南辺で北辺は 4地点で確認 している。一辺約 5,Omで ある。いずれか

らも主柱は検出することができなかつた。遺物は土師器を主体に、須恵器等が出土している。土師
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器は甕・壺が多いが、高杯や鉢等が含まれている。共伴遺物の特徴から6世紀後半に比定される。

C-4・ 5地点 :SAを 5軒検出した。4地点の SAlは、西辺のみで東辺は確認できなかつた。SA2は南

西隅部分で、検出面から床面までの深さ 0,49mを測る。SA3は、北東隅部分で SA2と 隣接している。

検出面から床面までの深さ0.54mを測る。

5地点の SAlは東辺のみで、検出面からの深さ 0.10を沢1る 。SA2は北辺のみで、S」 を有している。

検出面から床面までの深さ 0。 13mを沢1る 。S」 の検出範囲は東西 0,70m× 南北 0,70mを測る。また、

灰白色粘質土は火を受け赤褐色に変色している。SA2は、南辺で北辺は 6地点で確認 している。北

辺には S」 を有しており、一辺 2.50mで小さな SAである。検出面から床面までの深さはかなり浅く

0.07mを 測る。SJの検出範囲は東西 0。 40m× 南北 0,30mを測る。また、灰白色粘質土は火を受け

赤褐色に変色し、その下には炭化物と焼上を多量に含んだ層が確認できる。いずれからも主柱を検

出することはできなかった。

遺物は土師器を主体に須恵器等が出上している。共伴遺物の特徴から 6世紀後半～7世紀前半に

比定される。須恵器の中には、時期が特定できるものとして 4地点 SAlか ら出土した郭身があるが、

それを陶邑窯跡群を中心とした編年と対比すると陶邑T K43式併行期である。

C-6地点 :SAを 2軒 と SHを 5個検出した。SAlは、北辺で S」 (灰 白色粘質土)を有している。併 5

地点で南辺と思われるものを確認 しているが、それを南辺とするとかなり東西の広い SAと なるため、

重複 している可能性が高い。SA2は南辺で、C7地点で西辺を確認 している。いずれも、検出面から

床面までの深さ 0.10mを沢1り 、主柱を検出することはできなかつた。

遺物は土師器を主体に須恵器等が出上している。土師器には甕・壺をはじめ鉢や坑等が含まれて

いる。共伴遺物の特徴から 7世紀に比定される。

C-7地点 :SAを 2軒検出した。SAlは、南辺と北辺を検出したが、その中央部に S」 (灰 白色粘質土)

があることから 2つの SAが重複していると思われる。検出面から床面までの深さ 0.10mを測る。

SA2は北辺のみで、検出面から床面までの深さ 0,04mを 測る。SJは遺存状態及び方向等から SAlの

ものと思われる。主柱を検出することはできなかつた。

遺物は土師器を主体に須恵器等が出土している。土師器には甕・壺をはじめ鉢や坑等が含まれて

いる。SAと は遺物の特徴から 7世紀後半に比定される。

針 8。 9地点 :検出面はアカホヤ火山灰層 (8地点)及び褐色土 (9地点)で、9地点からは検出面が

かなり深 くなり地表下 1.22mを測る。8地点の SAlは 、南辺のみであるがはつきりしない。その中

央部と思われるところに SPを検出した。掘方もしつかりしており、焼土も SPの周囲から検出した。

SA2は、東辺のみで 9地点まで延びている。検出面から床面までの深さはかなり浅く 0.10mを測る。

いずれからも主柱は検出することができなかった。遺物は、土師器を主体に須恵器等が出上してい

る。時期は 7世紀前半に比定される。

C-13～ 16地点

県営住宅東側の市道 301号から北に延びる里道で、地形的には平坦、標高 21.2m前後である。

調査の結果、SA l軒 と SH3基を検出した。

C-14地点 :検出面はアカホヤ火山灰層で、地表下 1.15mを測る。SHを検出したが、円形と長方形で、

円形は径 0,30m、 検出面からの深さ 0。 22m、 長方形は長軸 0.30m・ 短軸 0。 22m、 検出面からの深

さ 0,29mを測る。遺物は土師器 。須恵器等が出土しているが、いずれも包含層の一括である。
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C-16地点 :検出面はアカホヤ火山灰層で、地表下 1.05mを浪1る 。SAを検出したが、北辺のみで南辺

を確認することはできなかつた。検出面からの深さ 0.20mを測る。遺物は土師器等を出土したが、

量的に少なく、時期を特定するのは難 しい。

C-17～26地点 :市道 309号の法元簡易郵便局から北に延びる市道 304号で、地形的には平坦で、標

高 20.7m前後である。両サイ ドに水管が埋設されており苦慮した。

C-18。 19地点 :検 出面はアカホヤ火山灰層で、地表下 0.76mを測る。SAは北辺と南辺で、検出面か

らの深さ 0.04mを測る。一辺約 3.80mの方形プランと推定される。SEは 18地点から始まり 19地

点まで確認 した。幅 0.45m、 現存長 8.00mを測る。遺物は土師器・須恵器等が出土しているが、共

伴しておらず、時期は不明である。

併23地点 :SPが 出上したが、残念なことに SAのプランを検出することはできなかった。焼土を SP

の周囲ではなく、少 し離れた南側で確認 した。時期は 6世紀末に比定される。

C-27～ 32地点 :市道 305号の南側部分で、地形的には平坦で、標高 19,90m前後である。

調査の結果、アカホヤ火山灰層は遺存しておらず、遺構は検出することができなかった。遺物は、

一括として土師器・陶磁器等がわずかに出上している。

C-33～ 38地点 :市道 308号で、地形的には平坦である。調査の結果、アカホヤ火山灰層は遺存して

おらず、遺構は検出することができなかつた。遺物は、一括として土師器・須恵器等がわずかに出

土している。

C-39～ 42地点 :市道 305号の No10マ ンホール設置点から東に延びる私道で、地形的には平坦で、標

高 20.60m前後である。

C-42地点 :検出面はアカホヤ火山灰層で、地表下 0。 93mを沢1る 。円形 SCは径 0.60m、 検出面から

の深さ 0。 60m、 方形 SCは一辺 0。 90m、 検出面からの深さ 0.25mを測る。遺物は土師器 。須恵器が

出土しているが、共伴 しておらず、時期は不明である。

C-43・ 44地点 :調査の結果、アカホヤ火山灰層は遺存していなかったが、SEl条 と SHを検出した。

SElは底面に近い部分で、現存長約 9,Om、 深 さは 0.08mを沢1る 。SHは、すべて円形で、径 0.25～

0。 40m、 深さは 0.22～ 0.36mを測る。時期は不明である。

C-45～ 47地点 :周辺調査区からははつきりした遺構が確認できなかつたが、C-45地点においては SA

が 3軒検出された。SA2・ 3は切合つた状態で検出した。SAlは幅 3.8m、 深さ 0.4mの深い掘 り方であ

る。土師器・須恵器・石錘等が埋土の中から出土した。8世紀後半の須恵器坑や甑などの器種もあ

る。SAlの埋土からは、黒色土器や緑釉陶器の坑と皿破片も出土した。上層に遺物包含層があるた

め、即座に SAlに帰属するか不明で、時期を決めがたい。

第 6節 童子丸遺跡の調査

・調査区の概要

童子丸遺跡は、法元遺跡の北側に広がり、

今回、総延長 2798.2m、 総調査面積 2450.8

中間台地北側縁辺部に位置する。

ポを調査した。
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・遺構 と遺物

平成 16年度

1-1～ 5地点 :調査区からは SEや、不整形な SCを検出した。調査区内では最も広い路線であること

から、路盤も厚い。しかし、11～ 3地点においては過去に畑地として利用された履歴があり、耕作

土として盛土がなされていたことから、路盤の下に遺物包含層や、地山が残つていた。遺構として

は認識できなかったが、黒色土中にアカホヤ火山灰層や、褐色ロームの塊が混じる層があり、遺物

が多く包含されていた。土師器、須恵器、瓦、陶磁器等であり、広い面積で調査すると、遺構とし

て検出できる可能性がある。11地点に関しては、現地表面より lmを超えて掘削しても地山面に董
たらず、地形が落ちているか、何らかの遺構がかかつている可能性が高い。

1-4地点では路盤の下は礫層のみで旧地形は丘陵のように高まつていたらしく地形の起伏が激し

かつたものと考えられる。遺構、遺物は残つていなかった。

15地点のみ明確な遺構が検出できた。SEと 考えられ、調査区を横断していた。
1-6～ 10地点 :当 調査区では SAの可能性がある遺構を検出した。土師器破片や須恵器破片が出土し

た。他に SEを検出し、遺物は古墳時代後期～近世にかけて出土した。

1-6地点 :調査区隅に上師器高イをはじめとした破片を伴 うSZを検出した。検出面からの SZの深さ

は約 20cmで ある。

1-7地点■区では最も遺構が検出された地点で、調査区全体にわたり遺構、遺物がある。遺構を検

出した深 さは現地表面から約 lmで、sAが 2軒 と SE、 SHが調査区全面に検出できた。

SAlは 1-8地点に続き、6世紀後半段階に位置付けられる須恵器が出土する。SA2は調査区内に収

まり、約 5mの掘方になる。出土遺物から 7世紀前半に位置づけられる。

1-8地点 :7地点から続く SAlの掘方を検出し、掘方間は 6.5mを測る。遺構検出面は現地表面から

約 lmの深さで、アカホヤ火山灰層にあたる。路盤が厚く、約 0,7mも ある。

遺物は掘方の隅に固まつて出土し、7地点の遺物群に続く。出土した遺物の中には須恵器の短脚

高不がある。他は土師器の破片である。

1-9地点 :遺構は 2面あり、上層で SEを検出し、その下層でも性格ははつきりしない SZを検出した。

遺構検出面は現地表面から約 0.8mの深さと約 lmの深さに分かれ、下層はアカホヤ火山灰層の上面

になる。上層の遺構面の上には焼土と考えられる層が一面に堆積 していた。 他の地点と同じく路盤
が厚く敷設されているが、旧地表面が深いといつた特徴がある。

1-10地点 :こ の地点から、地形が急に変化 して、丘陵状に高まっていたと考えられ路盤の下は一部

地層が残つているだけで、ほとんどが礫層になる。そのため、遺構、遺物はなかった。

2-1～ 2地点 :こ の調査区間は、長徳寺と民家の間を抜ける細い市道 288号である。長徳寺の境内に

は、中世期に当地で活躍した伊東氏が残 した墓石である石塔 (伊東塔)が残つてお り、周辺に中世期

の遺物散布地があることから、遺構の所在が予想されたが、宅地造成時に旧地形が削平されており、

人の生活痕跡を残す文化層自体が残つていなかった。

2-3～ 9地点 :こ の調査区間は道路敷設時に削平を受けていた。過去周囲に SAが確認された畑があ

るが、そこから約 2m標高が低い。黒色土層、アカホヤ火山灰層は残存しておらず、褐色上、黄褐色

土の下は礫層である。出土遺物は、2-5、 7地点の SH、 2-8、 9地点において検出された SEに伴 う

程度で、他は包含層内からの出土であった。
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2-8・ 9地点 :8地点から 9地点にかけて SEが続いており、わずかに遺物が出土する。

SEは調査区内では納まらず、さらに南側にかけて伸びる。掘方は検出面から約 0.2mで ある。

2-9地点には SEに沿つて、埋上の異なる掘方があり、土師器破片が多く出土する。

埋土は黒色壮質土、掘方の深さは 0。 3m程で、調査区外に向かつて広がっており、何らかの遺構が

所在するものと考えられる。周辺住民の話によると付近に塚を祭つた祠があつたことから、消失し

た古墳の周溝などが可能性として考えられるが、今回の調査でははっきりしない。

2-10～ 13地点 :調査区は 16-21地点から北側に延長した箇所である。

前回の調査区と同じく現状は市道であり、水道管が敷設される際に、掘削を受けて大きく抗乱さ

れていたが、11、 12地点のみ水道管路が逸れて地層が残つていた。簡易的な舗装で、砕石がほとん

ど敷設されていなかったため、地層はよく残つており、基本層序は黒褐色土、黒色土、アカホヤ火

山灰層、黒褐色ローム層といつた堆積を示す。

213地点は、地形が宅地造成の際に削平されたか、もともと地形が下がる方向で変化 していたの

か不明であるが、21地 点と同じく、文化層は残っておらず、路盤の下はすぐに礫層となる。ここ
が地形変換地点となる。

2-■ 地点 :調査区内から水道管の埋設が逸れて、SE2条 と SH、 それに伴い須恵器、土師器の破片が

数点出土した。SEは幅 2.lm、 検出面より約 0。 38mの深さで、片側は三段の掘方になる。調査路線に

直交する形で検出された。黒褐色の硬質ローム層に掘 り込まれる。

2-12地点 :水道管理設時の撹乱があるが、地山との関係から SAと 考えられる掘方を検出した。

掘方はアカホヤ火山灰層上面で検出し、検出面から約 0。 19mの深さである。封応する立ち上がり

は約 5mで検出したことから一辺約 5mの掘方であると推定できる。検出面で約 1/2を水道管の掘方

で撹乱されているため部分的であるが、アカホヤ火山灰層の残 りと埋土を形成する黒色上の埋土状

況から、SAと 考えられる。掘方内からは、土師器の養破片と、須恵器破片が出上した。7世紀後半

に位置づけられる。

B-1～5地点 :市道 291号より北に入る袋小路で約 54mで ある。 1、 2地点では遺物包含層のみで遺構

はなかったが、3～ 5地点にかけては SE2条 と SAと 考えられる掘方を検出した。

B-3地点 :過去に畑地として利用されていたため、耕作上が旧地表の上に堆積 しており、いずれも現

地表面から約 0.5～ 0.7mで検出した。SEは幅約 0.45m、 1.25m、 検出面からの深さ約 0。 3mである。

SAと 考えられる遺構は 3～ 4地点にかけて切 りあつて所在するものと考えられ、3地点においては掘

方と考えられる落ちが検出されたがはつきりしたものではなかつた。

B-4地点 :遺構面が 2面検出できた。上面は近世の遺構面で、埋上の異なる遺構群があり、SDや SH

が検出できた。SHの 中にはしつかりした掘方もあり、SBを構成することも考えられる。

SDは長軸 1.5mで埋土から寛永通宝が出土し、近世の SDである。

その下層で検出した SAと 考えられる掘方は検出面より約 0.35mの 深さで掘 り込まれ、S」 と考え

られる焼土と粘土によるプランも検出した。

プランは不整円形で、約 1.2mである。だだ、S」 の位置は基本的に SAの端に沿つて作られるもの

であるため、遺構中の位置は中途半端な位置になるが、この掘方は 2軒の SAが きり合つて重複する

可能性が高いため、そのような位置に SJが検出されたと考えられる。

焼土と粘上の中からは土師器片が多く出土した。SHも あり、須恵器や土師器など、多くの遺物が
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遺構に伴い出土した。

3～ 4地点にかけて検出できた掘方間は 9～ 10mであるため 2軒の SAが切 り合っている可能性が高

い。土師器大型鉢、土師器深鉢、須恵器甕破片、イ身など多くの遺構に伴 う遺物が出土した。遺物

の残存状態も良く、土師器の特徴から6世紀末から 7世紀初頭頃の時期に比定できる。

B-5地点 :SBの柱穴と考えられる掘方と SAを検出した。検出した掘方は対応する肩が出なかつたが

SAの掘方であると考えられる。B-4地点と同じく、上層に近世期の遺構面があり、SAと 考えられ

る遺構に掘 り込む形できり合つていた。

下層の掘方と地山であるアカホヤ火山灰層の境には粘土と焼土がかたまって検出され、S」 と考え

られる。脇に所在するため、SAに伴 うものと考えてよい。土師器破片や須恵器の破片が出上した。

上層からは近世磁器破片が出土した。

SHは径 0.52m、 深 0.5m、 柱痕跡が明瞭で、抜き取 り後に明黄褐色の粘土を充填 している。周辺に

SBが所在 していると考えられる。

B-6～ 12地点 :簡易なアスファル ト舗装で、路盤は薄かった。

6地点では SEと SHを確認 した。SEの幅は約 1.15m、 土層図から深さは約 0.3mで ある。土師器や

須恵器片が出土した。7地点では等間隔に並ぶ SHを確認 した。SHはいずれも径約 0.6m、 検出面か

らの深さ約 0.2mを測る。SBを構成するものであろう。

8地点以降は、地形も変化 し、遺構は確認できなかつた。B ll、 12地点では遺構は確認できなか

ったが、B-1地点のちょうど北側にあたり、近世の遺物包含層が確認できた。磁器は破片で碗が主

である。肥前系の染付と、コンニャク印判文を施 した磁器が出上し、18世紀後半のものと考えられ、

B4地点で寛永通宝も出上したため、当時期の遺構面が所在 しているものと考えられる。
B-6地点 iSEを検出した。幅 1,Om、 検出面からの深さは約 0.3mを測る。

B-7地点 :現地表面から約 0.6mの深さで、SBを構成すると考えられる 3基並ぶ SHが検出できた。

径 0.6m、 深さ約 0.5mを測る。現状では 2間の建物になると考えられるが、全体像は分からない。

卜 13～ 15地点 :市道 288号から東に入 り込む袋小路である。3箇所に分けて調査を行い、現地表面

から約 0.8mで検出面に至る。 SH、 SEを検出した。SElは幅 0。 25m、 深さ 0.34mを測る。

卜 16～ 18地点 :16・ 17地点は双方とも宅地造成時や道路舗装時に旧地形が削平されており、地層、

遺構は残存していなかった。

路盤をはぐと黒褐色土が薄く残 り、黄褐色土をはさんで、礫層に到る。礫層までは約 70cmを測る。

18地点はかろうじて地層は残つていたが、後世の削平により、遺構は残つていなかった。

平成 17年度

1-1～2地点 :遺構はなく、上層に一部遺物包含層が堆積していた。その下は礫層の地山になる。遺

物包含層からは陶磁器破片が出土した。18世紀後半以降国内に大量流通した肥前系の染付椀であるど

1-3地点 :基本層序は路盤の下に客土と厚い黒色泥層が堆積していた。旧河道もしくは河道沿いの湿

地帯であつたと考えられる。日立った遺構はなかつた。

1-15～ 16地点 :こ の調査区は路盤下ですぐに礫層にあたり、遺構。遺物はなかった。

1-17～ 20地点 :市道 278号上にあたり、幅員が狭い。20地点までは削平が著しく遺構などは確認で

きなかった。上層は削平されており、路盤下は地山である明黄橙色の層と礫層が堆積していた。
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卜21～ 23地点 :21地点において、SAと 考えられる遺構が検出された。一辺 3.2m、 深さ 0.lmを測る。

削平が著しく、遺存状況は悪い。22地点からは SEと 考えられる掘方が検出されたが、削平で浅く、

全体がかかつておらず不明確である。その続きが 24地点まで及ぶ。

1-24～ 25地点 :24地点では、22地点から続く SEの続きが検出できた。その SEの下に SAと 考えら

れる掘方を検出した。深さは約 0。 3mを測る。SEは比較的新しいものである。

その他に SCと SZを検出した。出土遺物は土師器片、須恵器片、陶磁器片を検出した。

2-1～ 3地点 :1地点で近世の SEを検出した。2地点からは路盤を剥ぐとすぐに礫層にあたり、地層

は削平されており遺構、遺物はなかった。

2-4～ ■ 地点 :5・ 6地点で、端部間を 10.9m測 る掘方を検出したが性格は不明である。SAが切 りあつ

たものか。深さ約 0。 2mを測る。

8。 10。 11地点では切 り合 うSAを明確なもので、少なくとも 5軒確認 した。

8地点では新しい時期の溝に切 られた SAら しき掘方を検出した。幅 3,9m、 深さ約 0。 15mを測る。

須恵器破片が出上した。9地点では SBを構成すると考えられる SHを検出した。一組は方形の掘方

で、一辺 0。 45m、 深さ約 0,4mを測る。建物の主軸がほぼ磁北を向くと考えられる。

もう一組は円形の掘方で径 0.3m、 深さ約 0。 4mを測る。10地点では、12地点では SEを検出した。

地層も比較的良好に残つており、調査区内でも最も多く遺構が検出できた箇所である。

10地点と 11地点で検出した SAは隅丸方形の平面形で SAl・ 2が約 5× 5m、 SA3が 3× 3mを測 り、

深さを上層で確認すると0.45m～ 0.6mで ある。SAlは 10～ 11地点にかかって検出され 11地点

で S」 が確認された。SA3が SA2を切る形で掘 り込まれていた。H地点ではもう一軒 SA(17-2-1lSA2)
が検出され、掘方間 5.8mを測 り、深さ約 0。 3mである。中央に SPが検出できた。

SPに使用されている土師器から 7世紀代の SAと 考えられる。

2-12～ 16地点 :16210地点からの延長にあたる。12地点と 16地点で SEを検出したがそれ以外の

地点では地形が削平されており、路盤下はすぐに礫層にあたる。遺物もほとんど出土しない。

歩17地点 :市道 286号上で天理教教会横の細い路線である。地形が削平されており、路盤下は礫層

であった。そのため、遺構・遺物は出上しなかった。

2-18～ 26地点 :遺構が検出され始めるのは 19地点からで、20地点にかけて SH群が検出された。

付近に 2棟は SBが建つ可能性がある。21～ 22地点では、SHと SZが確認された。

23地点では SAと 考えられる掘方を検出した。複数が重複すると考えられ、深さは約 0.2mである。

24地点では幅 3m、 深さ 0。 7mを測る大型の SEを検出した。性格は不明であるが、今後、周辺遺構

との関係を意識する必要があろう。

25～26地点にかけては削平が著しく遺構・遺物はなかつた。

2-27～ 34地点 :市道 278号 と 275号の合流した地点から北の道路部分で、東側には童子丸神社及び

童子丸地区学習等共用施設が所在 している。地形的には調査始点の 27地点が上 り傾斜で、29地点

から平坦となっている。標高は 26.80m前後である。

調査の結果、一部分を除きアカホヤ火山灰層は遺存しておらず、遺構も SHを わずかに検出したの

みである。遺物は、量的には少なく 30地点から縄文土器・土師器を出上した。

2-29・ 30地点 :検出面はアカホヤ火山灰層であるが、一部分しか遺存 していない。地表下 0。 57mを

測る。SH5基を検出したが、いずれも円形で、径 0,40～ 0.65m、 検出面からの深さ0.20～ 0。 39mを
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測る。遺物が出土していないため、時期は不明である。

2-34地点 :検出面はにぶい黄橙色上で、地表下 0,76mを測る。SH2基 を検出したが、いずれも円形

で、径 0,30～ 0.40m、 検出面からの深さ0.20～ 0.26mを測る。遺物が出上していないため、時期は

不明である。

2-35地点 :35地点では検出面において幅 lmを測る SEを検出した。埋土内からは土師器・須恵器等

が出上し、掘方からもしつかりした SEである。さらに北西側に向かつて伸びており、埋上の質から

水路等ではなく、土地区画などを意図し掘削されたものの可能性が高い。

周辺に所在する遺構に注意が必要である。埋土も黒色～黒褐色を呈し、基本層序には残っていな

い土であることから、おそらく削平されたであろう上層にあつた古い上である可能性が高い。

出土遺物は須恵器碗の特徴から9世紀後半～10世紀前半、他に 13世紀以降の上師器皿がある。

2-36地点 :市道 291号から北に入る市道 283号の入 り口にあたる。水道管の敷設や削平で路盤の下

から礫層がすぐに現れる。そのため遺構・遺物はなかった。

A-1～ 3、 8～9地点 :1地点で SEを検出したがしつかりした掘方でなく、はつきりしない。

2～ 3、 8～ 9地点は道路敷設時に土地が削平されており、地層が残つていなかった。路盤下は礫層に

なる。そのため、遺構や遺物はなかつた。

A-6～7地点 :6地点は水道管敷設による撹乱を受けていた。そのため、遺構は確認できなかった。7

地点で撹乱を受けるが、SAと 考えられる遺構を検出した。S」 と考えられる粘土と焼上の混じるプラ

ンが検出できた。南側を側溝で切 られ端部ははつきりしない。深さ約 0.3mの掘方で貼床が施されて

いた。埋土中から土師器破片を多く検出した。

平成 18年度

2-1～ 4地点 :調査区の中でも遺構が集中する。

21地点では平安時代の SEと SHを検出した。SEの掘方内からは土師器破片が出土した。
2-2地点では方形の SHを検出し、径 0,7m、 掘方の深さ約 0.85mを測る。他にも多くの SHを検出

した。この付近に SBが所在する可能性がある。

23地点では、SEと SZ、 SH群、SAの可能性がある掘方を検出した。
24地点においては SHと SZを検出した。いずれも遺構検出面は現地表面から約 0.4mの深さで検

出してお リアカホヤ火山灰層は残つていない。出土遺物は少ない。

2-5～ 8地点 :5～ 8地点にかけて地形が上がり、急に遺構密度が減る。検出面は現地表面から 0。 2～

0.3mの深さになり、ほとんど遺構が検出されない。肖J平 されたものか。

2-9～ 12地点 :地形が傾斜 しながら、削平を受けていても遺構密度が高くなる。

2-9地点になり、SEが検出された。幅 1.2m、 深さ 0,3mを測る。

210地点では SCや SZが検出された。SAと 考えられる掘方もある。深さは浅く、検出面より 0.1

～0。 2mである。

2-11地点では、SHと SZを検出した。

212地点では SZと SAと 考えられる掘方を検出した。SCも あり、密度が高い。周辺に遺構が広が

る可能性がある。

A-1地点 :1地点では SEが検出された。北側から東に向かうもので、幅 1.6m、 深さ 0.6mの しっかり
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した掘方である。台地端部に向かうもので、周辺の遺構との関係など注意したい。

埋土中から陶磁器破片が出土した。

A-2～3地点 :2地点では地形が削平されており、遺構はなかった。3地点では 17年度の調査で SA

など多くの遺構を検出した市道 283号 との交差地点で、SAの可能性がある掘方を検出した。二次加

熱を受けた甕が出上した。深さは約 0。 3mである。

A-4～6地点 :市道 280号で削平により、遺構は残つていない。約 80mの延長である。6地点の終点

で市道 279号に交差する地点では地山が確認できる。

A-7～■ 地点 :市道 279号で、A-6地点から左折した約 73mで ある。A-7地点で SAと 考えられる遺構

を検出した。遺構面が深く、現地表面から約 lmの地点で検出できる。掘方は深さ約 0,lmと 浅い。

A8～ 9地点にかけては SZと SAの 可能性がある掘方を確認 した。SAと 考えられる掘方の深さは約

0.3mで、土器破片などを出土する。

A-10地点では SEを検出した。幅約 0.8m、 深さ約 0.2mで ある。

A-12地点 :A-6地点との交差点から右折し、北に向かう。 12地点は SAの可能性のある焼土と土師

器を含む掘方をはじめ、埋土に須恵器が混入する柱穴と考えられる SH群、SEな どを検出し、遺構

密度が高くなる。遺構は現地表面から約 0.8mで検出できる。特に SH5か らは 8世紀前半の須恵器碗

蓋が出土した。径約 0.4m、 深さ約 0.5mを測る。

SAに伴 う土師器は、7世紀代に位置づけられるものであろう。

A-13～ 14地点 :SH群や SEが確認でき、遺構検出面の深さも約 0.8mで ある。

A-16～ 19地点■6地点で幅 2.3m、 深さ約 0.6mの SEと 考えられる掘方と SZを検出してから以降の

調査地点では、遺構を検出できるのは現地表面から約 1～ 1.2mと なり、地形が下がる。遺物は須恵

器破片や土師器破片を中心に多く出土するが、遺構の性格はつかみにくい。

A-18～ 19地点 :SZや SH群を検出できる。遺構の性格を特定することはできなかった。

A-20～ 22地点 ISH群 の中に SBの可能性のある遺構や SAの 可能性がある掘方を検出することができ

遺構密度は高い。

A-23～ 24地点 :路線に沿つて SEが検出された。幅約 1.2m、 深さ約 0.2mを はかり2調査地点に亘っ

て検出された。

A-25～ 27地点:SZと 、SH群が検出できる。遺構検出面は現地表面から約 1.2mを測る。

肝28～ 29地点:SZと 径約 0.9m、 深さ約 0。 lmの SDが並ぶ。性格は不明であるが、近世 SDの掘方か。

そのほか SEと 考えられる掘方と SHが検出された。

A-30～ 32地点 :29地点から右折し、東に向かつて急に地形が上がり、遺構検出面は現地表面から約

0.4mで ある。遺構は SCや SH、 SEが検出されたが、密度は低い。

西都原台地中段域縁辺に向かつて地形が高くなっていることが確認できた。

A-33～ 34地点 i SZと 東側に向かい落ちる SEと 考えられる掘方が検出できた。34地点から 33地点

で約 0.8mも掘方底面が台地端部に向かい低くなつている。排水機能を果たした SEの可能性がある。

A-35～ 36地点 :)F常 に狭い調査地点である。SEと 考えられる掘方と SHを検出した。

A-30～ 32地点と同じく、遺構検出面の深さから、東側の台地端部に向かつて地形が上がっている

ことが確認された。35地点の調査始点と 36地点の調査終点では現地表面から地山である遺構検出

面までの深さが約 0.5m高 くなる。
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F-1～ 7地点 :地形は、南から北へのわずかな下り傾斜で、最終の 8地点では急傾斜となっている。

F-2地点 :SH4基 を検出した。いずれも円形で、径 0.20～ 0.45m、 検出面からの深さ0.25～ 0.47m

を測る。遺物は、磁器が出土している。

F-5地点 :SH2基 を検出した。いずれも円形で、径 0。 30m前後で、検出面からの深さ0.13～ 0.17m

を測る。遺物は、土師器が出土している。

F-6地点 :SCl基を検出した。プランは精円形と思われるが、1/2以上が調査地点外である。現存長

約 1.5m、 検出面からの深さ 0.23mを測る。遺物は出土していない。

F-8～ ■ 地点 :7地点から北東に延びた袋小路で、地形的には、上り傾斜から平坦になっている。平

坦部の標高は約 29,9mである。

F-9地点 :SC2基 と SH2基を検出した。SClは、いずれも不整形で、プランがはっきりしない。SH

は、いずれも円形、径 0,45m前後で、掘 り方の深さ 0。 23～ 0.27mを測る。遺物は出土していない。

F-10地点 :ア カホヤ火山灰層が遺存しており、この面で SH・ SC・ SE、 アカホヤ火山灰下層から焼

礫を検出した。焼礫は幾つかの箇所に集中しており、周辺には SIが遺存している可能性が高い。時

期は縄文時代早期のものである。共伴 して遺物は出土していない。SEは現存長 9。 3m、 幅約 1.10m、

深さ 0.42mを測り、SE内 より土師器・製塩土器等が出土した。柱穴はすべて円形である。SC lは 、

はつきりしないが方形プランと思われる。いずれも共伴遺物に乏しく時期は不明である。

F-12～ 19地点 :地形は全体的に平坦である。標高約 28.4mである。

F-12地点 :SC2基 と SH4基を検出した。SCはいずれも精円形プランで、検出面からの深さ 0。 13～

0,33mを 測る。SHはずれも円形で、径 0.20～ 0.35mで、検出面からの深さ 0。 22～ 0.42mを測る。

遺物は、縄文土器・土師器が出土している。

F-14地点 :SEl条 と SHl基 を検出した。SElは道路に沿つて南東に延びている。規模的には、幅約

0.50m・ 検出面からの深さ 0,13mを測る。この SElは、幅や深さに変化があるが、本工区の終点で

ある 19地点までは確認できた。SClは円形で、径 0.25m、 検出面からの深さ 0。 21mを測る。遺物

は、縄文土器・土師器・凹面格子目叩きの古瓦等が出土している。

F-15・ 16地点 i SElの他に、SCl基・SZl基 。SH5基等を検出した。SClは楕円形で、長軸不明・短

軸 0,70m、 検出面からの深さ0,37mを測る。SClは、いずれも円形で、径 0。 30～0,90m、 検出面か

らの深さ0,17～ 0.40mを測る。遺物は SZlか ら土錘 。石錘、SHか ら縄文土器・土師器、調査地点一

括として縄文土器・土師器・須恵器・打製石斧等が出土している。

F-17地点 :SElの 他に、SHl基を検出した。SHは円形で、径 0.60m、 検出面からの深さ 0。 18mを

測る。遺物は、弥生土器・土師器・土錘等が出土している。

F-18地点 :SElの他に、SC2基 。SH5基等を検出した。SCはいずれも円形で、SClは、径 0。 80m、

検出面からの深さ 0,65mを測る。SC2は、径 0.85m、 検出面からの深さ 0.59mを測る。SHはいず

れも円形で、径 0.20～ 0.60m、 検出面からの深さ 0。 14～ 0.55mを測る。遺物は出土していない。

F-19地点 :SElの他に、SH3基等を検出した。SHは、いずれも円形で、径 0。 25～ 0.60m、 検出面か

らの深さ0.11～ 0.35mを測る。遺物は出土していない。

平成 19年度

C-4地点:後世の撹乱により、遺構・遺物は確認されなかった。
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C-9～ 12地点 :9地点は盛土による造成地で遺構 。遺物はない。

10～ 12地点は地山が良好に残つていた。現地表面から約 0.3～ 0.4mで アカホヤ火山灰層に至る。

アカホヤ火山灰層は薄く堆積し、SH群を検出した。一部、埋土中から土器片が出土する。

第 7節 石貫遺跡の調査

。調査 区の概要

石貫遺跡は、堂ヶ嶋遺跡の北側、童子丸遺跡の西側に位置する。

今回、総延長 1321.2m、 総調査面積 1211.2♂ を調査 した。

・遺構 と遺物 (Fig43～ 48)

平成 17年度

1-3～6地点 :基本層序は路盤の下に客土と厚い黒色泥層が堆積 していた。旧河道もしくは河道沿い

の湿地帯であつたと考えられる。 目立った遺構はなかった。

1-7～8地点 :こ の地点から地山が検出されはじめた。幅 2.lm、 深さ 0。 12mの SEが検出された。一

部境乱を受けるが、埋土から須恵器破片などが出土した。

1-9～ 12地点 :9地点からは SH、 10～ H地点にかけて SEを確認 した。幅 1.4m、 深さ 0.57mを測 り、
埋土内から土師器片や須恵器片が出上した。

1-13地点 :検出面はアカホヤ火山灰層で、地表下 0。 41mを測る。SEl条を検出した。SElは、東西

に延びるもので、幅 0.66m、 現存長約 4.60m、 検出面からの深さ 0.22mを測る。遺物は、土師器・

須恵器・陶磁器等が出土しているが、時期は不明である。

1-14地点 :検出面は褐色上で、地表下 1.00mを測る。短辺側面と底面に配石が施された SC l基を検

出した。SClは、全体の 1/3程度の検出であり、長辺 (北辺)1.50m・ 短辺 (東辺)現存長 0,60m、

検出面から底面までの深さ 0。 42～ 0。 47mを測る。短辺側面には 20cm前後、底面には 25cm前後の平

たい石が配されている。また、掘削の際、底面に近いところから炭化物を検出したが、土層で確認

したところ、炭化物の層が幅 0.80m・ 厚さ 0.05mで確認できた。

これまでに検出例のないもので、炭化物の層が確認 したことによる火葬との関連性等を考えるう

えでは注目される資料である。遺物は、土師器・須恵器が出土している。

l一C地点 :検出面はアカホヤ火山灰層で、地表下 O.44mを 測る。SAl軒 と SH3基を検出した。SAlは

西辺で検出面から床面までの深さ 0.22mを測る。主柱は検出することができなかった。SHはすべて

円形で、径 0.50m前後・深さ0,27～ 0.37mを測る。遺物は、土師器・須恵器が出上しているが、遺

構に伴っていない時期は不明である。              D
l―D地点 :検出面はアカホヤ火山灰層で、地表下 O.50mを 測る。SA2軒 。SCl基・SH3基を検出した。

SAlは東辺と西辺で、その間約 4.20mを測る。中央西辺よりに焼上が確認できる。土師器・須恵器

等が出土しており、特徴から 7世紀のものと推定される。SCは円形で、SAの西辺と重複 している。

径 1.25m・ 検出面からの深さ 0。 49mを測る。共伴遺物は、土師器・須恵器が出土してお り、時期は

7世紀に比定される。SHはすべて円形で、径 0.30～ 0.45m・ 検出面からの深さ 0。 24～ 0。 77mを測る。
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1-E地点 :検出面はアカホヤ火山灰層で、地表下 0,63mを測る。SAを 2軒 。SHを 4基検出した。

SAlは、北辺と東辺 (北東隅部分)で、北辺の中央部分と思われるところに S」 をもつ。SJは押し潰

された状態で、検出範囲は東西 0。 76m× 南北 0.50m・ 高さ 0.22mを測る。灰白色粘質土 (S」 本体 )

で造られ、底面はかなり火を受け赤褐色に変色して、その底面と灰白色粘質上に挟まれ炭化物と焼

土を多量に含む層を確認できる。

SA2も SAl同様北辺と東辺 (北東隅部分)の検出であるが、東辺は SA2と 重複 している。前後関

係では SA2の S」 部分が切られてないので、SA2の ほうが時期は新 しいものと思われる。

なお、東側には、1-D地点 SA2の北辺を確認 したが、そのほとんどは D区に位置している。検出

面からの深さ 0。 12mを測る。

遺物は、土師器・須恵器等が出土し、その特徴から時期は 7世紀に比定される。SHはすべて円形

で、径 0。 3m前後、深さは 0。 18～ 0。 26mを測る。時期は不明である。

1-G～ I地点 :検出面はアカホヤ火山灰層で、地表下 1,04mを測る。G地点から H地点にかけて SEl

条を検出した。SElは東西に延びたもので、幅不明 。現存長 28.5m、 検出面からの深さ 0.21mを測

る。遺物は、土師器 。須恵器・陶磁器が出土している。

卜」・K地点 :検出面はアカホヤ火山灰層で、地表下 1.02mを測る。Jか らK地点にかけて SE l条 を

検出した。幅約 2.40m・ 検出面からの深さ 0.22mを測る。遺物は、土師器・須恵器・陶磁器等が出

上した。

1-N～P地点 :N～ P地点からは遺構は検出できなかったが、N地点からは検出面が急に落ち込み、泥

炭層となり水が湧き出てくることから、旧河道であったと思われる。遺物は、土師器・陶磁器等が

出上している。

平成 18年度

1-1～2地点 :SEを検出した。 1地点において SZを確認 したが、はつきりした掘方は分からなかっ

た。時期は近世にあたるものである。

1-3～4地点 :3～ 4地点では性格は不明だが、南側への地形の落ちを確認 した。

出土遺物も複数の時期が含まれており遺構の性格はわからない。

1-5～6地点 :5地点は現代の撹乱である SEと 、SCを検出した。6地点からアカホヤ火山灰層が良好

に残 り、遺構密度も上がる。この地点では非常に深い掘方の SCを検出した。調査範囲外にかけてか

かっていたことから全体像は不明であるが SDか。

1-7～ 15地点 :7地点から 13地点までは特に遺構が集中する。石貫神社の裏側をまわる路線である。

鍵層であるアカホヤ火山灰層が特に多く検出された SH群の中には、遺物を含むものや、しっかりし

た掘方で等間隔に並び SBを構成すると考えられるものもある。SEも検出され、埋土中から遺物を

出土するものが多い。

1-7地点 i SHと SEが検出された。SEは幅 1.8m、 深さ 0.6mの しつかりしたもので、9世紀後半～10

世紀の遺物が出土する。

1-8地点 :SBを構成すると考えられる SH群が確認された。広い範囲で調査を行えば、SBを認定で

きる可能性が高い。

1-9地点 :平安時代の SE2条 と SHが確認された。SElは狭く、はつきりしないが、SE2は幅 2.4m、
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深さ 0.4mの しっかりした掘方である。近世の遺物も出土する。

卜10地点 i SH群が確認 された。現地表下約 0,8m～ 0。 9mで良好にアカホヤ火山灰層が残る。

1-11地点 :SElか ら、9世紀後半～10世紀の上師器坑や不などが出土した。幅は検出面において約

0,7mで深さは 0.3mを測る。削平されたことを考慮するとしつかりした SEである。

1-12地点 :SH群 と SAと 考えられる遺構を検出した。排水管がちょうど遺構の上を横切つて敷設さ

れており、その撹乱で性格な規模は分からない。幅の広い SEの可能性もある。

1-13地点 :SE2条 と SH群を検出した。SElは狭く、しっかりした掘方でないが、SE2は幅 1,Om深 さ

0.4mを沢1る ものである。

遺物は平安時代～近世に至るまで土師器・須恵器・陶磁器・石器等が出上している。

1-16・ 17地点 :「石貫神社」の鳥居の南西、市道 291号と 274号が合流する地点である。 16地点か

ら SA2軒、17地点からその SAの北辺部分を検出した。復元すると方形プランで、S」 を有するタイ

プのものであるが、2軒が重複 していると思われ、不明な点が多い。検出面はアカホヤ火山灰層で、

検出面からの深さ 0。 13mを測るが、かなり浅く、西側でははつきりしない。遺物は SAか ら土師器

甕等が出上した。時期的には 7世紀前半頃のもと推定される。

1-18～ 22地点■7地点から北に延びる市道 274号で、アカホヤ火山灰層は 22地点部分で確認でき

る程度で、全体的な検出面は暗褐色及び褐色ローム層である。

1-18地点 :SHll基 を検出した。いずれも円形で、径 0。 3～ 0.7m、 検出面からの深さ0.08～ 0.40m

を測る。遺物は出上していない。

卜21地点 :SEl条 を検出した。SEは、現存長 3.20m、 幅 0,40m、 検出面からの深さ 0。 26mを測る。

遺物は SEと SHか ら土師器等が出上している。

B-1～3地点 :現道路敷設に伴い削平を受けており、遺構が残る層は存在 しない。

数箇所で土層図を作成 した。3地点に至ると地形も比較的よく残つている。

B-4～5地点 :A-6地点から西へ上る坂である。調査区の中央に排水管と水道管が敷設されており、

地形も削平を受けており、路盤を剥ぐとすぐに地山に至る。SHと SZが検出されたことから周辺に

は遺構が存在する可能性が高い。

また、地形は高くなつており、削平は受けていても文化層を残 していることが分かつた。

B-6地点 :1区で調査した市道 274号から民家へ入る袋小路である。延長約 15mで、SEと SZ、 SC、

SHを検出した。SEは、近世の遺構である。

B-7～8地点 :こ の調査区も市道 274号から西都原台地に向かい入 り込む袋小路で、奥に水路が流れ

ている。そのため、7地点は湿地であったと考えられ、下層には黒色泥層が堆積 し湧水する。

8地点にかけて次第に地形が上がり、アカホヤ火山灰層が残存する。上層に過去水田として使用

されていた面があり、その下に遺構面が検出できる。SH群 と SEが検出できた。

B-9～ 12地点 :石貫神社の参道に続く道路である。現地表面から約 lmでアヵホヤ火山灰層に至る。

9～ H地点では良好にアカホヤ火山灰層が残 り、SH群が検出できた。10地点で SAの掘方かと思
われる遺構を検出したが、掘削は浅く、性格は判断しかねる。

12地点では地山は残つておらず、黒色泥層が深く堆積 しており、湿地であったものだろう。

B-13～ 15地点 :市道 280号から 282号に亘る調査区で、B区の中でも最も遺構密度が高い。

13～ 14地点では遺構検出面は浅く、現地表面から約 0.4mで ある。柱穴を含むと考えられる SH群
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と SC、 SEを確認 した。撹乱も多く、遺構の性格は特定できない。

15地点では SH群 と SZを検出した。SZは幅 5。 6m、 深さ 0.68mを 測るしつかりしたもので、掘方

は、緩やかに傾斜をもつて立ち上がる。

B-16・ 17地点 :遺構検出面が深くなり、現地表面から約 0,7mで ある。遺構密度も高く、SH、 SEが

検出された。時期は複数にわたるものと考えられ、SEと 判断した掘方は中世から近世のものである。

幅は不明で、深さ0.2～ 0.3mを測る。

B-18～ 19地点 :SEが検出された。検出面において幅約 0.6m、 深さ 0.2mを測 り、蛇行 しながら 19地

点で調査地点から逸れる。現道の路盤を剥ぐとすぐに検出面に至ることから、かなり削平を受けて

おり、検出された遺構もかなり下部を検出しているものと考えられる。19地点では SEに切られる

形で SCを検出している。SEか らは須恵器破片などがわずかに出土した。

B-20地点 :検出時に路盤を剥ぐ際、路盤直下に土器が出土した。おそらくなんらかの遺構を道路敷

設時に削平しているのであろうが、壁でも掘方の確認は難 しかつた。出土した土器は弥生土器で弥

生時代後期前半にあたる。そのほか、SH群 と SCを検出した。

B-21地点 :SH群 と SC群が検出されたが、時期はそれぞれ異なる。出土遺物から弥生時代。奈良時代・

平安時代と考えられる。

B-22～ 23地点 :)F常 に遺構密度が高い。SH群 と SC、 SE、 SAな どが検出された。22地点から 23地点

にかけて検出された掘方は SAと 推測され、貼 り床が施される。幅約 4m、 深さ 0.2mを測る。弥生時

代後期前半にあたる。SEや SHには平安時代のものがあるが、その中に弥生時代の遺構が検出され

た点は注目できる。遺構検出面は浅く、現地表から約 0.2mで ある。つまり、路盤を剥ぐと遺構検出

面にいたるという層堆積である。

B-24～ 28地点 :遺構検出面は現地表面から約 0,7mで、SEを検出した。幅はやや変化 し、約 0.6～ lm、

深さ約 0。 2mである。25地点から続いて検出されている。出土遺物は近世の陶磁器が出土した。

平成 19年度

C-1・ 2・ 3、 5～ 8地点 :石貫神社の裏に廻る市道 281号で、地山はアカホヤ火山灰層が比較的良好に残

る。現地表面から約 0.4mで検出した。

1地点と 2地点では大型の SCが 4基検出された。径 1.4m・ 検出面から深さ約 0.9mを測る。ほと

んど遺物を出上しないので性格は分からないが、柱穴とは考えにくいことから、後世の撹乱 (植樹

等)の掘方である可能性をもつので、周辺地に大規模な調査が及ぶ場合は注意が必要である。

5～ 8地点は遺構密度が高い。SAと 考えられる掘方を 3軒検出した。6地点の SAは幅 4,6mで 、深

さ 0.4mの掘方である。

7地点で検出した SAは 1辺 6.5mを測 り、SPを もつ。

8地点の SAは、SEに切られ、幅 3.lm、 深さ 0.4mを測る。時期は、7世紀に位置づけられる。

また、SEも 3条検出しており、土師器や須恵器の破片が出土する。5地点と 6地点で検出した SE

は、幅 1.5m。 検出面からの深さ0.5～ 0.6mの もので、東西方向に横切る。

また、後世の撹乱も著しく、調査区間に渡 り、側溝の掘方と考えられる溝が延びる。
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第Ⅳ章 総 括

1.堂ヶ嶋遺跡

平成 16年度に調査した 5区は地形が旧河道に沿 う後背湿地で、舗装路盤が約 50cm～ 70cmと 厚く

敷設されており、その下層には、黒色の泥質層が堆積 し、遺構は確認できなかつた。

1651地点にのみ地山が残 り、2地点において湿地との境が確認できた。そこから 165-14地点

まで黒色泥質の層が堆積 しており、現在の逢初川の中心に約 100m以上に渡つて湿地帯が広がってい

たと考えられる。

16515地点から地形が上がり、地山も確認できるが、道路建設時の削平で遺構は SEが確認され

た程度である。地形が上りきつた地点には、西都原 260号墳が所在するが、周溝などは確認されな

かつた。

遺構は確認できなかつたが、黒色泥層からは土師器、陶磁器等の破片が出土している。

周辺には古墳時代後期～奈良・平安期の SAや 日向国府跡も近く、生活域として評価されているため、

当時の廃棄場として考えることができる。

1741～ 10地点は、16-5区から北西に位置し、同じく旧河道を横断する。遺構等は確認できない。

17B3～ 5地点では SAを検出しており、3地点では 8世紀、4地点では 6世紀末、5地点では 7

世紀後半の遺物が出土する。6世紀後半～8世紀にかけて集落が存在する可能性が高い。

特に、また、17B6・ 7地点から検出した周溝状の遺構は注目される。土層断面の観察から南側に

構築物があつた可能性が高く、当初、SOと 判断していたが、18年度に南側に調査を延長した際、対

応する周溝は確認されなかつた。加えて、溝埋土からの出土遺物は、小片が多く、時期も特定でき

ず、古墳時代の遺物だけでないことから、遺構の性格は判断できない。周溝が全周しないタイプの

円墳の可能性もあるため、今後周辺で調査が行われる際は注意が必要である。

17-B22地点では、明確ではないが、SAと 考えられる掘方から古墳時代前期の上器群が出土した。

複合口縁壷と考えられる破片や高杯の脚部、小型丸底壷など、前期古墳に供献される祭祀用の器種

が出上し、注目される。場所は、酒元遺跡との境であり、昭和 63年度に酒元遺跡が発掘調査された

際、5世紀の高不が出土する SAが調査されているためく。、当該期の集落が広がっているものと推測

でき、出土土器が祭祀的様相を持つ点が注目される。

酒元遺跡から堂ヶ鳴遺跡南部に古墳時代前期～中期の集落が形成され、堂ヶ嶋遺跡北部から法元

遺跡や石貫遺跡、童子丸遺跡の広範囲にわたり、6世紀以降の集落が広がつていることが、現在の

状況から推測できるだろう。

隣接して検出した掘方や 17-B-25地点では 9世紀後半から 10世紀前半、17-B-26地点では 7世紀

後半と考えられる SAが検出できたので、複数の時期で集落として利用されたことが推測される。

堂ヶ嶋遺跡は西都原古墳群堂ヶ嶋支群が所在することから、平成 12～ 13年度に調査された堂ヶ嶋

第二遺跡で発見されたような、地下式横穴墓群や消失円墳が発見される可能性があつたが、18324

～26地点にかけて消失円墳の周溝を確認 した。復元すると墳丘径 12.50m、 周溝を含めると約 16,70

mの 円墳となる。S01は、幅 2.20m、 深さ 0。 49mを 測る。

周溝内から古墳に伴 うと考えられる遺物は出土しなかつたが、平成 13年度に行われた確認調査で、

同遺構の西側が調査された際、出土した土師器から6世紀末～7世紀初頭に位置づけられる。
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古墳の周溝と考えられる遺構は、19A37地点で確認された掘方である。調査地点の横には西都原

古墳群 245号墳が所在 し、古墳に向かつて弧を描くような掘方であることから、周溝の端部と把握

している。埋土からは模倣杯蓋の破片が出上しており、6世紀後半の特徴を示す。

工事が西都原古墳群 256号墳の周溝に係る可能性があるため、本来調査の対象ではない掘削幅

60cmの工事区域に調査を行つたのが 18-C-1～ 6地点である。

掘削幅が 60cm未満のためほとんど調査にはならなかったが、1地点では、黒色上の遺物包含層が

確認され、その中から古代の貿易陶磁である長沙窯黄釉褐彩の水注胴部破片が出上した。人物を賠

花文で表現している。共伴する土師器破片も 9世紀後半のものであることから、平安期の遺物包含

層である可能性が高い。この事例を含め、長沙窯陶奏の破片は県内で 4例確認されており②、いず

れも平安期の官衛等公的性格をもつた遺跡で出上しており、本調査地点も稚児ヶ池を挟んで日向国

府跡と向かい合 う立地で、19 A l地点でも平安時代の遺構が確認されていることなどから、同時期

の官衛関連施設が周辺に所在する可能性がある。

18-C-2地点で地山が立ち上がるのが確認されたことで、Cl地点にかけてなんらかの遺構が存在

する。SEか、256号墳の周溝である可能性もあろう。ただし、古墳時代の遺物は出土していない。

18E2～ 4地点では、時期不明の SEl条 と平安時代の SE2条 と近世の SD3基を検出した。地形がす

でにかなり削平されていたことから掘方の深さは全体的に浅い。SEは南北に向き、土師器椀の破片

や瓦の破片も埋土中に含まれ 9世紀末のものと推測される。

E4地点の北にあたる 17B6地点で、古墳の周溝と考えられる遺構が検出されていたことから、
それに対応する周溝がこの調査区で検出されると予想されたが、大型の SEはない。

可能性 としては E-2地点で検出された SElに なるが、幅や掘方が小さく、昨年度調査で確認 され

た溝と対応 しない。肖J平を考慮 し、この溝を前年度調査の周溝状の遺構 と対応するとしたら間が約

50m以上になり、かなり大型の古墳になるが、現段階では断定できない。

19年度は出土遺物から推定できる年代としては古墳時代後期 。平安時代 。近世 (18世紀後半)の遺

構を検出した。

1911～ 6地点、11～ 20地点では、SAを 中心とした古墳時代後期の遺構と平安時代の SE・ SH群、

上層に近世の包含層と SEを検出した。

特に SAに注目すると、2地点で検出した SAlが 6世紀前半～中葉にあたると考えられるものであ

る。 13地点の SA2か らは、土師器甕の SPが、SAlか らは MT85～TK43型式段階の須恵器郷身破片が

出上し、20地点では土師器甕や高郷に TK43型式の須恵器イ身が出土する。土師器 と須恵器が共伴

する事例で、併行関係を検討する資料になる。土師器の甕に関して特徴的なのは、叩き痕が残 り、

格子 目叩きと平行叩きの 2種がある点である。格子目叩き痕に関しては 5世紀後半～6世紀初頭に

あたる西都市酒元遺跡出土資料の甕に類例があり、当地域の整作工具であろう。平行叩きの残る例

も 6世紀～7世紀代にかけて確認されている。この時期に至っても叩き痕の残る事例は、16-B-4地

点で SA出土遺物でも確認されており、当地域の特徴であろう。

A23・ 40・ 41地点において 6世紀後半代に位置づけられる SAを検出しており、堂ヶ嶋遺跡の市

道 293・ 294号沿いは当該期の集落と評価できよう。平成 12～ 13年度にかけて調査された堂ヶ嶋第

2遺跡の地下式横穴墓群が 6世紀末～7世紀前半段階に造営されており、消失円墳は 6世紀中葉～後

半に築造されたと考えられる。また 19-A-37地点で検出された西都原 245号墳の周溝と考えられる
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遺構から出上した模倣杯蓋は、6世紀後半のものと考えられ、周辺に所在するこれらの古墳群と今

回検出された SA群は同時期に比定できる。

同時に、この SAを検出した路線に取り囲まれた台地側に位置する 19A4～ 17地点においてはア

カホヤ火山灰層といった地山が良好に残存するにもかかわらず、ほとんど遺構が検出されない空白

地帯で注目できる。

この地区は中間台地の古墳と集落の関係を考える際に良好な資料となる。

また、19A28～ 29地点や 19A45～ 50地点では谷状の地形落ち込みを検出し、自然流路跡 と考え

られる構を多く確認 した。西都原台地の麓から湧く水路が逢初川から稚児ヶ池に流れ込む谷がいく

つも形成されていたと考えられ、この流路により、住居群や古墳群の所在する土地は島状に画され

たものであったことが推測される。近世にはこの地に寺院が所在 したと伝えられ、「堂ヶ鳴」なる地

名の由来も地形に即したものであろう。

202区は、遺構が検出される箇所 と全 く検出されない箇所に極端に分かれた。
202-1～ 2地点では、土師器破片を出土する遺構や、S」 が付 くの SAが多 く検出された。

20-23～ 7地点は地形の削平により、文化層は残つてお らず、遺構・遺物は確認 されなかつた。

20216～ 18地点は西都原古墳群の堂ヶ嶋支群が点在 してお り、地下式横穴墓群も確認 され

ている地域にあた り、古墳の横を通る路線であることから、関連遺構の存在が予測 されたが、

近世の SCや時期不明の SHが確認 されただけで古墳時代関連の遺構はなかつた。

20A-1～ 3地点では、土師器破片を出土する遺構や、SAが確認 され遺物 も出上 した。

昨年度調査の周辺地区でも 6世紀後半～7世紀前半の SAな どが確認できてお り、同時期の集

落が広がっているものと考えられる。

20A4～ 6地点は 1～ 3地点の西側にあたる路線で、同じく、周囲からは SAが検出されてい

る。遺構 としては、SHや SZが 主であるが、土師器破片が出上してお り、住居跡関係の遺構で

ある可能性が高い。この調査区の起点から北はす ぐ地形が落ちて、現在 も逢初川が流れてお り、

水辺の立地で、居住域 としての好条件を備えている。

20A7～ 8地点は地形の削平により、文化層は残つてお らず、遺構・遺物は確認 されなかった。
20A9～ 11地点は西都原台地の麓を沿 うように延びる路線で、SEが確認された。

特に 10地点で確認された SElは大型のもので、幅が 6.3mを測 り、深さが約 0.4mで ある。

埋上の下層に砂利を多く含む層が堆積 しており、最下面は湿気が多いことから、排水用の溝であ

る可能性が高い。

2.寺崎遺跡

16-D区は日向国府跡の縁辺部にあたる地点も含まれており、慎重に調査したが関連する遺構等は

確認することはできなかつた。 しかし、周辺には布 目瓦を含む多量の遺物が散布 しており、表採す

ることができた。 日向国府跡及び関連施設の遺構の存在が想定できる。

16D-19地点においては、SPを もつ SAが 2軒検出された。出土土師器から 7世紀中葉に位置づけ

られる。SAlの SPは、壁際に寄って設置されている点で他の SAにおける SPの位置と異なる。

また、SAlか らは床面に近い埋土中から方頭鏃が出土した。地鎮等の家屋祭祀に関わるものか。

寺崎遺跡の調査は 19年度と 20年度に集中した。
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19-2区 とB区は稚児ヶ池の東側になる。特に、東側に国指定史跡 日向国府跡が所在する 2区は注

意されたが、水道管敷設時の掘方で撹乱され、地形の残存状況は良くない。検出される遺構も室町

期の遺構が主体であつた。

19-2-4地点など一部、平安時代に遡る SEが確認されたのは注意を要する。2-11地点では掘立柱

建物を構成したと考えら得る 2間の SBlを検出した。国府政庁域の北側にあたり、SHの掘方埋土に

灰白色の粘土を含む柱痕跡を確認できる。痕跡は径 15 cm程の規模であるが、古代における遺構群が

現在の道路側にも伸びている可能性が高くなつた。

201区 は日向国府跡指定範囲の北部に位置する。
20-1-4地点で確認 された南北方向に伸びる SElは、平成 19年度新規道路建設に伴 う発掘調

査③で確認 された SElと も合わせて考えると平成 18年度の 18E3地点で確認された平安時代
前半 (9世紀末～10世紀)の溝状遺構に続く可能性があり、日向国府跡の時期 と重なることから、

関連する地割などの遺構である可能性がある。ただし、地図上で位置関係を確認すると直線的

につながるものではない。

2019地 点では SAも しくは平地式住居跡の掘方と考えられる遺構を検出した。多くの土器
破片が出土したが、いずれも 9世紀末～10世紀前半代の上器群である。周辺でもその時期の土

坑などが確認され、平安時代前半の日向国府跡周辺の同時代遺構 として認識でき、建物や関係

施設の所在を推測させる。いずれも国府指定範囲から離れているが、同時代遺跡の広がりは北

TRllでは法元遺跡まで確認できるので、その間に位置することから、遺跡の広がりを押さえる資

料として重要である。

20-B-1地点は 11～7地点の最終地点に位置 し、稚児ヶ池のすぐ横になる。稚児ヶ池に向か

う東西方向の SElが確認 された。時期ははっきりしないが、埋上の状況から、平安時代のもの

である可能性が高い。地割や排水路である可能性をもつので重要である。

20-B-2～ 5地点では、平安時代前期の遺構が集中して確認された。卜2地点は先述した 20-1-9

地点であり、同時代の遺構が集中して検出された。

特に 20-B-4地点で検出された SE2条は、その延長方向が国府域やその北側地域との関連で注

目される。

3.上妻遺跡

18-D区は、都高神社の北側に位置した市道 310号である。周辺には県教育委員会によつて調査さ

れた上妻遺跡 A区、西都市教育委員会によって調査した上妻遺跡 I地点が所在している①。上妻遺

跡 A区からは豊後国の金剛宝戒寺と同疱の単弁人葉蓮華文軒丸瓦、斜格子叩きの平瓦等が出上し、

上妻遺跡 I地点からは地表下 0.20m程に版築ではないかと思われ非常に硬い層を検出し、肥後系の

複弁 12葉蓮華文の軒丸瓦が出土した。このことから、官衡か白鳳期の氏寺の存在が想定されており、

注意して調査したが、残念ながら全体的にかなり削平を受けているようで、関連した遺構は検出す

ることができなかつた。しかし、一括としてではあるが多くの古瓦が出土したこと、また、その古

瓦がこれまで同様、格子目叩きが主体を成しており、寺崎遺跡 (国指定史跡 「日向国府跡」周辺)

とは様相を異にしていることが再認識された。

203区の上妻遺跡は、周辺から前述 した瓦を多く出土する確認調査結果が得られている地域

44



である。

20-3-1地点では、アカホヤ火山灰層上面に小石を含む黒褐色～褐色の層が確認 され、それに

掘 り込む遺構が検出された。溝状遺構 と考えられるが、1つからは多量に土師器破片が出上 し

た。当地域の標準的な遺構検出面であるアカホヤ火山灰層上面において遺構検出面が確認 され、

自然層でないことから人為的な整地層である可能性がある。

出土遺物は 6世紀後半の上師器で、古墳時代の遺構もアカホヤ火山灰層上層にあることとな

り、8世紀後半代の寺院などの遺跡が推沢1さ れる上妻遺跡にこのような遺構が存在することは、

堂ヶ嶋遺跡から法元遺跡、童子丸遺跡、石貢遺跡にかけて古墳時代後期の集落が広がっている

ことが分る成果 となった。

また、遺構検出面がアカホヤ層上面に堆積する層であることも重要で、検出時に注意 しなけ

ればならない。

4.法元遺跡

163区 :3区の調査では、南側調査区で旧川道、北側調査区で SA群及び円墳 (葺石・周溝)等が

確認された。

特に、16312～ 14地点では、西都原 259号墳の周溝が確認され、実際は、葺石が配された大き

な円墳であったことが判明した。これまで、西都原古墳群第 259号や 5区の周辺で、稚児ケ池の北

側一帯に所在する円墳の トレンチ調査を行つたが、関連 した遺構・遺物は検出されなかったため、

不明な点が多く、時期も特定できなかった。この円墳周溝の検出は周辺古墳を解明する手掛かりに

なるかもしれない。

ただし、周溝から出土する遺物は、多くは 8世紀後半以降の遺物で、古墳時代に遡るものは、少

ない。古墳時代のものを検討すると6世紀後半の上師器壷破片があるくらいで、当古墳が葺石をも

つ点などから、下限を 6世紀初頭に予想されるが、当該期の遺物はみつからない。

また、周溝内に 8世紀後半以降の遺物が多く入る状況から、古墳が一部削平された時期は、奈良

時代末に遡る可能性もある。

南側調査区から出土した遺物には、「寺崎遺跡」の報告書でⅢ期として分類されている範疇に含ま

れるものが出土している。時期的には日向国府の正殿 と脇殿が建立された 9世紀初めから前半に比

定されているが、それ以降のものも多数含まれており、日向国府が日向国の中枢機関として発展し、

その周囲に古代集落が形成され、多くの人々が生活していたもの想定される。

16-4区 :各地点から、多くの SAが重複 して、さらに、SBの柱穴等が確認されたことは、周辺地域

に集落が継続 して存在 していたことを示唆しており、それが、延々と現在まで至っていることが判

明した。SJを有するものが多く確認されているが、一部を除き S」 を使用していたのは共伴遺物か

ら主に 7世紀から9世紀にかけての時期と思われる。このタイプの SAは、平成 13年度区画整理事

業に伴い実施した事前調査でも近くの地点で多数確認されており、かなり広い範囲に広がっている

ようである。しかし、残念ながら狭い範囲の調査であり、SAの切 り合い関係や規模、S」 の全体的な

形態や機能等を明確にすることはできなかった。また、時期の特定についても大まかで、細かな変

遷を辿ることはできなかったが、本調査区を含めた周辺地域の遺構分布がやや把握でき始めた。

16-C区 :位置的にも日向国府跡の北側にあたるため、併行する時期の遺構が確認されるか注意を払
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った。16C-1～ 5地点は水道管が敷設されていたが、遺構検出面より上であったため境乱は受けず、

SAが連続して検出できた。遺構に伴 う出土遺物が押さえることができ、土師器 と須恵器の共伴する

資料がある。

16-C-1地点では SPPと SPが検出でき、その SAの埋土に伴い内面に暗文を施 した土師器郵、須恵

器碗の破片から7世紀後半の遺物群と考えられる。また、上層から掘 り込まれた SHが確認された。

16C2～ 4地点では、SAが重複しているものとみられる。各地点で土師器破片が多く出上し、粘

土や焼上が確認されたので S」 をもつ SAと 考えられるが、はつきり確認できない。

16C5地点では SAと 考えられる掘方内から多くの遺物が出上し、須恵器、土師器坪や鉢の特徴
から7世紀前半の遺物群であろう。北側に焼上が確認された。

16C6～ 10地点では、SHや SCが確認され、土師器を中心とした遺物から6世紀後半以降の住居

跡が周辺に存在する可能性が高く、16 C l地点から広がっているものであることが推測される。

16-併 11～ 18地点といった調査区は SEや SC・ SHな どが確認され、S」 をもつ SAも 16C15地点で

確認された。16C16地点で確認された、平安時代と思われる 3条の SEも その延長とともに注目さ

れる。それに伴い、土師器や須恵器、古瓦などが多く出土した。

特に注目すべきは、遺構検出面に到達するまでに 10～ 20cmほ ど平安時代と近世の遺物包含層が堆

積 していることである。平成 19年に、宅地分譲に伴いこの調査地点の北側を発掘調査した際にも同

様の遺物包含層が確認 され、特に下層に至ると平安時代を中心とした遺物になる。遺構としては把

握できないが、遺物の中には畿内系土師器や円面硯や風字硯の破片が見出され、注目される。

日向国府跡の北側に位置する安定した台地であることから、なんらかの整地層である可能性も視

野に入れるべきだろう。

また、この包含層の下からは、古墳時代後期を中心とした SA等が検出された 0。

16-C-17・ 18地点で確認できた遺構 とそれに伴 う遺物群は、土師器碗や古瓦の特徴から、9世紀後

半から 10世紀前半頃のものと考えた。また、鉄滓も出土し、小鍛冶の痕跡もみられる。

C-1～ 5地点から 1-8地点や B-4地点にかけて 6世紀後半から 7世紀代の集落があるものと考

えられ、さらに東西にかけて広がる。また、日向国府跡の北側に当たる C― H～ 18地点では 9世紀

代～10世紀前半期の遺構が広がると考えられる。

17A4・ 5地点 :市道 291号を挟んで向かいにある地点で SAを検出した。 17-A-4地点の時期は 8世

紀代でしっかりした SEを検出した。 17-A-5地点は 7世紀に遡る可能性がある。昨年度の調査でこ

の向かい側で 6世紀末から7世紀前半の SAを検出したことからやや古い時期の集落が形成されてい

た可能性がある。

173区 :3区の調査では、17-3-6～ 7地点で SAを検出した。出土遺物から6世紀後半から 7世紀に

いたる時期のものと推定される。

17C区 iC区では市道 301号の 2～ 9地点を中心に、そこから枝分かれした B区の里道 (2～ 5地点 )、

C区の南側 3区 (市道 309号)等から多くの SAを重複 して検出している。SPを有するものと S」 を

有するもの等があり、時期は 6世紀後半から 7世紀頃のもと推定される。本地域の南側一帯にも昨

年度の調査で 7世紀から9世紀頃にかけての SAを多数確認 してお り、かなり広い範囲に集落跡が存

在していたと想定できる。

また、遺構として確認できなかつたが、17-C-40地点の一括遺物の中に、古墳時代前期の在地系
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甕がある。上妻遺跡で確認されたようにアカホヤ上層に遺構が存在 している可能性もあり、今後の

調査において注目すべきであるが、西都原古墳群周辺で古墳時代前期の集落は少なく、堂ヶ鳴遺跡

の 17B22地点で確認された遺構とともに、数少ない事例となつた。

17-併45地点では、遺物包含層の中から、3点の緑釉陶器破片が出上しており、注目される。

法元遺跡も、弥生・古墳時代を経て、平安時代に至るまで遺構が集中している。

特に平安時代における位置づけは、南側に所在する日向国府跡 との関係が注目され、重要な遺跡

として位置づけられることは間違いない。

特に、平安時代の遺物包含層が、人為的なものなのか、撹乱されたものなのかは今後の広範囲の

調査がなされる際には、注意しなくてはならない視座である。

5.童子丸遺跡

16-1、 16-2、 16-B区 :童子丸遺跡に当たるこの調査区では、道路敷設や宅地造成時に地層が削平

され、遺構自体が残る割合の少ない路線が多くあったが、現地表面から約 0,8～ lmの深さに遺構面

があり、遺存状況が非常に良い路線など各地点の遺跡の残存状況が明らかとなった。本報告で取り

扱った、ほぼ遺構の性格、時期が特定できる成果まで得られた。

市道 219号線の東TRllで ある 1区立会区間や 16-2-1～ 9地点は遺構の残存状況が悪く、西側に当た

る 16～ 9地点、211、 12地点、B-1～ 5地点には SAと 考えられる遺構と遺物が確認できた。さらに

上層には近世の遺物包含層があることも確認できた。

16-1-7地点や 161-8地 点からは SAか ら 6世紀後半に位置付けられる須恵器・土師器が出上し、

近接する 16B4地点の SAlか ら出土した大型鉢や長胴甕破片、須恵器破片は 6世紀末～7世紀初頭

頃と考えられる。

法元遺跡の 16 C l～ 5地点で確認された SA群 と同時期であることから、当該期の集落が広がって

いることがわかる。

また、16B4地点では SDlに寛永通宝が出土し、遺構面が 2時期確認できた。
16B12地点では、17世紀末～18世紀代の肥前系染付碗が出土したことから当該期の遺構が上層

に広がっていることも確認できた。

171区 :童子丸遺跡 と石貫遺跡またがる。11～ 8地点までは旧河道沿いにあたり、湿地帯であつた

と考えられ、黒色泥層が厚く堆積 し、はつきりした遺構はなかつた。

172区 :童子九遺跡で 28地点から 12地点にかけて、SA、 SBの柱穴掘方を検出した。遺構の時期は

7世紀後半から9世紀後半の時期で、幅がある。

特に 17-2-10～ 11地点にかけては SAが 5軒検出され、時期にも幅がある。

H地点の SAlは S」 を持ち出土土師器から、9世紀後半から 10世紀初頭になるが、隣で検出した
SA2は SPを持ち、土師器から 7世紀後半に位置づけられ、複数の時期が認められる。調査地点の横

の宅地内を平成 13年度に試掘調査した際、8世紀後半の SAを検出したことから、この付近には当

該期の集落が形成されていたと考えられる。

近接した調査地点として、後述する 18-卜 3地点でも同時期の遺構が確認されている。

182区 :調査区は中間台地の東端にあたり、童子丸遺跡内である。前年度の調査で、この路線は旧

地形が高い標高であったことから現在は削平を受けていることが分かつていたが、今年度の調査で
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も現地表面から約 30～ 40cmで地山にあたり、アカホヤ火山灰層が残存せず、その下層に堆積する褐

色粘土層で遺構を検出していることから、検出された遺構は上半分削平されたものであろう。

その中で注目されるのは、1821地点の SElと 18-2-2地点で検出される方形の SHと 考えられる

遺構である。1822地点では他にも柱穴の可能性が高い SHが検出されており、周辺に SBが所在す
る可能性がある。SEも 182-35地 点で検出した、南北方向に掘られた平安時代の溝の延長であると

考えられ注目できる。石貫遺跡も含めて、平安時代の遺構が所在することは、堂ヶ鳴遺跡・寺崎遺跡。

法元遺跡・上妻遺跡の妻北地区南部だけでなく、北側にも同時代の遺跡が所在することを示す事例で

ある。

18A区 :調査区は童子丸遺跡内で、調査 1区 と 2区の間を通る市道 279号 とその枝線になる。出土

遺物から、古墳時代～近世まで確認できるが、性格不明の掘方が多く遺構の性格を特定しにくい。

18A-3地 点で検出した SAlと 考えられる遺構から出土した土師器・菱は 8世紀後半～末で、所謂

束九州経由でこの時期に搬入されると考えられる豊後型企救系甕である⑥。

18A-12地 点で 8世紀後半の須恵器を伴 うSHな ど奈良時代の遺構も散見できる。

また、18A17地点から地形が下がり始め、遺構検出面は現地表面から 1.2mを測るようになる。
遺物の出土量も多く、SAの可能性がある掘方が数基ある。

また、東側の 182区 と比べるとかなり地形が下がつていることが分かる。

18F区 :F区は、市道 278号 と 279号、そして、袋小路となつた私道であるが、18-F-1～ 7地点 (市

道 279号 )では全体的に削平されているようで、遺構はほとんど確認することはできなかった。

18F8～ 11地点 (私道)ではアカホヤ火山灰層が遺存 しており、柱穴な溝等を確認することができ

た。また、アカホヤ火山灰下層からある程度まとまつて焼礫が出上したため、周辺には集石遺構が

所在 し、縄文時代早期の集落跡の存在が想定される。18F12～ 19地点 (市道 278号)では、アカ

ホヤ火山灰層は遺存していなかつたものの、縄文土器が多く出土した。縄文土器は早期の貝殻条痕

文系土器や後期の黒色磨研磨土器、そして、晩期の深鉢形土器等で、本地点周辺は縄文時代から長

期間に渡って生活が営まれていたことが判明した。

また、童子丸遺跡から石貫遺跡を広い範囲で、東西方向に横断して地形を推測すると、平成 18年

度の調査により、中間台地における地形の起伏が非常に激 しく、複雑であることが分かつた。

特に西都原台地の麓よりの 1区から東側の台地縁辺に沿つて併行する 2区、1区 と 2区の間を併

行して通る A・ B区を調査したことで、各地点での地山の起伏を把握できた。

1区からB区にかけて地形は上がり、A区にかけて下る。A区での遺構検出面は現地表面から約 1.2m

と最も深い。それが台地縁辺の 2区にかけて再び地形が上がる。2区における遺構 (地 山)検 出面は

現地表面から 30～ 40cmで ある。現在、削平や造成でその起伏は捉え難いが、遺構の分布や性格を考

える際の留意点となる。

6.石貫遺跡

171区 :1区では、SA群 と掘方底面に配石が施された SDlを検出した。SAは 6世紀後半～7世紀代

のもので、17114地点で検出した SDlは遺物がほとんど出土しておらず、不明な点が多いが、こ

れまでに検出例のないもので、炭化物を多量に含む層が確認されたことから、火葬との関連性等を

考えるうえでは注目される資料である。
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SAは、17-lC～ E地点にかけて連続 して検出され、逢初川を挟んで南側に位置する堂ヶ嶋遺跡で

検出された SA群 と同時期のものとなる。171E地点の SAl・ 2は重複 しており、S」 をもつ。
18-1区 :調査区は最も西都原台地の麓よりになる。出土遺物から推定できる年代としては古墳時代

後期・平安時代・近世 (18世紀後半)の ものを検出した。

18-1-1～ 5地点までは近世の溝や現代の撹乱が多かったが、7地点からは 13地点までは遺構密度

が高く、鍵層であるアカホヤ火山灰層が地山としてしつかり残存していた。現地表面から約 0。 8～

0.9mで アカホヤ火山灰層に至る。

時期を推定できる遺構は、SH群や SEが主体であり、出土遺物は 9世紀後半～末のもの、18世紀

後半の陶磁器などである。 18-1-12地 点では SAlと 推測される掘方を検出したが、撹乱により正確

な規模は分からない上、出土遺物からも時期を特定できない。15地点からは湿地帯か湧水点が付近

にあるものと推測され、路盤の下は厚い黒色泥層が堆積 していた。

成果としては旧地形の残存状況が比較的良好である点と平安時代の遺構がこの付近まで広がって

いることが分かった点が挙げられる。

18-B区 :調査区は 1区の枝線と南側にあたる地区である。ここで注目できるのは、中間台地におい

て、弥生時代の遺構 とそれに伴 う遺物が出土したことである。

1区の南東側に位置する 18B21地点～23地点では地形が緩やかに上がり、アカホヤ火山灰層は

削平されてお り、その下層の褐色粘土層で遺構を検出している。路盤直下から弥生土器破片が出土

し、18-B-22～ 23地点では SAと 考えられる遺構や土坑から弥生土器の在地系甕破片が出土する。時

期は弥生中期末～後期前半にあたる。

寺崎遺跡や堂ヶ嶋遺跡においても弥生時代中期末～後期前半にかけての SAや SCを 中心とした遺

構が確認されており、西都原台地面だけでなく、中間台地においても同時期の遺構が広がっている

ことが分る。

また、17-18地点 SEl―括で小野分類 C群の青花・皿、18B16地点で SEl―括であるが、小野分

類 B-1群の十宇花文の青花・皿が破片であるが出土してお りの、15世紀後半～16世紀といつた時期

の遺構も確認できる。

18117・ 18地点 :17・ 18地点から検出した SAは、カマ ドを有するタイプのものと思われるが、

171-E地点でも同タイプのものを検出してお り、時期も6世紀末～7世紀を中心とするものである。

19-C-5～ 7地点においても、SAを検出した。時期は、7世紀後半と考えられるが、埋土から出土

する須恵器には、8世紀後半の特徴をもつものもあり、奈良時代の遺構も上層に重複 している可能

性が高い。

以上、妻北地区に所在する 6遺跡を調査した結果、特に注目すべき点は、6世紀～7世紀にかけて

の集落が逢初川河道縁辺を中心に、広範囲にわたつて検出されることである。

今回調査対象の 6遺跡において、SAは明確な検出例だけでも 108軒を数えるが、その中で比較的

時期が比定しやすい例のうち、約 8割は 6～ 7世紀の SAである。

西都原古墳群堂ヶ鳴支群や堂ヶ嶋第 2遺跡で確認された地下式横穴墓群に対応する時期の集落が

形成されていることがわかる。

また、8世紀後半以降の集落を形成すると考えられる遺構も少数であるが検出され、上層の包含

層出土遺物等を加えると、奈良・平安時代の遺構も、古くから注目されてきた、寺崎遺跡や上妻遺跡
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だけでなく、堂ヶ嶋遺跡や法元遺跡を始め、童子丸遺跡や石貫遺跡にまで広がることが明らかとな

り、今後は広範囲で国府の関連施設や機能を考える必要があるだろう。
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Tab。 1

青磁片、土師器片 この地点より、湿地。地層なし。

16-5-11

16-5-13

16-5-15 師器、須恵器、磁器

土師器、須忘器、磁器、瓦

16-5-17

土師器、須恵器、磁器、陶器

16-5-19

16-5-21

土師器片・須恵器片

17-4-10

土師器片・須恵器片・陶磁器片

土師器片・陶磁器片

堂ヶ嶋遺跡 土師器片・須忘器片・陶磁器片

堂ヶ嶋遺跡 土師器片・須忘器片・陶磁器片

堂ヶ嶋遺跡 土師器片・須恵器片

上師器片・須意器片・陶磁器片・瓦片 古墳周溝の可能性あり。

堂ヶ嶋遺跡 ?(二重周溝)。 SH 土師器片・須恵器片・陶磁器片

堂ヶ鳴遺跡

堂ヶ嶋遺跡

17-B-10 堂ヶ嶋遺跡 土師器片・須恵器片

17-B-11 土師器片・須恵器片

17-B-12 堂ヶ嶋遺跡

17-B- 13 土師器片・須恵器片

17-3- 14 堂ヶ鳴遺跡

17-B- 15

17-B- 16 堂ヶ嶋遺跡

17-B-17

17-B-18 堂ヶ嶋遺跡

17-B-19

17-B-21

堂ヶ鳴遺跡 古墳時代前期の上師器。

土師器片・須恵器片・陶磁器片・石器

堂ヶ嶋遺跡 土師器片・須忘器片・陶磁器片

堂ヶ嶋遺跡 土師器片・須忘器片 (転用硯)

堂ヶ嶋遺跡

堂ヶ嶋遺跡

堂ヶ嶋遺跡
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周査地点番号 置跡 名 嵩構 の種 類 出上遺物              1備 考 担 当

17-3-30 堂ヶIIS遺跡 津曲

堂ヶ嶋遺跡 蓑 方

17-B-32 堂ヶ嶋遺跡

17-B-33 堂ヶ鳴遺跡

17-B-34 堂ヶ嶋遺跡

17-B-35 堂ヶ嶋遺跡

17-B-36 堂 ヶ嶋 遺跡

17-B-37 堂ヶ鳴遺跡

17-3-38 ≧ヶ嶋遺跡

17-B-39 堂ヶ嶋遺跡

17-B-40 堂 ヶ嶋遺跡

堂ヶ鳴遺跡

B― 堂ヶ嶋遺跡

17-B-43 堂ヶ嶋遺跡

17-B-44 堂ヶ嶋遺跡

17-B-45 堂ヶ鳴遺跡

17-B-46 堂ヶ嶋遺跡

17-B-47 堂ヶ嶋遺跡

17-B-48 堂ヶ嶋遺跡

17-B-49 堂ヶ鳴遺跡

17-B-50 壁ヶ嶋遺跡 蓑方

17-B-51 壁ヶ鳴遺跡 土師器片・須忘器片

17-B-52 壁ヶ嶋遺跡

17-B-53 垂ヶ嶋遺跡 遺物包含層・SZ 土師器片・須忘器片・磁器 青磁・越州窯系? 津 曲

17-8-54 堂 ヶ嶋遺跡 虞物包含層・SH 土師器片・須恵器片

17-3-55 堂ヶ嶋遺跡 SH群・SE 土師器片・須恵器片

17-B-56 ≧ヶ山息遺跡

17- B― 堂ヶ嶋遺跡

17-B-58 ≧ヶ嶋遺跡 SZが重複。SAの可能性あり。

18-3-1 堂ヶ嶋遺跡 蓑 方

18-3-2 ≧ヶ嶋遺跡

18-3-3 堂ヶ嶋遺跡

18-3-4 堂ヶ嶋遺跡

18-3-5 堂ヶ嶋遺跡 土師器片・陶磁器片 白磁

18-3-6 堂ヶ嶋漬 跡

18-3-7 堂ヶ嶋遺跡 土師器片・須忘器片 近世のSE

18-3-8 堂ヶ嶋遺跡 土師器片・須恵器片・陶器片

堂ヶ嶋遺跡 津曲

3 堂ヶ嶋遺跡 土師器片・陶磁器片 t614L点 までSEが続く。

3 14 堂ヶ嶋遺跡 瓦 片

3 堂ヶ嶋遺跡 須忘器片・陶磁器片・硯

18-3-16 堂ヶ嶋遺跡 SE o SH

18-3-17 堂ヶ嶋遺跡 蓑 方

18-3-18 ≧ヶ嶋遺跡 ;A oSC 陶器片

18-3-19 堂ヶ嶋遺跡 陶磁器片

18-3-20 堂 ヶ嶋遺 跡

18-3-21 堂ヶ嶋遺跡

18-3-22 堂 ヶ嶋遺跡

18-3-23 堂ヶ鳴遺跡 勾磁器片・瓦片

18-3-24 堂ヶ嶋遺跡 SO・ SH 5末～7世紀前半の古墳月溝

18-3-25 堂ヶ嶋遺跡

18-3-26 堂ヶ嶋遺跡 SO'SC 勾磁器片 3末～7世紀前半の古墳周溝

18-3-27 堂ヶ嶋遺跡

18-3-28 堂ヶ鳴遺跡 SE2 均磁器片

18-3-29 堂ヶ嶋遺跡

18-3-30 堂ヶ嶋遺跡

18-3-31 堂ヶ嶋遺跡 SE・ SH

18-3-32 堂ヶ嶋遺跡 ]Z・ SH 土師器片

18-3-33 圭ヶ嶋遺跡

18-3-34 垂ヶ嶋遺跡

18-3-35 堂ヶ鳴遺跡

18-3-36 堂ヶ嶋遺跡

18-3-37 堂ヶ嶋遺跡

18-3-38 ≧ヶ嶋遺跡

18-3-39 堂ヶ鳴遺跡

18-3-40 堂 ヶ嶋遺 跡

18-C-1 戦ヶ咤潰 跡 上師器片・陶器片 256号塔横 へ 長 沙 窯 責釉 褐 影破 片 出土ハ 津 曲
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調査 地 点番 号 稽 駄 タ 置構 の種 類 喝土遺物 購考 担 当

18-C-2 堂ヶ嶋遺跡 頂恵器片・陶磁器片 津 曲

18-C-3 堂ヶ鳴遺跡 須忘器片・陶磁器片

18-C-4 堂ヶ鳴遺跡

18-C-5 堂ヶ鳴遺跡

18-C-6 堂ヶ嶋遺跡

18-E-2 堂ヶ嶋遺跡 SE・ SD・ SH 土師器片・須恵器片・磁器片・古銭 近世SD

18-E-3 堂ヶ嶋遺跡 SE・ SD・ SH 土 師器 片・須 恵器 片・瓦 片・石器 ,世紀後半～10世紀のSE

18-E-4 堂ヶ嶋遺跡 土師器片・須恵器片・瓦片

9- 1 堂ヶJle遺跡 匂磁 器 片 黒木

9- -2 堂ヶ嶋遺跡 土師器片 S世紀後半 津 曲

9- -3 堂ヶ嶋遺跡 上師器片 S世紀 黒木

9- -4 堂ヶ嶋遺跡 SH群 上師器片・須恵器片

9- -5 堂ヶ嶋遺跡 上師器片・須恵器片 S末～7世紀
-6 堂ヶ鳴遺跡 土師器片・須恵器片 7世紀

7 堂 ヶ嶋遺 跡 SZ・ SH 上師器片 津曲

-8 堂ヶ鳴遺跡 SH群 土師器片・須恵器片

9- -9 堂 ヶ嶋遺 跡 SE・ S■ ,SC 上師器片

9- -10 堂ヶ鳴遺跡 ;H君辛 土師器片

9- ll 堂 ヶ嶋漬 跡 土師器片 「世紀

9- 2 堂ヶ鳴遺跡 ;Al,SP 土師器片 「世 紀 後 半

13 堂 ヶ嶋漬 跡 ;A2・ SP 土師器片・須恵器片・弥生土器 5世紀後半～7世紀前半

4 堂ヶ鳴遺跡 土師器片

≧ヶ鳴遺跡 ,1君羊。SB? 土師器片

9- 堂ヶ嶋遺跡 土師器片

9- 17 ≧ヶ嶋遺跡 ,E2・ SH 土師器片・須恵器片・瓦片

9- 堂ヶ嶋遺跡 ,Eo Sl君羊 土師器片・須恵器片

9- 堂ヶ嶋遺跡 ,■群 土師器片・須忘器片 「世紀後半

9- 堂 ヶ嶋 遺跡 SA2・ SH 土師器、須恵器片 SAが重複する可能性 ^

19-A-1 堂ヶ嶋遺跡 ;H君羊。SC 土師器 )世紀後半～10世紀のSC

19-A-2 堂ヶ嶋遺跡 ,H群 土師器片・須恵器片

19-A-3 堂ヶ嶋遺跡 SZ・ SE2・ SH 土師器片・須恵器片

19-A-4 堂 ヶ嶋遺 跡 SH群 頁恵器 片

19-A-5 堂ヶ嶋遺跡 SH・ SZ 土師器片・須恵器片

19-A-6 堂 ヶ嶋遺 跡 SZ

19-A-7 堂ヶ嶋遺跡 土師器片・須恵器片・石器

19-A-8 堂 ヶ嶋遺 跡

19-A-9 堂ヶ嶋遺跡

19-A- 10 堂 ヶ嶋遺 跡

19-A-1」 堂ヶ嶋遺跡

19-A- 12 堂 ヶ嶋遺 跡

19-A-13 堂ヶ鳴遺跡

19-A- 14 堂 ヶ嶋遺 跡

19-A-15 堂ヶ嶋遺跡

19-A-16 堂 ヶ嶋遺 跡 SEoSH

19-A-17 堂ヶ嶋遺跡 SH群 土師器片・須恵器片

19-A- 18 堂 ヶ嶋遺 跡 SE,SH君 羊。SZ 土師器 片・ 須 恵器 片・ 瓦 片 〕世紀後半～10世紀

19-A-19 堂ヶ嶋遺跡 SE o S2・ SH 土師器片・須恵器片 〕世紀末の東九州系甕

19-A-20 堂 ヶ嶋遺 跡 SH群・SE 土師器・須恵器破片・陶器片・鉄滓

A― 堂ヶ嶋遺跡 土師器・須恵器破片・磁器片・瓦片・鉄滓

19-A-22 堂 ヶ嶋遺 跡 土師器・須恵器破片

A― 堂ヶ嶋遺跡 土師器片・須恵器片・磁器片 SPをもつ。7世紀

19-A-24 堂 ヶ嶋遺 跡

A― 堂ヶ嶋遺跡

19-A-26 堂 ヶ嶋遺 跡

19-A-27 堂ヶ鳴遺跡

19-A-28 堂 ヶ嶋遺 跡 ,Eが重複 ?

19-A-29 堂ヶ嶋遺跡

19-A-30 堂 ヶ嶋遺 跡

A― 堂ヶ嶋遺跡 SZ・ SH

19-A-32 堂 ヶ鳴遺 跡 Sl・ SC

A― 堂ヶ鳴遺跡

19-A-34 堂 ヶ嶋遺 跡 土師器 片

19-A-35 堂ヶ鳴遺跡 SE・ SH

19-A-36 堂 ヶ嶋遺 跡

19-A-37 堂ヶ鳴遺跡 西都原245号墳SO端部 土師器片 5世紀後半の模倣杯

19-A-38 堂 ヶ嶋遺 跡

19-A-39 垂ヶ嶋潰 跡

53



調査 地 点番 号 置跡 名 貴構 の種類 」土遺物 備考 担 当

19-A-40 堂ヶ鳴遺跡 SAl ・SZ 土師器・瓦片 7世紀 津 曲

A ≧ヶ嶋漬跡 SAl・ SCoSH 上師器・須恵器・磁器 3世紀

19-A-42 堂ヶ嶋遺跡

≧ヶ嶋遺跡

19-A-44 堂ヶ嶋遺跡

堂ヶ嶋遺跡 SZ,SC・ SH 土師器片・須忘器片・磁器・陶器

19-A-46 堂ヶ嶋遺跡 SE(自 然流路)

堂ヶ嶋遺跡 賃恵器片・磁器片

19-A-48 堂ヶ鳴遺跡 瓦片・陶器片

19-A-49 堂ヶ嶋遺跡

19-A-50 堂ヶ鳴遺跡

!0-2-1 堂ヶ嶋遺跡

〕0-2-2 堂ヶ鳴遺跡 SAl'SJ 土師器・須恵器・陶磁器 )後 ～ 7世紀

〕0-2-3 堂ヶ嶋遺跡

JO-2-4 堂ヶ鳴遺跡

を0-2-5 堂ヶ嶋潰跡

を0-2-6 堂ヶ嶋遺跡

を0-2-7 堂 ヶ嶋漬 跡

】0-2-8 堂ヶ嶋遺跡

BO-2-9 堂 ヶ嶋漬跡 土師器・須恵器・陶磁器

20-2 堂ヶ嶋遺跡

20-2 ≧ヶ嶋遺跡

20-2 堂ヶ嶋遺跡

20-2 3 避壼ノ′山自浩 駄 :EoS■群

20-2- 堂ヶ鳴遺跡

20-2 5 垂ヶ山島漬 跡

み0-2- 堂ヶ嶋遺跡 ,1群

20-2- 7 垂ヶ嶋遺跡 Sl君子・SC・ SE

20-2- 8 堂ヶ嶋遺跡 旬磁器 (す り鉢) 近世のSDか ?

20-A― 堂ヶ嶋遺跡 土師器

20-A-2 堂ヶ嶋遺跡 ,A続き 。SAl 土師器・須恵器 1地点から続くSA

20-A-3 堂ヶ鳴遺跡 ,H君羊・SA? 土師器

20-A-4 堂ヶ嶋遺跡

20-A-5 堂ヶ嶋遺跡 SH群

20-A-6 堂ヶ嶋遺跡 SI君羊。SZ 土師器 SAが重複する可能性。

20-A-7 堂ヶ鳴遺跡

20-A-8 堂ヶ嶋遺跡

20-A-9 堂ヶ嶋遺跡 SEoSZ

20-A-10 堂ヶ鳴遺跡 ]E,SH

」0-A-11 堂ヶ嶋遺跡

16-D-1 寺崎遺跡 〕E 賃恵器、瓦 旧河道 蓑方

16-D-2 寺崎遺跡 土師器、磁器

16-D-3 寺崎遺跡 土師器、須忘器

16-D-4 寺崎遺跡

16-D-5 手崎遺跡 土師器、磁器

16-D-19 寺崎遺跡 SA2、  SP、  SCl 土師器 (甕 )。須恵器・石器 7世紀前半 津 由

18-E-1 手崎遺跡 SC・ SH君羊 上師器片・須恵器片・陶磁器片

19-2-1 寺崎遺跡 SE(幅広) 土師器、須恵器片、磁器片 白磁

19-2-2 寺崎遺跡

19-2-3 寺崎遺跡 SE2 土師器片・須恵器片・磁器

19-2-4 寺崎遺跡 SE2 土師器片・須忘器片・磁器・瓦片 青磁

19-2-5 寺崎遺跡 SZ o SH 土師器片・須恵器片・磁器 青磁

19-2-6 手崎潰跡 造成上 土師器片・須恵器片・瓦片・鉄滓

19-2-7 寺崎遺跡 SZ・ SI 土師器片・須恵器片・瓦片・磁器 白磁

19-2-8 手崎潰跡 土師器片・須恵器片・瓦片・陶器片

19-2-9 寺崎遺跡

19-2-10 寺崎 遺 跡

19- 2- 11 寺崎遺跡 S2・ SB,SH 土師器片・須忘器片・瓦片 日向国府 跡 北側 で 同時期 の SBか ?

19-2- 12 寺崎 漬跡

19-2-13 寺崎遺跡

19- 2- 寺崎遺跡 土師器片・瓦片

19-2-15 寺崎遺跡

19-2-16 寺崎遺跡

19- 2- 17 寺崎遺跡

19-B-1 寺崎遺跡 黒木

19-B-2 寺崎遺跡 ,E・ SD o SH 古銭 (寛永通宝)

19-B-3 寺崎 潰跡 H・ t41杉 の 抜 法 上師器片・須恵器片 。磁器片 ;地点で地形が上がる。 津 曲
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調査地点番号 豊跡 名 遺構の種類 当土遺物 痛考 担 当

19-B-4 寺崎遺跡 津 曲

19-B-5 寺崎遺跡 地形 の 立 ち上 が り 質恵器片・砥石 幅広の区画か。

19-B-6 寺崎遺跡 土師器片・須恵器片・陶器片

19-B-7 寺崎遺跡 質恵器片・石錘・陶器片

19-3-8 寺崎遺跡 土師器片・土錘・須恵器片

19-3-9 寺崎遺跡

19-B- 10 寺崎遺跡 上師器片

19-B-11 寺崎遺跡 津 由

19-B-12 寺崎遺跡 須恵器片

20- l 寺崎漬跡

20- -2 寺崎遺跡

20- -3 寺崎 漬跡 弦器 調査区南側に沿つて検出

20- 4 寺崎遺跡 菊北方向のSE 須恵器片

20- -5 寺崎 漬跡 SH君羊・ SC 健文 土器・ 須 恵器

20- -6 寺崎遺跡
'Al'SH・

SC 土師器・須恵器・瓦・石器・磁器

7 寺崎遺跡
-8 寺崎遺跡 SH君羊・ SCl 土師器

-9 寺崎遺跡 SH o SAl 土 師器・ 須 恵器・ 石 器 〕世紀後半～10世紀・上層に中世の遺物

10-B-1 寺崎遺跡 東西方向のSE 土師器・須忘器・瓦・石斧

」0-3-2 寺崎遺跡 】H君学 。 SE 土 師器 ・須 恵器

」0-B-3 寺崎遺跡 S■・ SC・ SE 土師器・須恵器

」0-B-4 寺崎遺跡 SH o SE2・ SC 土 師器 ・須 恵器・ 石器

10-B-5 寺崎遺跡 Sl君羊。SE 土師器・須忘器

」0-B-6 寺崎遺跡 SE2・  SH o SC

17-6-1 上妻遺跡

17-6-2 上妻遺跡

17-6-3 上妻遺跡 SH・ SC 土師器片・須恵器片・陶磁器片

17-6-4 上妻遺跡 遺物包含層 須恵器片・陶磁器片

17-D-1 上妻遺跡 SC・ SE 土師器片・須恵器片・陶磁器片

17-D-2 上妻遺跡

18-D-1 上妻遺跡 土師器片・須恵器片 蓑方

18-D-2 上妻遺跡 土師器片・須恵器片・陶磁器片

18-D-3 上妻 遺 跡 土師器片・須恵器片・陶磁器片

18-D-4 上妻遺跡 須忘器片・瓦・陶磁器・石器

19-D-1 上妻 遺跡 津 曲

19-D-2 上妻遺跡 土師器片・須忘器片・瓦片

19-D-3 上妻 遺跡 土師器片・須忘器片・瓦片・陶磁器片

19-D-4 上妻遺跡 土師器片・須忘器片・陶磁器・石器

を0-3-1 上妻 遺跡 SE2 土師器・須恵器 ,世紀中葉・アカホヤ火山灰上層に遺構

を0-3-2 上妻遺跡 土師器・瓦・石器 覚乱が著しし

を0-3-3 上妻遺跡 土師器・須恵器・瓦

〕0-3-4 上妻遺跡 土師器・須忘器

20-3-5 上妻遺跡 土師器

20-3-6 上妻遺跡 SHoSE 土師器

20-3-7 上妻 遺 跡 SHoSE・ SC 土師器・須 恵器

20-3-8 上妻遺跡 SC,S■・SA? 土師器・瓦 .陶磁器 SAの 可能性あり。

16-3-1 法元遺跡 責物 包含 層 土師器、須恵器、磁器、陶器 旧河道 ?、 同じ堆積層が6地点まで続く 蓑方

16-3-2 法元遺跡 土師器、須忘器、磁器、陶器 白磁

16-3-3 湊 〒 宿 駄 土師器、須恵器、磁器、陶器、瓦 録釉陶器出土。

16-3-4 銭元遺跡 土師器、須忘器、陶磁器、瓦

16-3-5 法元遺跡 土師器、須恵器、磁器、陶器、瓦

16-3-6 銭元遺跡 土師器、須忘器、磁器、陶器

16-3-7 喫〒 漕 蘇 土師器 、須 恵器

16-3-8 法元遺跡 ,A2・ SE2・ S■ 土師器、須恵器 SAlは張出しを有する。9世紀末のSA

16-3-9 喫〒 稽 駄 土師器、須恵器

16-3-10 法元遺跡 SA2・ SC o SH 土師器・須恵器・石器

16-3-11 嵯千 活 駄 土師器、須恵器、磁器、瓦

16-3- 2 法元遺跡 古墳葺石・S0 土師器、須恵器、陶器、磁器 西都原259号墳

16-3-13 法 元漬跡 占墳 墳 丘 土師器、須恵器、陶器

16-3- 4 法元遺跡 古墳葺石・S0 土師器、須恵器

16-4-1 法 元遺 跡 土師器、須恵器、磁器、陶器、瓦 旧河道 ?

16-4-2 法元遺跡 土師器、須恵器、磁器、陶器、瓦 緑和陶器片出上。

16-4-3 法 元遺 跡 土 師器 、須 恵器 、 陶器 、 瓦 旧河道

16-4-4 法元遺跡 土師器、須恵器、磁器 旧河道

16-4-5 法 元 遺跡

16-4-6 法元遺跡 上師器、須恵器、磁器、陶器、瓦

16-4-7 法 元遺跡 不整 形 SC 土師器、磁器、陶器、打製石斧
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調査地点番号 遺跡名 葺構 の種 類 出土遺 物 備考 担 当

16-4-8 法 元潰 跡 表 方

16-4-9 法元遺跡

16-4- 10 法 元遺跡 上師器、須恵器、磁器、陶器、石器

16-4-11 法元遺跡

16-4-12 法 元遺 跡

16-4-13 法元遺跡

16-4-14 卜 〒 浩 跡 土師器、須恵器、陶器、打製石斧

16-4- 15 去元遺跡 土師器・須恵器・瓦・石器

16-4-16 装〒 檜 駄 SE o SH

16-4-17 去元遺跡 SE o SH 土師器、須忘器、石錘

16-4- 18 法元遺跡 SA・ SE2・ SH 上師器、須恵器、石錘

16-4- 19 銭元遺跡 SE o SH 上師器、須恵器、陶器、瓦

16-4-20 喫〒 檜 駄 SA・ STo SH 土師器、須忘器、磁器、陶器、瓦、石錘

16-4-21 法元遺跡 上師器 、須 恵器

16-4-22 喚〒 宿 駄 SA・ SE 土師器、須恵器、陶器、石斧 7世紀前 半 の SA

16-4-23 法元遺跡 SA・ SE o SD 土師器、須恵器

16-4-24 法 元潰 跡 】A・ SE 上師器、須忘器、磁器、石錘

16-4-25 法元遺跡 SA2 ・ S」2・ SE o SH 土師器、須忘器、磁器、石錘

16-4-26 法 元漬跡 SA2・ STl 土師器、須恵器、瓦、石錘

16-4-27 法元遺跡 SA・ S」 。SD 土師器、須忘器、石錘 上層に13～ 14Cの包含層。SAは 7世紀 ?

16-4-28 法 元遺 跡 SC・ SH 土師器、須忘器、磁器

16-4-29 法元遺跡 SC,S■ 土師器、須忘器

16-4-30 法 元潰跡 SE'Sl 土師器、須忘器、磁器、陶器、石錘

16-4-31 法元遺跡 土師器 、須 恵器 、磁 器 、 瓦

16-C-1 法元遺跡 SAl、 SP SH(方 形掘方 ) 土師器 (甕 )破片、須忘器 世紀後半・上層に近世 ?の遺構。 津由

16-C-2 法元遺跡 SH、 遺物包含層 土師器片、須恵器片 上層に平安時代の遺物包含層。

16-C-3 法元遺跡 SA、  SJ、  SH 土師器片、須恵器片 喚数のSAが重複するものと考えられる。

16-C-4 法元遺跡 」、 SH 土師器片、須恵器片、石器 複数のSAが重複する。

16-C-5 法元遺跡 ,Al、 SH 土師器片、須恵器片 5世紀末～7世紀前半。焼土検出。

16-C-6 法元遺跡 ,H、 遺物包含層 土師器片、須恵器片

16-C-7 些元遺跡 ,C、 S■、SZ、 遺物包合層 土師器片・須恵器片・石錘

16-C-8 法元遺跡 〕C、  SH 土師器片、須恵器片

16-C-9 法 元遺跡 ;H、 遺物包含層 土師器片、須忘器片

16-C-10 法元遺跡 】H、  SZ(SA?) 土師器片、須恵器片

16-C-11 法 元遺 跡 SH o SC・ SA? 土師器片、須忘器片、磁器

16-C- 12 法元遺跡 SE・ SI 上師器片、須恵器片

16-C- 13 法 元潰跡 SE,SH 上師器片、須忘器片、陶磁器片

16-C-14 法元遺跡 SE、  SAl、  SH 土師器片、須恵器片、石錘

16-C-15 法 元漬 跡 SAの続 き、 ST、 SH 土師器片、須恵器片、土錘、石錘 14地点から続くSAl軒を検出。

16-C- 16 法元遺跡 土師器片、須忘器片、石錘

16-C-17 法 元漬跡 SAl'SH 須恵器片、土師器片、石錘、鉄滓 18地点に続 くSAl軒を検出。

16-C-18 供元遺跡 SAの続き,SH,SC? 須点器 、土 師器 、 瓦 、石 錘 、鉄 澤 9～ 10世紀の上師器塊がまとまつて出土。

16-C-19 去元潰 跡 土師器片、須恵器片

16-C-20 去元遺跡 石錘 1

16-C-21 芸元遺跡 SI・ SZ 土師器片、須恵器片、敲石

16-C-22 法元遺跡 S■・SE・ SZ 上師器 片

16-C-23 法元遺跡 SI・ SE 土師器片、須恵器片

16-C-24 法元遺跡 S■・SE

16-C-25 法元遺跡 旬磁器片

16-C-26 法元遺跡 SH o SE 土師器片

16-C-27 法元遺跡

16-C-28 法元遺跡 SE・ SH 土師器片、陶磁器片 このSEは 30地 ,点まで続いて検出。

16-C-29 法元遺跡 土師器片、陶磁器片、石器

16-C-30 法 元遺 跡 ;H、  SE

16-C-31 法元遺跡

16-C-32 法 元 遺跡

16-C-38 法元遺跡

16-C-34 法 元遺 跡 染付片

16-C-35 法元遺跡 SHoSEoSZ 土師器片

16-C-36 法 元遺 跡 土師器片、染付片

16-D-6 法元遺跡 土 師器 養方

16-D-7 法 元遺跡 土師器、須恵器

16-D-8 法元遺跡 土師器

16-D-9 法元遺跡

16-D-10 法元遺跡 土師器、須恵器、磁器、石錘

16-D-11 法元遺跡 ,C 土師器片

6-D-12 法元漬跡 土師器、須恵器
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調査地点番号 置跡名 置構の種類 出土遺物 隋考 旦当

16-D-13 法元遺跡 土師器、須恵器、瓦、石錘 蓑方

16-D- 14 法 元遺 跡 SA・ SE o SH 土師器、須恵器、石錘 SEは 18地点まで続く

16-D-15 法元遺跡 SA・ SE o SH 土師器、須恵器、磁器

16-D- 16 法 元遺 跡 SE o SH 土師器、須恵器、磁器、陶器、石錘

16-D- 17 法元遺跡 土師器、須恵器、磁器、陶器

16-D- 18 法 元遺 跡 土師器、須忘器、磁器

17-3-1 法元遺跡 SE・ SH 上師器片・須恵器片・石器・瓦片

17-3-2 法 元遺 跡 土師器片・須忘器片・陶磁器片・石器

17-3-8 法元遺跡 土師器片・須忘器片・陶磁器片・石錘

17-3-4 法 元遺 跡 土師器片・須恵器片・陶磁器片

17-3-5 法元遺跡 土師器片・須恵器片・陶磁器片・石器

17-3-6 法 元遺跡 SA2・ STl 土師器片・須恵器片・陶磁器片 7世紀のSA

17-3-7 法元遺跡 SA・ SP 土師器片・須恵器片・陶磁器片 SPの周 囲 か ら焼 土検 出

17-A-4 法 元遺跡 SE・ SH,SZ・ SC 土師器片・須恵器片・石器 津曲

17-A-5 法元遺跡 SA'SP'SH 土師器片・須恵器片

17-C-1 法 元遺跡 土師器片・須恵器片・陶磁器片 蓑方

17-C-2 法元遺跡 土師器片・須恵器片 2～9地点で16軒ものSA検出

17-C-3 法 元遺跡 SA2・ STl 土師器片・須恵器片・石錘 6世紀後半のSA

17-C-4 法元遺跡 土師器片・須恵器片 6世紀末～のSA

17-C-5 法 元遺 跡 SA2・ S丁 2 土師器片・須恵器片・陶磁器片 7世紀 の SA

17-C-6 法元遺跡 SA2・ SH 土師器片・須恵器片

17-C-7 法 元遺 跡 SA2・ S丁 1 土師器片・須恵器片・石錘

17-C-8 法元遺跡 SA2・  SPl 土師器片 7世紀前半の SA

17-C-9 法 元遺 跡 土師器片

17 ―C 法元遺跡 上師器片・須忘器片

17 ―C― 法 元遺 跡

7-C― 2 法元遺跡

17 ―C― 法 元遺 跡 土師器片・須恵器片

7-C― 4 怯元遺跡 土師器片・須忘器片・陶磁器片

17 C― 美〒 格 駄

7-C 6 去元遺跡 SA・ SH 土師器片・須恵器片

17 C― 去〒 宿 跡 土師器片・須恵器片

17-C- 18 去元遺跡 土師器片・須恵器片

17 C― 去元潰 跡 土師器片・須恵器片

17-C-20 去元遺跡

17 C― 去元潰 跡

17-C-22 芸元遺跡

17-C-23 法元遺跡 SA・ SP 上師器 片・須 恵器 片 SPの南側から焼土検出

17-C-24 法元遺跡

17-C-25 去元遺跡

17-C-26 法元遺跡

17-C-27 法元遺跡

17-C-28 法元遺跡 土師器片

17-C-29 法元遺跡

17-C-30 法元遺跡

17-C-31 法元遺跡 上師器片・陶磁器片

17-C-32 法元遺跡

17-C-33 法元遺跡

17-C-34 法元遺跡

17-C-35 法元遺跡

17-C-36 法元遺跡 土師器片・須忘器片

17-C-37 法元遺跡 上師器片

17-C-38 法元遺跡 土師器片・石器

17-C-39 法元遺跡 土師器 片

17-C-40 法元遺跡 土師器片

17 法元遺跡 上師器 片・須 点 器 片

17-C-42 法 元遺 跡 土師器片・須恵器片

17-C-43 法元遺跡 SE o SH

17-C-44 法 元遺 跡

17-C-45 法元遺跡 土 師器 片・須 恵器 片・石器・ 陶磁 器 片 禄釉 陶器・黒色 土器 出土
^

津 曲

17-C-46 法元遺跡 土師器片・須忘器片

17-C-47 法 元漬跡

1 童子丸遺跡 遺物包含層 匂磁器片、瓦破片、土師器片

16-1-2 董子九遺跡 豊物包含層 勾磁器片、瓦破片、土師器片

-3 童子丸遺跡 遺物包合層 旬磁器片、瓦破片、土師器片、須恵器片

16-1-4 董子 丸漬 跡 土 師器 片 、須 恵器 片

5 童子丸遺跡 土師器片
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調査地点番号 遺跡名 童特の種類 当土遺物 隋考 lH当

6- -6 童子九遺跡 ;Z 上師器 (高郷 )、 須 恵器 片 津 曲

7 童子丸遺跡
'A2・

SE・ SH 土師器 (篭 )、 須恵器片

16- 童子丸遺跡 上師器、須恵器 (不蓋)

16- 童子丸遺跡 SE・ SZ 土師器片、須恵器片

16- 垂子丸遺跡 土 師器 片

16-2-1 童子丸遺跡

16-2-2 董子丸遺跡

16-2-3 童子丸遺跡

16-2-4 董子丸遺跡

16-2-5 童子丸遺跡

16-2-6 菫子丸遺跡

16-2-7 童子丸遺跡 土師器片

16-2-8 重子丸遺跡 土 師器 片 SEイま9地点1こ続く。

16-2-9 童子九遺跡 SE・ SZ 土師器片

16-2 0 重子 丸漬跡 上 師器 、須 恵器 破 片

16-2 垂子丸遺跡 SE・ SH 土師器、須恵器破片

16-2 2 董子 丸潰 跡 土 師器 、須 恵器 破 片

6-2 3 圭子丸遺跡

6-B― 垂子丸遺跡 遺物包含層 土師器片、須恵器片

16-B-2 董子丸遺跡 遺物包含層 土師器片、須恵器片、砥石、陶磁器、染付

16-8-3 董子丸遺跡 SE,SAl 上師器片、須恵器片、土師器 (邦 ) SAlイま4地点 1こ続く。

16-8-4 董子丸遺跡 近世SD、 SH、 SA(SJイ寸) 土師器 (甕 )、 須恵器片、寛永通宝 )末～7世紀前半の住居跡。上層に近世。

16-B-5 董子丸遺跡 SH・ SAl(S」イ寸) 上師器 片 、須 恵器 片 上層に近世の遺物包合層。

16-8-6 童子丸遺跡 SE・ SH

16-B-7 筆子丸遺跡 SH3、  SE 上師器 片 SHは等 間隔 に並 ぶ 。

16-B-8 童子丸遺跡 土師器片

16-B-9 董子九遺跡 遺物包含層 上師器 片

16-B-10 重子 丸遺 跡 遺物包含層 衛磁器、橋り鉢片

16-B-11 童子九遺跡 遺物包含層 獲点器片、陶磁器片、染付片

16-B-12 童子丸遺跡 遺物包含層 須恵器片、染付片、陶磁器片

16-B-13 童子九遺跡 ;E・ SH

16-B-14 童子丸遺跡 ;E・ SH

16-B-15 童子九遺跡 SE・ SH

16-B-16 童子丸遺跡 土師器破片

16-B-17 童子丸遺跡

16-B-18 童子丸遺跡

7- 1 童子丸遺跡 遺物包合層 匂磁器片・古銭・土師器片

7- -2 童子丸遺跡 置物包合層 勾磁器片・土師器片

7 -3 童子九遺跡

7- 5 童 子 丸遺 跡

7 6 童子九遺跡

7 7 童子丸遺跡 土師器片

7 8 童子丸遺跡 上師器片

7- 9 童子丸遺跡 置物包含層 土師器片・陶磁器片

7 童子丸遺跡 土師器片・須恵器片・陶磁器片・瓦片・石器

17-1-21 童子丸遺跡 土師器片・須恵器片・瓦

7 -22 童子丸遺跡 土師器片・陶磁器片

7 童子丸遺跡

7 童子丸遺跡 SE・ SAl・ SC 土師器片・須恵器片・陶磁器片

7 -25 童子丸遺跡

7 1 童子丸遺跡 土師器片・須恵器片・陶磁器片・瓦片 近 世

7 童 子 丸遺跡

7 3 童子九遺跡

7 4 重子 丸漬 跡

7 5 童子丸遺跡 SZoS日 土師器片・須忘器片 SAが重複する可能性。

7 童子 丸漬 跡 SZoS日 土師器片・磁器 ,Aが重複する可能性。

7 7 童子丸遺跡 遺物包含層 土師器片・須恵器片

7 -8 童子 丸漬 跡 須恵器片・石器

7 -9 童子九遺跡 SH群 土師器片・須恵器片 IBを構成する可能性。

7 - 10 重子 丸漬 跡 S■3 土師器片・須恵器片・石器 SA3軒検出。SAlは ■地点にかかる。

7 11 童子九遺跡 SA2 土師器片・須恵器片・石器 10・ ■地点で合計4軒。

7 - 12 童子 丸漬跡 SA?・ SH・ SE 土師器片・陶磁器片・石器 SAの 可能性あり。

7 - 13 童子丸遺跡

7- 童子 丸漬跡

7- -15 童子丸遺跡

17-2-16 董子 丸漬跡 土師器片・須恵器片

17-2-17 童子丸遺跡
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調査地点番号 置跡名 置構の種類 出土遺物 備 考 担 当

17-2-18 童子丸遺跡 津 曲

17 -2 童子丸遺跡 SEoSH君羊 土師器片・瓦片・陶磁器片・鉄器

17-2-20 童子丸遺跡 ,H群 土師器片・須恵器片・石器

17 -2 童子 丸遺 跡

17-2-22 童子丸遺跡 SH・ SZ 土師器片

17-2-23 童子丸遺跡 土師器 片・須 恵器 片 復数のSAが重複する可能性、

17-2-24 童子丸遺跡 大型SE 土師器片・須恵器片

17-2-25 童子丸遺跡

17-2-26 童子九遺跡

17-2-27 童子丸遺跡 蓑 方

17-2-28 童子丸遺跡

17-2-29 童子丸漬跡

17-2-30 童子丸遺跡

17 -2 曇子九遺跡

17-2-32 童子丸遺跡

17-2-33 菫子丸遺跡

17-2-34 童子丸遺跡

17-2-35 童子丸遺跡 上師器 片・須 煮器 片・石器 津曲

17-2-36 童子丸遺跡

17-A-1 曇子丸遺跡

17-A-2 童子九遺跡

17-A-3 曇子九遺跡

17-A-6 童子丸遺跡 置物包含層 土師器片・須忘器片

17-A-7 童子丸遺跡 SA(SJイ寸) 土師器片・須恵器片 5世紀後半。

17-A-8 董子丸遺跡

17-A-9 童子九遺跡

18-2-1 童子九遺跡 SE o SH群 質忘器片・陶磁器片・石錘

18-2-2 童子九遺跡 SH群 土師器片 :Bを構成する可能性。

18-2-3 童子丸遺跡 SA?。 SE o SHoSZ 土師器片 SAの可能性あり。

18-2-4 童子九遺跡 SHo SZ 土師器片・陶磁器片

18-2-5 童子丸遺跡

18-2-6 童子九遺跡

18-2-7 童子丸遺跡

18-2-8 童子九遺跡

18-2-9 童子丸遺跡 土師器片・須恵器片

18-2 0 童子九遺跡 SC・ SZ 殉磁器片

18-2 重 子 丸遺跡 SI・ SZ 瓦オ・須恵器片・土師器片

18-2 2 童子九遺跡 SC・ SA・ SZ 土師器片

8-A― 童子丸遺跡 殉磁器破片

18-A-2 童子丸遺跡

18-A-3 童 子 丸遺跡 SA? 上師器甕破片・土師器・陶磁器片 3世紀末～の東九州系甕

18-A-4 童子九遺跡

18-A-5 童子丸遺跡

18-A-6 童子丸遺跡 土師器片・須恵器片・陶磁器片

18-A-7 童子丸遺跡 土師器片・須恵器片

18-A-8 童子丸遺跡 土師器片 〕地点に続く。

18-A-9 童子丸遺跡 SAl・ SZ 土師器片・須恵器片・陶磁器片・石器 3地点とあわせてSAl軒

18-A― 0 童子丸遺跡 SEoSH 土師器片・須恵器片

8-A l 童子丸遺跡 SHoSZ 土 師器 片

18-A― 2 童子丸遺跡 SA?。 SH・ SE 土師器片・須恵器片 SHか ら8世紀前半の功蓋出土。

8-A 3 童子丸遺跡 SEoSH群 土師器片・須恵器片

18-A― 4 童子丸遺跡 SH群 須恵器片

8-A 5 童子丸遺跡 SC 上師器片・須恵器片・陶磁器片

18-A― 6 童子丸遺跡 SEoSH 土師器片・須恵器片

8-A 7 童子丸遺跡 SEoSZ・ SH群 土師器片・須忘器片 地形 が 下 が り、遺構 検 出面 が深 い

8-A― 8 童子丸遺跡 土師器片・須忘器片

8-A 9 童子丸遺跡 SZ 土師器片・須忘器片

18-A-20 童子丸遺跡 SA?。 SH 土師器片・須恵器片

A 童子丸遺跡 Sl君羊

18-A-22 童子丸遺跡 Sl,SZ 土師器・須忘器・石器

18-A-23 童子丸遺跡 SE・ SI・ SC 土師器片・須恵器片・石錘 24地点 1こ続く。

18-A-24 童子丸遺跡 SE・ SH 土師器片・須恵器片・陶磁器片

18-A-25 垂子 丸遺跡 須恵器片

18-A-26 董子丸遺跡 須忘器片・石器

18-A-27 垂子 丸遺 跡 SH群 土師器片・須恵器片

18-A-28 董子丸遺跡 S2・ SC 須忘器片

18-A-29 垂子 丸遺 跡 SE,SC 須恵器片
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調査 地 点番 号 貴跡 名 責構 の種類 J十漬 物 隋考 IH当

18-A-30 重子 丸遺跡 SC・ SI 蠅文土器片・須恵器片・土師器片・古瓦片 急に地形が上がる。 津 曲

18-A-31 童子九遺跡 S2・ SH

18-A-32 重子丸遺跡 SH・ SE 土師器片・須恵器片・陶磁器片

18-A-33 童子丸遺跡 土師器片・陶磁器片

18-A-34 童子丸遺跡 SZ・ SH 上師器 片

18-A-35 童子丸遺跡 SE・ SH 土師器片・須忘器片・陶磁器片

18-A-36 童子丸遺跡

18-F-1 童子九遺跡 匈器 片 蓑方

18-F-2 童子丸遺跡 弦器片

18-F-3 童子九遺跡

18-F-4 童子丸遺跡

18-F-5 童子九遺跡 土師器片

18-F-6 童子丸遺跡 SC

18-F-7 童子九遺跡

18-F-8 童子丸遺跡

18-F-9 童子丸遺跡 SC2・ SH

18-F― 0 童子丸遺跡 暁礫・SEl,SC,SH 土師器片・製塩土器片

18-F― 童子九遺跡

18-F 2 童 子 丸 遺跡 SC・ SH 土師器片

18-F― 3 童子丸遺跡

18-F 4 童子丸遺跡 SE o SI 健文土器・土師器片・須恵器片

18-F― 5 童子九遺跡 SE o SC o SH 健文土器片・土師器片・古瓦片・石器

18-F 6 童子丸遺跡 ]E oSC oSH 土師器片・須恵器片・石器

18-F― 7 童子丸遺跡 SE o SH 弥生土器片・土師器片・土錘・石器

18-F 8 童子丸遺跡 SE o SC・ SH

18-F― 9 童子丸遺跡 SE o SH

19-C-4 童子丸遺跡 津 曲

19-C-9 童子丸遺跡

19-C-10 童子丸遺跡 Sl・ SZ

19-C-11 童子丸遺跡 土師器片

19-C- 12 童子丸遺跡

17-1-4 石貫遺跡

17-1-5 石貫遺跡

17-1-6 石貫遺跡

17-1-7 百貫遺跡 土師器片・須忘器片・古銭

17-1-8 百貫遺跡 土師器片・須恵器片・陶磁器片・瓦・石 7世紀のSA

17-1-9 百貫遺跡 土師器片・須恵器片・陶磁器片

7-1 0 百貫遺跡 土師器片・須恵器片・陶磁器片・鉄片 「世紀のSA

7-1 1 百貫遺跡 SEoSH 土師器片・須恵器片・陶磁器片

7-1 2 百貫遺跡

7-1 3 百貫遺跡 SE oS■ 土師器片・須恵器片・陶磁器片・鉄器片 菱 方

7-1 4 百貫遺跡 土師器片・須恵器片・炭

17-1-C 百貫潰跡 SA・ SH 上師器 片・須 恵器 片 ,EはK地点 まで続 く

17-1-D 百貫遺跡 SA2・ SC o SH 土師器片・須忘器片・陶磁器片

17-1-E 百貫遺跡 SA2・ S」 1 ・SH 上師器 片・須 恵器 片

17-1-F 百貫遺跡 土師器片

17-1-G 百貢遺跡 衛磁 器 片・鉄器 片 旧河道

17-1-H 百貫遺跡 土師器片・須恵器片・陶磁器片

17-1-I 百貢遺跡 土師器片・須恵器片・鉄器片

17-1-J 石貫遺跡 土師器片・須忘器片・陶磁器片

17-1-K 百貫遺跡

17-1-L 百貫遺跡

17-1-M 百貫遺跡 土師器片・陶磁器片

17-1-N 百貫遺跡 土師器片・陶磁器片 旧河道

17-1-0 百貫遺跡 旧河道

17-1-P 石貫遺跡 旧河道

18-1-1 百貫遺跡 SE・ SZ 頻恵器・陶磁器片・石器 津曲

18-1-2 百貫遺跡 土師器片・須恵器片・石錘

18-1-3 石貫遺跡 土師器片・須恵器片

18-1-4 百貫 遺跡

18-1-5 石貫遺跡 SE(撹乱)

18-1-5-2 石貫遺跡 SE(わ竜舌し)。 SC o SE

18-1-6 石貫遺跡 SE(撹乱)・ SC 百錘

18-1-7 石貫遺跡 SE・ SH君羊 土師器片

18-1-8 百貫遺跡 SH群

18-1-9 石貫遺跡 SEl・ 2・ SH君幸 土師器片・須恵器片・陶磁器片

18-1-10 石富漬跡 SH群
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調査地点番号 自跡名 費構 の種類 当土遺物 席考 担 当

18- 石貫遺跡 土師器片・須恵器片 津 曲

18- 2 石 貫 潰跡 ,■君羊,SE・ SAl 土師器 片

18‐ 3 石貫遺跡 SE・ S■君羊 上師器片

18‐ 4 石 貫 漬跡 ;H君羊

18- 5 石貫遺跡

18- 石貫 漬跡 土師器片・陶磁器片 録釉陶器片出土。 蓑 方

18- 石貫遺跡 SA 土師器片

18- 石 貫漬 跡

18- 石貫遺跡

18 石 貫漬 跡

18- -21 石貫遺跡 SE o SH 土師器片

18- 石貫遺跡 津 曲

18-B-1 石貫遺跡

18-B-2 石貫遺跡 質恵器 片

18-B-3 石貫遺跡

18-B-4 石貫遺跡 SH・ 撹乱 (ワ1水管) 土 師器 片

18-B-5 石 貫 遺跡 S■・ SZ 土師器片

18-B-6 石貫遺跡 SE・  S■・ SC'SZ 須 恵器 片・土 師器 片・陶磁 器 片・石 錘

18-B-7 石 貫 遺跡 須恵器片

18-B-8 石貫遺跡 SE・ SH君半 土 師器 片

18-B-9 石 貫遺 跡 SH君羊 土師器片

18-B― 0 石貫遺跡 SA? ・SH君羊

8-B 1 石 貫遺跡 SH君羊・ SE 土師器片

18-8- 2 石貫遺跡

8-B 3 石 貫遺 跡 S■ ,SC o SE

8-B‐ 4 石貫遺跡 SH o SZ o SE

8-B― 5 石 貫遺 跡 Sl'SZ 上師器片・須忘器片

8-B― 6 石貫遺跡 S■・SE 上師器片・陶磁器片 染付 (青花)16世紀前半。

8-B― 7 石 貫遺跡 SE 土師器片・陶磁器片

8-B― 8 石貫遺跡 土師器片・須忘器片・陶磁器片

8-B― 9 石 貫遺跡 SE・ SC 土師器片・須恵器片

18-8-20 石貫遺跡 S■・SC,SA? 弥生土器片・土師器片・須恵器片 弥生 時代 中期 末 ～後 期 前 半 の漬構

18- B― 百貫遺跡 SC・ SH君羊 弥生土器・上師器片・石錘

18-8-22 百貫遺跡 SAl ・ SE・ SI 弥生土器片。上師器片・須恵器片 SAlは 23)し翻こ続く

18-3-23 百貫遺跡 SA・ SE・ SC・ SH群 縄文片・弥生片・土師器片・須恵器片

18- B― 百貫遺跡 SE o SC 土師器 片・須 恵器 片

18-B-25 百貫遺跡 土師器片・須忘器片 このSEは 28地点まで続く

18-B-26 百貫遺跡 匂磁器片

18-B-27 石貫潰跡

18-B-28 石貫遺跡 蠅上器 片・土 師器 片・陶磁 器 片

19-C-1 石貫遺跡 SC・ SH・ SE 土師器片・須忘器片

19-C-2 石貫遺跡 SC,SE 土師器片・須恵器片

19-C-3 石貫漬跡 土師器片・須恵器片・磁器・陶器

19-C-5 石貫遺跡 SE・ SAl・ SH 土師器片・須恵器片 覚乱の溝が8地点まで検出。

19-C-6 石貫遺跡 SE,SAl・ SH 土師器片・瓦片

19-C-7 石貫遺跡 SE o SA・ SH 土師器片 。須恵器片

19-C-8 石貫潰 跡 SE o SZ・ S日 土師器片

ab.2 土製品

出上位置 種別

法 量 (cm)

色調 誦慈・愁 杉
=澁 備 考長 軸 幅

20-2-2 ST 土製支脚 108  60 10YR8/4 粘土板丸め、すデ、面取り 堂ヶ嶋遺跡。

19-D-19 SA2 上製支脚 50 10YR7/4 粘土板丸め、ナデ、オサエ 残 1/3・ 寺崎澄跡 .

16-4-25 SAl 十製支脚 35
10YR7/3-
5/1 貼土板丸め、ナデ 瑞部 が 凹・法 元遺跡。

Tab.3   土錘

出上位 置 種 別

法畳 (cm)

重量⑭ 色調 備 考長軸  幅  孔径
16D-3-括 土錘 41   16    06 11 26 7 5YR6/4 堂 ヶ嶋遺跡。

20-B-4 SDl 土錘 2 1 7 5Y9/6 残2/3。 寺崎遺跡。

16-C-154尾畳 土錘 54 2 1 07 19 96 10YR7/4 法元遺跡。

17-3 1 土錘 21 07 14 07 10YR8/3-6/1 残1/2。 法元遺跡。

17-3-2 SP5 土錘 06 ll 10YR8/3 侠〒 書 跡 ^

1735④ 土錘 07 24 82 7 5YR6/4 卜〒 活 脈

17-C-45 SAl 土錘 15 05 63 10YR7/3 法元遺跡。

17-C-45 SAl 土錘 3 15 05 10YR7/3 残1/2以下。法元遺跡。

18-A-10 SEl 上錘 ;6 03 2 56 10YR8/4 残 1/2以下。
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Tab.4 土器類観察表

出土地点・遺構 器 種 部 位
法 量 (cm) 調整・文様等 色 調

備 考
口径  底径  器高  胴径 外 面 内 面 外 面 内面

l 17-B-3 SAl 二と
,llll 氏音Б 11 3 回転ヘラ削 り・回転ヘラ切 り 回転 ナ デ 5YR6/6 5YR6/6 〕C

2 17-B-3 SAl 須・塊蓋 蓋部 173 回転ヘラ削り・回転横ナデ 回転横ナデ 3C

3 17-B-3 SA2 須・甕 阿部破片 路子目叩き 同心円当具痕 7 5Y6/1 7 5Y7/1 〕C

4 17-B-3 SHl 須・娩 一氏 回転横ナデ・回転ヘラ削り 回転横ナデ 7 5Y7/1 7 5Y6/ユ 〕C

5 17-B-4 SAl 須・不 日～受 129(日 )・ 140(受 ) 回転横ナデ・回転ヘラ削り 回転横ナデ 7 5Y5/1 7 5Y5/ユ

17-B-5 SAl 土・郭 日～胴 170 季滅 ミガキ状ナデ 10YR6/3 10YR6/3 7C初頭

7 17-B-5 SAl 須・蓋 天 ～ 日 118 30 天かぶ り 回転横ナデ・不定ナデ 7 5Y7/1 7 5YR7/1 7C後半

8 17-B-5SAl――布舌 須 坑 桐～底

回転ヘラ削り・横ナデ ヘ

ラ切り コ転横ナデ・不定ナデ 5Y5/1 5Y6/1 7C後半

17-B-5  -―す舌 土・郭 底 部 回転横ナデ・回転ヘラ削り コ転横ナデ・不定ナデ 7 5YR6/6 7 5YR6/6 7C後半

17-B-5 SEl 土・短頸壷 日～胴 111 104
口 筈 快 フ ア ・快 フ ア ・科 の

ナデ 回転横ナデ・横ミガキ 10YR3/1 7C後 半

11 17-B-22  SAl 土・壷 日 工具横ナデ 工具横ナデ 10YR8/4 10YR8/3 4C後半

12 17-B-22  SAl
土・小型丸

底壷 日～底 85 83 横 ミガキ 縦 ミガキ後ナデ

斜めミガキ・ナデ・指オサ 2 5Y6/4・

5YR6/6 5YR6/6

4C後半・赤色塗

彩・黒f/1有

17-B-22  SAl 土・高杯 月即 124 横ナデ 横ナデ 10YR7/4 10YR7/4 4C後 半・精良胎土

14 17-B-22  SAl 土・重 日～頸 ナ デ 不定すデ 10YR8/3 10YR8/2 4C後 半

15 17-B-22  SZl 土・不 日～底 回転横ナデ 回転ヘラ切り 回転横ナデ・不定ナデ 5YR6/6 5YR6/6 1lC-12C?

17-B-23  SZl 夕盲 ・ Й 結 底 102
回転ヘラ削り・回転横ナ
デ・回転ヘラ切 回転横ナデ・不定すデ

5Y5/1

S/1 5Y6/1 7C後～ 8C前

17 17-B-25  SAl 土・高杯 脚 13 6 慣ナ デ 横 ナ デ 10YR6/1 7 5YR7/4

17-B-25  SAl 土・婉 底 コ転横 ナ デ・回転ヘ ラ切 り 回転横ナデ 7 5YR8/6 7 5YR8/6 9C後～10C前

19 17-B-26  SAl 質・塊 胴 ～ 底 74 回転横 ナデ・回転ヘ ラ削 り 不定ナデ・磨痕 5Y4/1 7C後半・転用硯

マ ド 土・甕 日～胴 17 0 143 回転ナデ・工具タテナデ 工具横ナデ 7 5YR7/4 ～6/4 6C後

21 17-B-53 SZ 土・娩 胴～底 回転横ナデ・回転ヘラ削り 回転ナデ 7 5YR7/4 「 5YR7/4 9C後～10C前

17-B-53 SZ 三ヒ・ 影 こ 摩滅・底部花弁状ナデ ミガキ・内黒 7 5YR7/6 2 5Y3/1 9C後～10C前

17-B-53 SZ 土・杯 底 55 回転横ナデ 回転ヘラ切 7 5YR6/6 7 5YR7/6 9C後～10C前

17-B-54 S■ 1 土 ・ 貌 胴～底 同転構 ナ デ 回転横ナデ 10YR7/4 7 5YR6/6 底都中央穿孔

17-B-54 SH2 土・坑 胴～底 国転横ナデ・花弁状ナデ ミガキ状ナデ・赤色塗彩 7 5YR7/6 10C前・外来系 ?

17-B-54 SH2 三 L・ ラ F 胴 ～底 70 肇滅・円盤状高台 回転横ナデ 7 5YR7/6 10YR7/4 10C前

17B54包 含層 土・郭 胴～底 峯滅 回転横ナデ 7 5YR7/6 7 5YR7/6 底部中央穿孔

17B54包 含層 土・功 底 64
回転横ナデ・黒色処理・高

台内指頭圧痕 摩滅・黒色処理 7 5Y3/1 7 5Y3/1 10C・ 黒色土器

17B54包 含層 土・イ 底 コ転ヘラ切 摩滅 7 5YR8/6 7 5YR8/6 9C後～ 10C前

17-B-54 (]モ釘万雷土・筑 底 74 ヨ転横ナデ・ヘラ切後ナデ 回転横ナデ 7 5YR8/6 7 5YR8/6 9C後～ 10C前

1837-括 土・筑 底 コ転横ナデ 回転ヨコナデ 7 5YR7/6 7 5YR7/6 9C後 ～ 10C前

18-3-8 SE2 須・蓋 天 コ転横ナデ・回転ヘラ削り回転横・後不定ナデ ,Y7/14-6/1 5Y5/1 〕C・ つまみ径22

18332-括 土・寮 底 不定ナデ 摩 滅 10YR8/4 10YR8/4 粗粒・赤褐色粒

8-C 包含層 土・高盤 胴 ～底 オサエ 回転ヘラ削 リ ヨヨナデ 粗い横ナデ 7 5YR7/6 7 5YR3/1 )C後半

18 C l包含層 三L・ タ ト 胴 ～底 72 回転横ナデ・回転ヘラ切 回転横ナデ 7 5YR8/8 7 5YR8/8 )C後・円盤状高台

18 C l包含層 三L・ 力 t 胴 ～底 コ転横ナデ・回転ヘラ切 不定ナデ 7 5YR7/6 7 5YR7/6 )C後半

18 C l包合層 土 ・ 坑 胴 ～底 70 コ転横ナデ 回転横ナデ 7 5YR6/6 7 5YR6/6 ,C後半

18C-1包含層 陶 水注
月同部破
片 儘色釉  貼花 文 (人物 )

灰釉が一部かぶる。横ナ
10YR5/6 2 5Y7/2

中国 長沙窯黄
釉褐彩・9C

18-C-2 SEl 須 ?甕 頸～胴 回転横ナデ・格子目叩 横ナデ・波状当具・ナデ 2 5Y5/2 2 5Y6/1 欽管 焼 成・8C

18-E-3 SEl 土・甕 頸 ～月同 蹟ナデ 摩滅・縦ナデ 10YR8/4 7 5YR7/6

18-E-3 SEl 土・郭 底 68 回転横ナデ・回転ヘラ切 回転横ナデ 7 5YR7/6 7 5YR7/6 ,C後～ 10C前

18-E-3 SEl 土・イ 胴～底 68 コ転検ナデ・回転ヘラ切 回転横ナデ 10YR7/4 10YR7/4 ,C後～ 10C前

18-E-4 SEl 土・イ 桐～底 72 回転横ナデ・回転ヘラ切 ]転積 ナ デ 7 5YR6/6 7 5YR6/6 10C前

18-E-4 SEl 土・イ 氏 62 回転横ナデ ヨ転横ナデ 10YR7/4 10YR7/3 10C前

19-1-2 SAl 土・甕 日～底 22 4 3 5  25   23 7 横ナデ・格子目叩・ナデ 黄ナデ・斜工具ナデ 7 5YR8/6 7 5YR8/6

3世紀中・外面叩
き調整

19-1-2 SAl 土・奏 日～底 18 9 5 5  27 4  24 0 横ナデ・叩き?後不定ナデ 酢 横工具ナデ 10YR7/3 10YR8/4 3後半

19-1-2 SAl 土・甕 日～頸 22 5 回転横 ナ デ コ転横ナデ・工具ナデ 10YR7/4 10YR7/4 3後半

19-1-2 SAl 土・甕 日～ 月 188 回転横ナデ・斜工具ナデ ヨ転横ナデ エ具横ナデ 10YR8/4 10YR8/4 3後 半

19-1-2 SAl 土・高杯

不底 ～

1却 縦 ミガキ 黄ミガキ・オサエ 5YR5/4 5YR5/4 SC後

19-1-2 SAl +・ 言 抹
不 底 ～

1却 陵ナ デ・締 ナ デ 峯滅 7 5YR7/6 7 5YR7/6 3C末
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No 出土地点・遺構 器 種 部位
法 量 (cm) 調整・文様等 色 調

備考

口径  底径  器高  胴径 外 面 内 面 外 面 内 面

19-1-2 SAl 土・甕 日～頸 12 日縁端部まで叩き。横ナデ 横・斜工具ナデ 10YR8/3 10YR7/4 ,C中 葉

19-1-2 SAl 土・甕 日～胴 横ナデ・縦ナデ 陵工具ナデ・縦工具ナデ 10YR8/4 10YR3/4 ,C末～ 7C前

2 SAl 土・甕 甍部 73 不定ナデ 工具横ナデ 10YR3/4 2 5Y2/1 )C中 葉

5 SA2 須・壼 頃 回転横ナデ 回転横ナデ・波状当具痕 7 5Y5/1 5Y5/1 FC?

1914-括 須・甕 旧破片 平行叩き 波状当て具痕 5Y3/2 5YR6/6 〕C

2 SAl 土・甕 日～胴 陳ナデ・工具横ナデ 横ナデ・縦ナデ 10YR3/4 10YR8/4 SCラに

3 SAl 土・甕 旧～底 132 独い縦ナデ・不定ナデ 工具横ナデ 10YR5/4 10YR5/4 「C前半

5 SA2 土・養 日 17 4 蹟ナデ・縦ナデ 横ナデ 10YR3/4 10YR8/4 「C前半

5 SA2 土・甕 日 蹟。縦ナデ 横ナデ・維ナデ 10YR3/3 10YR8/3 SC末 ～ 7C前

19-1-3 SAl 土・甕 胴～底

工具縦・斜めナデ・底部付
近不定ナデ

工具横ナデ・底部強いオサ
エ・縦ナデ 10YR8/4

10YR8/4

10YR5/1 「C前半

19-1-5 SA2 土・高杯 卿部 112 隣ナデ 横ナデ 10YR8/4 10YR8/2 「C前半

19-1-5 SA2 土・甕 主 110 横ナデ・縦ナデ 維ナデ 10YR7/3

10YR7/4

10YR4/1 「C前半

19-1-5 SA2 土・甕 氏 華滅・横ナデ 維ナデ 10YR8/4 10YR8/4 「C前・木の葉底

19-1-5 SAl 土・片 日鉢 日～底 11 99 135 瞭ナデ・後縦・横ミガキ
横ナデ・斜めナデ・横ミガ
キ・縦ナデ 10YR8/4

10YR3/3

～5/1 7C前・木の葉底

19-1-5 SAl 土・甕 桐～底 12・ 0 工具縦ナデ・不定ナデ 横ナデ・縦・斜めナデ 10YR8/4 10YR3/4 7C前・木の葉底

19-1-5 SA2 土・甕 日～胴 横ナデ 摩 滅

10YR8/3

～8/4
10YR8/3
-8/4 IC前 半

-6 SA2 土・不 日～底 回転横ナデ・ヘラ切後ナデ 回転横ナデ 10YR7/6 10YR7/6 〕C中～後半

-6 SA2 土・邦 日～底 116 回転横ナデ・ミガキ 回転横ナデ 10YR6/6 〕C後半

-6 SA2 須・塊蓋 天 回転横ナデ・回転ヘラ削り 回転横ナデ 2 5Y7/3 10YR6/4 8C後半

-6 SA2 須・イ 身 日～底 〕 8 35 回転横ナデ・回転ヘラ切話 回転横ナデ・不定ナデ N7/灰 白 TK217新

-6 SAl 須・甕 胴破 片 擬格子目叩きのちカキロ 同心円当具痕 10Y7/1 5Y5/1 5C後～7C

-6 SAl
髪買・ 至 暑 胴破片 格子目叩き 車輪状当具後ナデ 7 5Y6/1 7 5Y6/1 〕C

19-1-12 SAl 土。長胴甕 胴～底 102 縦工具ナデ 礎工具ナデ

10YR6/3

～7/3 10YR5/2 土器埋設炉・7C後

-12 土・小型甕 一氏 摩滅 峯減 10YR8/6 7C?本 の葉底

8 SAl 土・杯 日～底 40 回転横ナデ・回転ヘラ切 回転横ナデ・不定ナデ 10YR8/4 10YR8/4 3C後半

-8 SAl 須・壷 日 回転横ナデ コ転横ナデ 3C?

-9 S■ 3 土・lTN 日～胴 ミガキ・摩滅 挙滅 10YR6/6 7 5YR5/6

19-1-1l SAl 土・甕 桐～底

斜め工具ナデ・木の栗ほ後
ナデ 陳ナデ・縦ナデ 10YR7/4 10YR6/8 7C後半・木の葉底

19卜7検出面 土・高杯 脚吉F 強い縦ナデ・横ナデ 横ナデ・縦ナデ (接合部) 10YR8/3 10YR8/3 7C前半

7 土・甕 底 70 縦ナデ・横ナデ 縦ナデ 10YR7/3 7C前・木の葉底

19-1-13 SA2 土・弩 頸～底

回転横ナデ・縦工具ナデ・

斜めナデ 横ナデ。強い工具横ナデ
10YR7/3
・5YR6/6 7 5YR7/4

土器埋設炉・6C中

～後

土・甕 同部破片 摩 滅 ヨコナデ I.5YR7/4 2 5Y7/4 6C後半

製塩土器 日～胴 ナデ 布 痕 「 5YR7/6 7 5YR7/6 古代

土・高杯 日～脚 77
細ミガキ・粗ミガキ・縦ナ
デ・ナデ ナデ・横ミガキ・縦ナデ 7 5YR7/8 5YR6/8 6C後半

9-1-13 SA 須・不身 日～胴 126 回転槙ナデ 回転ヨコナデ MT85‐ΨTK43

9-1-13 SA 弥生・壷 桐破片 凸帯・貝占付・カキロ 摩滅 10YR5/4 10YR7/4 弥生中期末～

9-1-18 SE 土・甕 底 言Б 横ナデ。強いナデ 維斜めナデ 10YR8/6 10YR7/4 6C～ 7C・木の葉底

9-1-18 SH 須・盤 口 回転横ナデ・回転ヘラ削り 回転横ナデ 2 5Y8/2 2 5Y8/2 8宅登-9C

19-1-18 S■ 1 須・坑 底 85 回転横ナデ 回転横・不定ナデ

5Y6/1～

5/2

5Y7/1-
6/2 9C前

-19 SH 須 .坑 底 回転横ナデ 回転横・不定ナデ 10Y4/1 10Y4/1 7C後半

-19 SH 土・高杯 接合部 ナ デ 不定ナデ・赤色塗彩 7 5YR8/6 10YR7/3 7C後半

-20 SA 土・甕 日～胴 慎ナデ・斜め・横工具ナデ 横ナデ・斜め工具ナデ 10YR8/3 10YR7/3 6C後半

-20 SA 土・甕 回 188 槙ナデ・オサエ・工具ナデ 横ナデ・工具ナデ 7 5YR8/4 7 5YR3/4 6C末 -7C前

19-1-20 SAl 土・甕 底 従ナデ・格子目叩き 不定ナデ 10YR8/4

10YR6/2

～5/1 6C中薬～後半

19-1-20 SAl 土・養 底 122 接合痕が見える。粗ナデ 工具ナデ・横ナデ 10YR8/3 10YR4/1 SC後～7C前

19-1-20 SAl 土・変 底 ナデ 不定ナデ 10YR8/4 10YR8/4 SC後～7C前

19-1-20 SAl 須・不身 日～底 12 3 70 コ転横ナデ・ヘラ削り 回転横ナデ 5PB7/1 5PB

19-1-20 SAl 上・甕 口～胴 横ナデ・縦ナデ 横ナデ・斜め工具ナデ -3/1 10YR8/3- SC末～ 7C前

9- -20 SA 土・甕 日―月同 コ転横ナデ・格子目叩 岐ナデ・斜め工具ナデ 10YR8/3 10YR7/4 SC後半

9- -20 SA 土・甕 日 慎ナデ・摩滅 肇滅 10YR8/3 10YR8/3 SC末～ 7C前

9- -20 SA 土 ,甕 日～ 胴 横ナデ・縦ナデ・工具ナデ 黄ナデ・工具横・斜めナデ 10YR8/3 10YR3/2 5C中 ～後 半

9- -20 SA 土・甕 底 74 不定ナデ・格子目叩き 不定ナデ・オサエ 10YR8/8 10YR7/4 5C後 半

9- -20 SA 土・高杯 日～底 182 陵ナデ・横ミガキ・摩滅 黄ナデ・横 ミガキ 2 5YR5/6 7 5YR6/6 3C後半
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J土地点・遺構 器種 部位
法量 (cm) 調 整・ 文様 等 色 調

備考
口径 底径  器高  胴径 外 面 内 面 外 面 内 面

19-1-20 SAl 土・篭 胴 ～ 底 140 不定ナデ・縦ナデ 縦工具ナデ・横工具ナデ 10YR8/4
10YR7/2
-5/1

木の葉底をすデ
消す・6C後半

19-1-20 SAl 土・壷 日 ll l 華滅 摩 滅 7 5YR8/4 「 5YR8/4 6C後半

19-1-20 SAユ 土・寮 底 82 険い横ナデ・ナデ オサエ 10YR8/3 10YR4/1 6C後 半

19-1-20 SAl 土・重 黄ナデ・叩き 横ナデ・縦ナデ 10YR8/3 10YR8/2 〕C後半

19-A-l S■ 3 土・イ 日～ 底 80 回転横ナデ・回転ヘラ切 ]転構ナデ 7 5YR7/6 7 5YR7/6 )C後～ 10C前

19-A-l SH3 土・イ 日～底 137 コ転横ナデ・回転ヘラ切 ヨ転横ナデ・不定ナデ 7 5YR7/6 5YR7/6 ,C後～ 10C前

19-A-l SH8 土・邦 日～底 136 回転横ナデ・回転ヘラ切 ヨ転横ナデ 10YR8/4 10YR8/4 ,C後～10C前

19-A-l SHl 土・邦 洞～ 底 回転横ナデ・回転ヘラ切 ヨ転横ナデ 5YR6/6 7 5YR3/4 ,C後～ 10C前

19-A-l S■ 1 土・塊 桐～底 92 回転横ナデ・回転ヘラ切 回転横ナデ 5YR3/6 7 5YR8/6 〕C後～ 10C前

19-A-l S■3 土・必 底 9・ 8 回転横ナデ 回転横ナデ 10YR8/3 10YR8/3 〕C後 ～ 10C前

19-A-l SH3 土・邦 日～底 142 87  89 回転横ナデ・回転ヘラ切 回転横ナデ 10YR8/4 10YR8/4 9C後～10C前

19-A-l SHl 上・郭 胴 ～ 底 77 回転横ナデ・回転ヘラ切 回転横ナデ F 5YR8/6 7 5YR8/6 9C後～10C前

19-A-l SHJ 土・イ 胴 ～底 回転横ナデ・不定ナデ 回転横ナデ F 5YR8/4 10YR8/3 9C後～10C前

19-A-2 S■4 土・娩 回転横ナデ・回転ヘラ切 回転横ナデ 5YR6/6

19-A-4 SH5 須・水瓶 日～胴 10 5 回転横ナテ 回転横ナデ・しばり痕 10Y6/1 10Y6/1

19-A-18 SZl 土・坑 胴 ～底 90 回転横ナデ・回転ヘラ切 回転横ナデ 10YR3/4 10YR3/4 9C後～10C前

19-A-18 SZユ 土・功 胴 ～ 底 80 回転横ナデ・回転ヘラ切 回転横ナデ 10YR7/4 10YR7/4 )C後 ～ 10C前

19-A-18 SZユ 三L・ ウ ト 日～底 100 52 31 回転横ナデ・回転ヘラ切 回転横ナデ 7 5TR8/6 7 5TR8/6 )C後 ～ 10C前

19-A-18 SZl 土・不 日～ 底 107 52 回転横ナデ・回転ヘラ切 回転横ナデ 7 5YR8/6 5YR3/6 )C後 ～ 10C前

19-A-19 SAl 土・甕 日～ 頸 横ナデ 横ナデ 7 7YR4/4 7 7YR4/4

外来系の胎上・豊

後大分系企救型

甕破片 8c末

19-A-23 SAl 土・甕 縦の工具ナデ 横 の工 具 ナデ

7 5YR7/8

～6/8 7 5YR7/6 7C後 半

19-A-23 SAl 土・甕 桐～底 縦の工具ナデ 摩滅 横ナデ 10YR5/2 7C後 半・木の葉底

19-A-34 SDl 土・不 日～底 回転横ナデ・回転ヘラ切 回転横ナデ 7 5YR7/6 7 5YR7/6 10C前 半

19-A-37 SN 土・イ蓋 天 ～ 日

不定方向のミガキ・横ミガ
キ ミガキ・摩滅

5YR5/4

10YR8/4 2 5YR5/6 模微不・6C後半

19-A-40 SAl 土・杯 日～底 122 39 険ナデ・ミガキ状ナデ 横ナデ・ミガキ・黒色処理 10YR7/4 5Y2/1 黒色土器・9～ 19

19-A-41 SA2 土・甕 底 48 縦ナデ・不定ナデ 蹟ナデ 10YR6/3 10YR7/6 5Cヽヤ7C

20-2-2カ マ ド 土・甕 顕～胴 252 摩滅・縦ナデ 華滅 7C前半

2022カ マ ド 土・甕 日～底 228 21 4 摩 滅 峯滅・縦ナデ 10YR8/3 10YR8/3 7C前半

2022カ マ ド 土・鉢 日～底 22 0  8 4  9 7 陵ナデ・ミガキ状ナデ 不定方向ミガキ・横ミガキ 10YR8/3 10YR3/3 7C前半・木の葉鹿

!022カ マ ド 土・養 日～頸 170 陵ナデ 。縦横工具ナデ 横ナデ・工具ナデ 10YR8/4 10YR3/4 7C前半

〕0-2-2 SAl南 土・甕 底 蹟ナデ・不定ナデ・格子目叩 工具ナデ 10YR7/4 7 5Y4/1 7C前半

」0-2-9 SZl 須・高杯 脚部 回転横ナデ しばり痕 7 5Y4/1 6C末～ 7C前

と0-A-l SAl 土 短頸壷 日～底 〕5  20 73  103 蓑ナデ・不定ナデ 横ナデ・縦ナデ 7 5YR8/6 F 5YR8/6 7C?

30-A-2 SA2 土・鉢 口～胴 B42 黄ナデ・工具横ナデ 横ナデ・摩滅 10YR8/3 「 5YR8/6 7C前半

17-5-6 -―坊舌 緑和陶・碗 底 下部細なし,糸切無調整 施 釉 淡緑色 淡緑色 円盤状高台

17B-53包含層
青磁・水
注? 体 疱紬・分界線あり 施釉

6Y6/3～

7 5Y5/2

5Y6/3～

7 5Y5/2 越州窯系 ?

18-3-5 SEl 白磁・皿 底 高台部釉なし 施 莉 75Y7/1 7 5Y7/2 碗V類■後～12C

18-3-28 SE2-2 青磁・皿 ? 一氏 57 施釉・高台内和なし 】Eキ由 15C～

18-C-3 SEl 青磁・皿 体～底 施和 施釉・圏文

淡緑色の

やや く

もつた釉

淡緑色の

やや く

もつた釉 龍泉窯系15C後～

18-3-13 SEl 白磁・皿 氏 75 施和 疱釉 白色釉 白色和 森田El 16C

19-A-45 SCl 陶・指り鉢 甍 100 ナ デ コ転横ナデ後播 り目 2 5Y3/1 2 5Y3/1 府前系

19 A-47 SEl 陶・播 り鉢 洞～底 104 横ナデ・縦ナデ ナデのち底面まで悟 り目 2 5Y7/2 2 5Y7/2 備前系15C～

16-D-19 SAl 須・平瓶 〕同～底 回転横ナデ・削り 回転横ナデ ;Y5/1 7C後半

16-D-19 SAl 土・郭 〕同～底 70 回転横ナデ・回転ヘラ切 回転横ナデ 10YR7/6 7 5Y8/6 9C～ 10C  ?

16-D-19 SAl 土・甕 底 72 摩 滅 陵ナデ・維ナデ 10YR8/4 10YR8/4 7C・木の葉底

16-D-19 SA2 土 長胴 甕 底 86 縦ナデ・摩減 瞭ナデ 摩滅 10YR5/1 10YR6/2 7C後 半

16-D-19 SAl 土・高杯 イ～脚 摩 滅 挙滅 ;YR6/8 7C後 半

16-D-19 SAl 三L・ 甕 毛 日～底 72 226 168 回転横ナデ・摩滅 横ナデ・工具縦ナデ 10YR8/6 10YR7/4 7C後半・木の葉庭

171 16-D-19 SAl 土・甕 日～底 70 181 回転横ナデ・ナデ・摩滅 ナデ 10YR8/6 10YR8/6 7C後半・木の葉底

16-D-19 SAl 上・甕 日～底 17 0

横ナデ・工具縦ナデ・強し

縦ナデ
横ナデ・工具縦ナデ。強し

縦ナデ 10YR8/4 10YR7/6

6C末～7C前・木¢

葉底・埋設炉

16-D-19 SA2 土・甕 胴～底

工具縦ナデ・横ナデ・不定
ナデ 工具縦ナデ 10YR6/6 「 5YR6/6

7C前半 木の葉

底・埋設炉

18-E-l SCl 須・坑 底 76 回転横ナデ・削 り ヘラ切 摩滅 7 5Y5/1 5Y5/1 )C前半・軟質焼赫

18-E-l SCl 土・イ 氏 66 回転枝ナデ・削り,ヘラ切 回転横ナデ・不定すデ 10YR6/4 10YR6/4 )C前半
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oヾ 出土地点・遺構 器種 部位
法 量 (cm) 調整・文様等 色調

備 考

日径  底径  器高  胴径 外 面 内 面 外 面 内 面

18-E-l SCl 土・不 日～底 13 6 74 37 回転横ナデ・回転ヘラ切 コ転横ナデ 「 5YR7/4 7 5YR7/4 〕C前半

177 18-E― 須・甕 平行叩き 同心円当具痕 10Y4/1 10Y4/1 9C前半

8-E― 土・甕 日～頸 回転横ナデ・縦ナデ 回転枝ナデ・横ナデ 10YR8/4 10YR8/4 9C前 半

8-E― 須・甕 擬格子目叩きのちナデ 波状当て具痕 「 5Y5/1 「 5GY4/1 9C前 半

19-2-4 SE2 土・イ 底 摩 滅 事滅 10YR8/4 「 5YR7/6 10C前半

1926包含層 土・塊 胴～底 回転横ナデ 回転横ナデ F 5YR7/6 10YR7/4

19-2-7 SZ 須・挽 底 回転横ナデ・回転ヘラきり コ転横ナデ・不定ナデ 「 5Y6/1 「 5Y6/1

9-2-8 SZ 土 ・ llll 日～底 〕 5 回転横ナデ・ヘラ切後ナデ 回転横ナデ・不定ナデ 10YR8/3 10YR8/3 13C-14C

9-2-8 SZ 土・高杯 脚部 回転横ナデ・回転ヘラ切 季滅 5YR7/8 ;YR7/8 3C・須恵器模倣

9-B-3 SE 須・坑 胴～底 回転横ナデ・回転ヘラ切 コ転横ナデ・不定ナデ 「末 ～ 8C

9-B-3 SE 須・瓶 胴～底 65 回転横ナデ・ケズリ コ転横ナデ 7 5Y5/1 10Y5/1 「末 ～ 8C

9-B-3 S2 須・甕 日～頸 ]20 回転横ナデ コ転横ナデ 5Y5/1

9-B-7 SE 須・甕 頌～月同 回転横ナデ・平行叩き 回転横ナデ・同心円当具痕 2 5Y6/2 2 5Y6/2 〕̂ヤ9C

19-B-12 SZl 質・高杯 不～脚 回転横ナデ・不定ナデ 不定ナデ

5Y7/2・

ら/″
5Y7/2・

3/2 IC前半

19-B-12 SZ〕 須・大甕 日～頚 24.0(口 唇
=[)

回転横ナデ・平行叩き 回転横ナデ・同心円当具痕 7 5Y4/1 7 5Y4/1 「C前半

20-1-4 SEl 須・高杯 不～脚 回転横ナデ・回転ヘラ切 摩滅 7/1

bX6/Z―

7/1 〕C?

20-1-5 Sll 縄・鉢 口 ナデ・外側から穿孔 工具ナデ 7.5Y2/1

縄文晩期・孔列文
を模倣・穿孔が中
途半端

-6 SAl
盪 買
・
力 電 桐～底 挙滅 横ナデ 5Y8/1 5Y8/1 ,C・軟質焼成

6検 上・不 IΠ～底 50 挙滅・回転ヘラ切 回転横ナデ 5YR6/8 2 5Y6/2 〕C?

土・功 旧～底 回転横ナデ・回転ヘラ切 回転横ナデ 10YR8/4 10YR8/4 〕C後～

9 SA 土・杯 日～底 144 74 43 回転横ナデ・回転ヘラ切 回転横ナデ・不定ナデ 10YR7/4 10YR7/4 〕C後～ 10C

20- -9 SA 土・邦 日～底 回転横ナデ・回転ヘラ切 回転横ナデ・不定ナデ 10YR8/3 10YR8/3 〕C後～ 10C

-9 SA 土・郷 日～底 123 82 回転横ナデ・回転ヘラ切 コ転横ナデ。石定ナデ 7 5YR7/6 7 5YR7/6 〕C後～ 10C

-9 SA 土・杯 日～底 118 60 回転横ナデ・ヘラ切後ナデ コ転横ナデ・不定ナデ 7 5YR 7 5YR 9C後 -10C

-9 SA 土・イ 〕同～底 80 回転横ナデ・回転ヘラ切 回転横ナデ・不定ナデ 7 5YR7/3 7 5YR7/3 9C℃登̂ツ 10C

-9 SA 土・郷 口～底 27 回転横ナデ・回転ヘラ切 回転横ナデ 10YR8/3 10YR8/3 9C後～ 10C

-9 SA 土・イ 日～底 回転横ナデ・ヘラ切後ナデ 回転横ナデ・不定ナデ 7 5YR8/4 7 5YR3/4 9C後 ～

-9 SA 土・邦 日～底 14,1 回転横ナデ・回転ヘラ切 回転横ナデ・不定ナデ 「 5YR7/6 7 5YR7/6 9C後 ～ 10C

-9 SA 土・イ 日～底 回転横ナデ・回転ヘラ切 回転横ナデ・不定ナデ 10YR7/4 10YR7/4 9C後～ 10C

-9 SA 土・邦 日～胴 80 回転横ナデ・回転ヘラ切 回転横ナデ 10YR7/4 10YR7/4 9C後 ～ 10C

-9 SA 土・イ 日～底 176 12086 回転横ナデ・回転ヘラ切 回転横ナデ・不定ナデ 5YR6/6 5YR6/6 9C後～10C

-9 SA 土・不 日～胴 回転横ナデ 回転横ナデ 5YR7/6 7 5YR7/6 9C後～10C

20- -9 SA 土・イ 口 回転横ナデ 回転横ナデ 10YR7/4 10YR7/4 9C後 ～10C

〕0-1-9 SAl 須・甕 胴～底 平行叩

同心円当具痕・底部に平行
条線叩 ,V3/1～ 5/1

底部付近に須・竣

董が溶着・9C

を0- 9 SA 須・甕 各子目叩き 平行条線当具痕 5Y5/1

30- -9 SA 土 ・ 皿 日～底 100 70 13 コ転横ナデ・回転ヘラ切 回転横ナデ ;YR6/8 11-12C

-9 SA 土・イ 日～底 152 IHH転横ナデ 回転横ナデ 7 5YR7/6 10YR8/4 )Cイ資-10C

…9 SA 土・皿 口～底 16 コ転横ナデ・回転ヘラ切 回転横ナデ 5YR6/6 5YR6/6 11～ 12C

20- -9 SA 土・製塩 日 ナデ 布 痕 7 5YR7/6 7 5YR7/6 古 代

-9 SA 土・坑 胴～底 回転 横 ナ デ 回転横ナデ 10YR3/4 10YR8/4 )C後～ 10C

20- -9 SA 土・不 胴～底 コ転横ナデ・回転ヘラ切 回転横ナデ 10YR7/6 10YR7/6 ,C後～ 10C

20- -9 SA 土・養 日～胴 コ転横ナデ・回転カキロ コ転横ナデ・ヘラ削り 10YR8/3 10YR8/3

-9 SA 土・杯 胴～底 回転横ナデ・回転ヘラ切 回転横ナデ 7 5YR7/4 7 5YR7/4 〕-10C

-9 SA 土・郭 H同～底 78 回転横ナデ・回転ヘラ切 コ転横ナデ 10YR6/4 10YR6/4 〕-10C

-9 SA 土・塊 日～胴 回転横ナデ コ転横ナデ 7 5YR8/8 7 5YR8/8 〕-10C

20- -9 SA 須・養 底 72 回転横ナデ・回転ヘラ削り 回転積ナデ・不定ナデ 5Y6/1 9-10C

-9 SA 須・イ 洞～底 回転横ナデ 回転横ナデ を 5Y7/2 2 5Y7/2 9-10C

20-1-9 SAl 須・塊 洞～底 回転横ナデ ,回転ヘラ削り 回転横ナデ・不定ナデ

2 5Y7/1

～5/1 2 5Y7/2 9～ 10C・ 軟質

-9 SA 土・坑 祠～底 回転横ナデ・回転ヘラ切 回転横ナデ 1 5YR7/6 5YR7/6 9-10C

225 -9 SA 土・郷 日～底 132 回転横ナデ・回転ヘラ切 回転横ナデ・不定ナデ 10YR8/4 10YR8/4 9-10C

-9 SA 土・イ 日～底 7313 2 回転横ナデ・回転ヘラ切 回転横ナデ 「 5YR7/6 [ 5YR7/6 9-10C

-9 SAl 土・イ 胴～底 回転横ナデ・回転ヘラ切 回転横ナデ 10YR8/9 10YR8/9 ～10C

-9 SA 土・境 胴～底 87 回転横ナデ・回転ヘラ切 回転横ナデ 10YR7/4 10YR7/4 )後～ 10C

-9 SA 土・娩 胴～底 回転横ナデ 回転横ナデ 7 5YR7/6 【 5YR7/6 )後～ 10C

230 -9 SA 土・鉢 胴～底 回転横ナデ・不定ナデ 摩滅 10YR8/6 10YR8/6 )後～ 10C

20- -9 SA 土・坑 胴～底 52 回転横ナデ 回転横ナデ・不定ナデ 10YR8/4 10YR8/4 )後 ～ 10C

232 -9 SA
三L・ 笏 t 胴～底 87 回転 構 ナデ・回転 ヘ ラ切 回転横 ナデ 7 5YR3/6 7 5YR8/6 〕後 ～ 10C
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出土地点・遺梓 器 種 部位
法量 (cm) 調整・文様等 色調

備 考

口径  底径  器高  胴径 外 面 内面 外 面 内面

20-1-9 SMl 土・邦 桐～底 57 回転横ナデ・回転ヘラ切 回転横ナデ 10YR3/3 10YR8/3 )後～10C前

20-1-9 SA 土・甕 口～胴 254 回転横ナデ・回転カキロ 回転横ナデ・回転カキロ 7 5YR7/6 7 5YR7/6
'C後

20-1-9 SA 士・坑 洞～底 回転横ナデ・回転ヘラ切 回転横ナデ 7 5YR7/6 7 5YR7/6 〕後～10C

20-1-9 SA 土・イ 桐～底 64 回転横ナデ コ転横ナデ・不定ナデ 10YR8/4 10YR8/4 〕後～10C前

20-1-9 SA 三L・ ラ F 胴～底 60 回転横ナデ・回転ヘラ切 コ転横ナデ 7 5YR7/4 7 5YR7/4 〕後～10C前

20-B-l SEl 須・高杯 底 回転横ナデ 回転横ナデ 5Y5/1 5Y6/2 7C?

】0-B-2 れ夷 土 ・ 皿 日～底 19 回転横ナデ・回転ヘラ切 挙滅 7 5YR7/4 7 5YR7/4 12-13C

JO―B-3 SDl 土・坑 日～底 140 37 回転横ナデ・回転ヘラ切 回転横ナデ 10YR8/6 10YR8/6 9C-10C

と0-B-3 S■ 1 須・塊 日～底 回転横ナデ 回転横ナデ・不定すデ

N6/・

7 5Y6/1 9C-10C

と0-B-2 検 須・甕 格子目叩き 平行当具のちナデ 7 5Y6/1 7 5Y6/1

必0-B-4 SDl 土・製塩 日―月同 132 黄ナデ・縦ナデ 布 痕 7 5YR7/6 7 5YR7/6 9C-10C

」0-B-4 SEl 土・杯 胴 ～底 コ転横ナデ・回転ヘラ切 回転横ナデ 7 5YR7/6 7 5YR7/6 9後～10C前

20-B-4 SE2 土・不 胴 ～底 コ転横ナデ・回転ヘラ切 回転横ナデ 7 5YR3/6 「 5YR7/6 9後～10C前

20-B-4 SE2 土・坑 胴～底 回転横ナデ・回転ヘラ切 摩滅 7 5YR7/6 「 5YR7/6 須忘器模倣・8C後

20-B-4 SEl 土・イ 胴～底 回転横ナデ・回転ヘラ切 回転横ナデ・不定ナデ 10YR8/3 10YR8/3 9後 ～10C前

20-B-4 SE 土・イ 胴～底 コ転横ナデ・回転ヘラ切 回転横ナデ・不定ナデ 10YR8/3 7 5YR7/4 9後～10C前

20-B-4 SE 土・筑 日～底 146 華滅 肇滅 7 5YR6/6 7 5YR6/6 9後～10C前

20-B-4 SE 土・杯 桐～底 回転横ナデ・回転ヘラ削り ナデ 10YR3/3 10YR4/1 ,C-10C

20-B-4 SE 土・坊 日―月同 176 回転横ナデ コ転横ナデ 7 5YR7/6 7 5YR7/6 )C-10C

25[ 20-B-4 SE 土・邦 桐～底 回転横ナデ・回転ヘラ切 コ転横ナデ 7 5YR7/8 7 5YR7/8 〕後～10C前

20-3-4 SEl 土・甕 日 ヤ́月同 242(日 唇 ) 蹟ナデ・摩滅 庚ナデ・不定すデ 7 5YR7/6 7 5YR7/6 ,C-10C

255 20-B-5 SHl 土・坑 胴～底 81 コ転横ナデ・回転ヘラ切 コ転横ナデ 10YR8/4 10YR8/4 〕後～ 10C

256 20-B-5 SAl 土・製塩 日～胴 蹟ナデ・オサエ 布 痕 7 5YR5/4 7 5YR5/4

1921包 含層 白磁・碗 口 施釉 施釉 7 5Y7/2
碗Ⅳ類 n後～
12C

19-2-7 SZl 白磁・碗 施釉 施釉 「 5Y7/2 7 5Y7/2

19-2-7 SZl 青磁・碗 日～体 施藉 施釉・流水文 F 5Y5/2 7 5Y5/2 龍泉窯系12C後

19-2-4 SE2 青磁・碗 体～底 施釉・下半和なし 施紬・圏文・花文 黄灰色 黄灰色 龍泉窯系15C～

19-2-5 オ食 青磁・皿 ? 底 施釉 施和 15C-16C

19-B-6-一市舌 殉・羽釜 肩～胴 回転カキロ 回転横ナデ

5YR7/6ヽ

10YR8/4 中世

19-2-4 SE2 青磁・碗 日 施釉淡緑色・細い櫛 目文 施釉・文様あり 10Y6/2 10Y6/2
同安窯系碗 1 lb

類 12C後

17-D-l SCl 須・郭身 日～胴 回転横ナデ コ転横ナデ 7 5Y6/1 F 5Y6/1 TK43-209

7-D― 須・郵蓋 口～胴 回転横ナデ 回転横ナデ 7 5Y6/1 「 5Y6/1 TK10-MT85

283 検 土・坑 旧～底 回転横ナデ・回転ヘラ切 回転横ナデ 7 5YR7/8 F 5YR5/4 9C-10C

30-3- 検 土・イ 同～底 64 回転横ナデ・回転ヘラ切 コ転横ナデ 10YR8/3 10YR8/3 )C-10C

20-3-2検 土・甕 氏 斜めナデ・ナデ 横ナデ 10YR8/3 10YR6/1 )-7c

20-3-l SEl 土・甕 日～底 231 横ナデ・平行叩・縦工具ナデ 横ナデ・工具横ナデ・縦ナデ 10YR8/3

ν
都

１

ＹＲ
底
７

１０

．．
５Ｙ

在地球型胴甕研

整に叩き 6C中
葉

20-3-6 験 土・高盤 氏 回転横ナデ 不定ナデ 7 5YR8/6 「 5YR8/6

20-3-7 検 土・イ 桐～底 回転横ナデ・回転ヘラ切 回転横ナデ 7 5YR8/4 7 5YR8/4 )後～10C前 。円盤

20-3-7 れミ 多買・ フ F 氏 可転ヘラ削り 回転横ナデ 7 5Y5/1 SC

20-3-8 れミ 土・郵 旧～底 74 コ転横ナデ・回転ヘラ切 不定ナデ 7 5YR7/6 7 5YR7/6 )後～10C前・円盤

20-3-8 れ食 土・lTN 胴～底 季滅・回転ヘラ切 摩滅 7 5YR7/6 7 5YR7/6 )後～10C前・円盤

19-D-4 お竜舌し三ヒ 青磁・皿 ? 氏 56 施和 施釉・花文 5Y5/3 龍泉窯系12C後

19-D-4 撹 舌し上 青磁・皿 底 58 施釉・高台内に朱昌 施和・圏文 和 釉 龍泉窯系15C後～

19D3検 青磁・碗 底 施釉・高台内釉なし 施 釉 深緑色 深緑色 15C-16C

16-3-8 土・坊 日～胴 回転横ナデ 回転横ナデ 10YR7/4 5YR7/6 〕後～ 10C

16-3-8 土・坊 日～胴 174 回転横ナデ 回転横ナデ

10YR7/4
-6/4

７

４

‐０

” 〕後 ～ 10C

1638①一括 土・塊 桐～底 回転横ナデ 回転槙ナデ 10YR7/6 10YR7/6 〕後 ～ 10C

1638①一括 土・坑 桐～底 回転横ナデ 回転横ナデ・不定すデ 10YR7/4 10YR7/4 〕後 ～ 10C

16-3-12 須・甕 口 回転ナデ・平行叩き 画転ナデ

16-3-12 SO― 一市舌須・坑 桐～底 回転ナデ コ転ナデ 7 5Y4/1 3C後 半

16-3-12 SO― 一お旨須・蓋 天 回転ナデ 不定ナデ 3C後 半

16-3-10 SI 土・甑 把 手 工具ナデ 工具ナデ 10YR6/4 10YR6/4 軍  30

16-3-10 Si 土・筑 胴～底 回転横ナデ・回転ヘラ切 回転横ナデ・不定すデ 5YR5/6 9後～ 10C

16-3-10 Si 土・不 胴～底 回転横ナデ・回転ヘラ切 回転ナデ 「 5YR7/6 7 5YR7/6 9後～10C

16-3-10 Si 土・坑 胴～底 回転横ナデ・回転ヘラ切 回転ナデ 「 5YR6/6 7 5YR6/6 9後 ～ 10C

16-3-11 土・杯 日～底 81 回転横ナデ・回転ヘラ切 回転 ナ デ 「 5YR6/6 7 5YR6/6 9後 ～ 10C
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出土地点・遺檸 器 種 都位
法 曇 (cm) 調 整 ,文様 等 色 調

備考
口径  底径  器高  胴径 外 面 内 面 外 面 内 面

l 16-3-14 須・蓋 天 ～ 日 コ転横ナデ 回転横ナデ 5Y5/1 5Y4/1 〕C後半

16-3 須・坑 胴～底 12 6 回転横ナデ 回転横ナデ 5Y4/1 5Y4/1 〕C後半

16-3 須・坑 桐～底 回転横ナデ 摩 滅 2 5Y7/3 2 5Y7/3 〕C後半

16-3 須・坑 日～底 137 回転横ナデ 回転槙ナデ・不定すデ 5Y6/2 5Y7/1 〕C後半

須・娩 桐～底 87 回転横ナデ 回転横ナデ 5Y5/1 5Y5/1 〕C後半

16-3 土・高杯 脚裾 150 回転横ナデ 回転横ナデ 5YR7/6 5YR7/6 〕C後 半

16-3 14 土・重 日～胴 127 横ナデ・工具横ナデ後磨き 摩滅。強い横ナデ・細いナデ

7 5YR5/6

・6/6

10YR7/4
・ 6/1 SC後半

16-3 須・横瓶 日～胴 112 回転横ナデ・平行叩き 回転ナデ・横ナデ SC後半

16-3 14 土・甕 日～胴 21 0 横ナデ・平行叩き 横ナデ・ナデ 10YR8/4 10YR8/4 〕C・須忘器模倣

16-3

土・壷or甕 桐～底 87

工具横ナデ・摩滅。強い縦
ナデ

横ナデ・斜め。縦ナデ・底部
横ナデ 10YR5/4 10YR7/3 SC後 半16-3

16-3-14 -一 十舌 土・杯 日～底 153 回転横ナデ・不定ナデ 回転横ナデ 7 5YR7/8 7 5YR7/8 〕C・ 須恵器模倣

16314①一括 土・不 日～胴 140 回転横ナデ 回転横ナデ 7 5YR6/8 7 5YR6/8 3C・須恵器模微

16-3-14 -― 布舌 土・甕 日縁 陳ナデ・斜めハケ 横ナデ。オサエ
7 5Y5/6
-4/6

7 5Y5/6

～4/6
豊後大分系企教
型甕 ?・ 8C後

16314②一括 土・坑 桐～底 104 回転横ナデ 回転横ナデ 10YR7/4 10YR7/4 〕C後半

16314②一括 須・イ蓋 日 148 回転横ナデ 回転横ナデ 3C後半

1642④一括 須・円面硯 110 回転横ナデ 回転横ナデ 5Y4/1 5Y4/1 3C後半

1642④一括 須・耳付壷 回転横ナデ・不定ナデ 回転横ナデ 5Y4/1 5Y4/1 3C?

16-4-13 SE 土・郵 日～胴 140 ミガキ状ナデ・摩滅 摩滅 7 5YR7/6 7 5YR7/6

16419-括 須・高杯 底～脚 灰かぶ りで調整不明 回転横ナデ・不定ナデ 7 5Y3/2 2 5Y5/1 ]後～9C前

16419-括 須・台付重 胴～底 回転横ナデ 回転横ナデ N5/ 〕後～9C前

16420-括 土・甕 日～胴 回転横ナデ・横ナデ・那めナデ 回転横ナデ・横ナデ 10YR8/4 10YR8/4 3C後半

332 16-4-20 -括 須・蓋 日 164 回転横ナデ・ヘラ削り 回転横ナデ 5Y6/1 5Y6/1 ]C後半

16420-括 土・坑 ]同 ～底 68 摩滅 挙滅・ミガキ・黒色処理 7 5Y5/1 7 5Y5/1 t Cl-1lC

16-4-20 -― ナ舌 須・壷 把 手 ナ デ 5/1

5Y6/1-
5/1 灰かぶ り

16-4-20 SAl 須・甕 擬格子目叩き 同心円当具痕

5Y6/1～

5/1 7 5YR6/4 ]C・線刻あり

16-4-20 SAl 土・不 日～底 92 52 回転ナデ 庚ナデ・摩滅 10YR7/4 10YR7/4 8C後半

16-4-20 SAl 土・壷 日～顕 112
ナデ・オサエ・横ナデ・工具
ナデ 筆滅 10YR7/6 10YR7/6 7C前

16-4-20 SAl 須・壷 日～頚 回転横ナデ・平行叩き 回転槙ナデ

16-4-20 SAl 土 ・ Illl 日～底 77 61 12 回転横ナデ・回転ヘラ切 回転ナデ 7 5YR7/6 7 5YR7/6 13-14C

16-4-20 SA 土 ・ 皿 日～底 13 回転横ナデ・回転ヘラ切 回転ナデ 7 5YR8/4 7 5YR8/4 13-ヤ 14C

16-4-20 SA 須・坑蓋 天 ～ 日 144 回転横ナデ・ヘラ削り 回転横ナデ・不定ナデ 7 5YR5/4 2 5Y5/1 8C後 半

16-4-20 SA 須・坑蓋 天 ～ 日 150 38 回転横ナデ・ヘラ削り 回転横ナデ 5Y4/1 5Y4/1 8C後 半

16-4-20 SA 土 ・ 皿 日～底 12 回転横ナデ・回転ヘラ切 回転ナデ 7 5YR6/6 7 5YR6/6 13-14C

16420③ 一括 土 ・ 皿 日～底 10 回転槙ナデ・回転ヘラ切 回転ナデ 7 5YR3/4 7 5YR8/4 13～ 14C

6-4-20 SA 須・功 日～底 123 回転横ナデ・回転ヘラ切 回転横ナデ 5Y4/1 5Y4/1 8C後半

6-4-20 SA 須・蓋 天 ～ 日 87 回転横ナデ 回転横ナデ 5Y5/1 5Y5/1 8C後半

6-4-20 SA 須・功蓋 天 ～ 日 回転横ナデ 回転横ナデ 8C後半

6-4-20 SA 須・蓋 天 ～ 日 162 回転ナデ・ヘラ削り 回転横ナデ 8C後 半

6-4-22 SA 須・蓋 日 回転横ナデ 回転横ナデ 火かぶ り 10YR5/1 7C前半

16-4-23 -一 お吾 土・坑 胴～底 回転横ナデ 回転横ナデ・不定ナデ

7 5YR6/6

・ 1 7/1

7 5YR6/6

・17/1
9後～10C前半・円

盤状高台

16-4-23 土・イ 胴 ～底 94 回転枝ナデ・ヘラ削り 回転横ナデ 5YR6/8 5YR6/8 8C?

16-4-22 SAl 土・重 底 56 縦ナデ・5負い横ナデ 工具ナデ 10YR5/4 10YR7/3 7C・本の葉底

16-4-23 土・杯 日～底 32 回転ナデ・ミガキ・不定すデ ミガキ状ナデ 10YR8/4 10YR8/4

16424① 一括 土・杯 胴～底 回転横ナデ・回転ヘラ切 回転横ナデ 10YR7/4 10YR7/4 9後～10C前

24①一括 土・不 胴～底 60 回転横ナデ・回転ヘラ切 回転横ナデ 5YR6/6 5YR6/6 9後～10C前

16424① 一括 土・坑 胴～底 ヨ転横ナデ・回転ヘラ切 回転横ナデ 10YR7/6 10YR7/6 9後 ～10C前

16-4-24 P 須・塊 日～底 147 ヨ転横ナデ・回転ヘラ切 回転横ナデ・不定ナデ 2 5Y6/1 3 5Y6/1 8C前

16424② 一括 土 ・ 皿 日～底 61 15 コ転横ナデ・回転ヘラ切 回転横ナデ 不定ナデ 10YR8/4 10YR3/4 13-14C

16424① 一括 須・壷 胴～底 天かぶ りで調整不明 回転横ナデ 底部オサエ 5Y3/1

1併424①一括 須・壺 胴～底 137 春子目叩きのち横ナデ 横ナデ後縦ナデ 7 5Y7/1
' 7Y6/1

16424① 一括 須・三 春子目叩きのち槙ナデ 横ナデ 5Y3/1 10Y5/1 8C・ガてかデドリ

16-4-24 SA 土・壷 日～胴 コ転横ナデ・下へ削り 回転横ナデ・横斜めナデ 10YR7/6 10YR7/4 6C後 半

16424② 一括 須 。大 甕 胴 ～底 左上り平行叩き 平行条線当具痕 2 5Y6/3 10YR7/4

16424① 一括 土・イ 胴 ～底 コ転横ナデ・回転ヘラ切 回転横ナデ 7 5YR7/6 7 5YR7/6

16-4-24 屯う一―キ舌土  不 日～底 140 75 42 回転横ナデ・回転ヘラ切 回転横ナデ・不定すデ

10YR5/4
-6/4

10YR5/4
-6/4 )後 ～ 10C
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出土地点・遺檸 器 種 部位
法量 (cm) 調整・文様等 色調

備 考

日径  底径  器高  胴径 外 面 内面 外 面 内 面

16-4-24 SAl 須 郭 日～胴 128 回転横ナデ 回転横ナデ 5Y5/1 5Y5/1 TK43

16-4-25 SAl 土・鉢 日～胴 回転横ナデ・ミガキナデ 辞め工具ナデ 10YR8/4 10YR3/4 5後～7C前

16-4-25 土・甕 底 65 縦ナデ 挙滅 10YR6/4 10YR6/4 3後～7C前

16-4-25 SAl 土・郭 胴～底 85 回転横ナデ・回転ヘラ切 回転横ナデ 7 5YR7/6 7 5YR7/6 〕後～10C

16-4-25 SAl 須・坑 胴～底 回転横ナデ・回転ヘラ切 回転槙ナデ・不定ナデ 5Y8/1 5Y8/1 〕後～10C・ 軟質

16-4-25 SAl 土・杯 日破片 ミガキ ミガキ・摩滅 7 5YR7/6 7 5YR7/6

16-4-27 SA 土・皿 日～底 14 回転横ナデ・回転ヘラ切 コ転横ナデ 10YR8/4 7 5YR3/4 13ヽシ14C

16-4-27 SA 上・皿 日～底 104 72 15 回転横ナデ・回転ヘラ切 回転横ナデ 10YR8/4 7 5YR3/4 13-14C

16-4-27 SA 土・皿 口～底 17 回転横ナデ・回転ヘラ切 回転横ナデ 7 5YR8/4 7 5YR8/4 13-14C

16-4-27 SA 土・皿 日～底 102 61 18 回転横ナデ・回転ヘラ切 回転横ナデ 10YR7/4 10YR7/4 13‐ヤ14C

377 16-4-27 土・皿 日～底 117 17 回転横ナデ・回転ヘラ切 回転横ナデ・不定ナデ 10YR3/4 10YR8/4 13‐ヤ14C

16-4-27 SA 土・郵 日破片 摩 滅 挙滅 F 5YR6/6 7 5YR6/6 7C?

16-4-27 Sp 土・皿 底 72 回転横ナデ・回転ヘラ切 回転横ナデ・不定ナデ 10YR8/4 10YR8/4 13-14C

16-4-27 SAl 土・皿 日～底 75 14 回転横ナデ・回転ヘラ切 回転横ナデ・不定ナデ 10YR8/4 10YR8/4 13-14C

16-4-27 SAl 土・皿 日～底 103 17 回転横ナデ・回転ヘラ切 回転横ナデ・不定ナデ 10YR8/4 10YR8/4 13-14C

16-4-27 SAl 土・郭 底 回転横ナデ・回転ヘラ切 回転横ナデ・不定ナデ 10YR7/4 10YR7/4 9後～10C前

16-C-l SAl 須・壷 頸 部 槙ナデ。自然釉 横ナデ・縦ナデ

2 5Y5/2
-6/1 7C後半

6-C-l SA 土・郭 日破片 ミガキ状ナデ 摩 滅 7 5YR7/8 2 5YR6/6 7C後半

6-C-l SA 土・イ 日～胴 伎ナデ・縦ナデ 横ナデ・暗文模倣線刻 10YR8/4 10YR8/3 7C後半

6-C-l SA 土・郭 日～底 152 黄ナデ摩滅 摩滅・赤色塗彩 5YR5/6 5YR5/6 7C後半

16-C-l SAl 須・蓋 日 102 コ転横ナデ 回転横ナブ 5Y6/1

)Y6/1-
5Y7/1 7C後半

16-C-l SAl 須・坑 胴～底 8 1 コ転横ナデ ナ デ 2 5Y7/1 を 5Y5/2 7C後半

16 C l柱 穴上
十桂穴 1 二L・ ラ ド 日破片 黄ナデ・ミガキ 肇滅 7 5YR6/6 「 5YR6/6 7C後 半

16-C-l SAl 土・甕 胴～底 辞めナデ・底部削り状ナデ
不定ハケ後横ナデ・斜めナ 10YR7/4

～́5/1 10YR6/2 7C後半

16-C-l SAl 須・甕 疑格子 目叩き後カキロ 同心円当具痕 7C後半

6-C 柱穴上 土・甑 把 手 ナデ 7 5YR8/6 「 5YR8/6 7C後半

16-C-l SBl 須・高杯 脚部 コ転横ナデ 回転横ナデ 5Y3/1 FC後 半

16-C-l SAl 土・甕 底 116 ナ デ 10YR8/4 10YR2/1 7C後半

16-C-l Nol 須・蓋 天～体 回転横ナデ・ヘラ削り 回転横ナデ・不定ナデ 7 5Y7/1 7C後半

16-C-3 4)詈 土・坑 胴～底 回転ヘラ切のちナデ 摩滅・黒色処理 7 5YR6/2 5YR7/4 9-10C

16C34層 須・甕 平行叩き 同心 円 当具痕 10YR7/3 10YR6/3

16C3粘 土上 土・杯 日～底 H6 回転 ナ デ 回転 ナ デ 7 5YR7/8 5YR7/6

16-C-35)署 土・不 日～胴 回転ナデ・縦ナデ
回転すテ・糸日かい不屈万同

ミガキ

10YR8/4

10YR2/1 10YR8/6 BC・ 畿内系上師器

16-C-3 メ古二L■ 箔・抗 善 天～ 日 回転横ナデ・ヘラ削り 回転横ナデ・不定ナデ 2 5Y7/2 5Y6/3

16C3柱 穴 須・イ蓋 天 ～ 口 110 回転横ナデ・ヘラ削り 回転横ナデ・不定ナデ

5Y4/1-
6/1

5Y4/1-
6/1 TK217新

16-C-3 5娠畳 土・郵 日～月同 116 司転横ナデ・ミガキ状ナデ

図 格 快 フ ア ・祉 尉 の 1/7上 具

ナデ

10YR8/4

2 5Y4/1

r ぅI Ikも /り

10YR8/4

16-C-3 5月畳 土・ITN 口～ 底 回転横ナデ・細かいミガキ 細 かい ミガ キが斜 めに入 る

10YR8/4

～2/1
10YR8/4
-7/4 〕C,畿 内系土師器

16-C-3 5兵畳 土・甕 一氏 ]0 工具縦ナデ・5蛮い横ナデ 陵ナデ・不定すデ 7 5YR6/6 7 5YR7/6 IC

16-C-4 4層 土・製塩 筆滅 備痕 5YR6/4

16-C-4 4層 須・郭蓋 天 ～ 日 コ転横ナデ・ヘラ削り 回転精ナデ 7 5YR5/3 7 5YR4/2 5C後・ヘラ記号

16-C-4 4層 土・郭 日～胴 蹟ナデ・ミガキ状ナデ 黄ナデ・ミガキ(暗文) 〕C・ 畿内系土師器

16-C-4 4秀曇 須・甕 胴破片 平行叩き 司心円当具痕後ナデ 5Y6/1 5Y6/1 〕～9C

16-C-44'詈 須・坑蓋 天 司転横ナデ・ヘラ削り ]転横ナデ・不定ナデ 5Y7/1 5Y7/2

16-C-44)詈 土・高杯 氏～脚 オサエ・縦ナデ 肇滅 7 5YR8/6 7C

4 16-C-44'詈 土・高杯 不～脚 回転横ナデ・カキロ ミガキ状不定ナデ 10YR3/4 10YR8/4

4 2 16-C-44)冒 須・坑蓋 天 ～ 日 130 回転横ナデ・ヘラ削り 可転横ナデ・不定ナデ :C後半

4 3 16-C-44)詈 須・坑蓋 日 192 回転横ナデ・ヘラ削り 可転横ナデ・不定ナデ 2 5Y7/1 2 5Y7/1 〕C後半

4 4 16-C-44)詈 土・甕 重 56 縦ナ デ 従ナデ・横ナデ 10YR6/2 10YR6/3 7C・ 木 の乗底

4 5 16-C-44)詈 姥買・ ち 電 甍 回転横ナデ・ヘラ切 不定ナデ 10YR6/2 10YR6/2 〕C後半

4 6 16-C-44)詈 土・塊 底 110 回転積 ナ デ ヨ転横ナデ 10YR7/4 10YR7/4 〕C後・須恵器模倣

4 7 16-C-44)詈 土・塊 底 回転横ナデ 不定ナデ 7 5YR6/8 7 5YR6/8 〕C後半

8 16-C-44)詈 須 ・ 塊 底 回転横ナデ・回転ヘラ切 不定ナデ 10YR6/2 10YR6/2 115と 同一個体

4 9 16-C-5 SA 土・甕 底 斜めナデ 黄ナデ 10YR8/4 10YR5/1 S末 ～ 7C木の乗底

16-C-5 SA 土・高杯 I却 170 華滅 工具ナデ 7 5YR6/6 7 5YR6/6 7C

16-C-5 SA 須・大甕 日～ 頸 272 しばり気味の回転ナデ コ転ナデ・横ナデ 10Y4/1 10Y4/1 7C

16-C-5 SA 須・イ 蓋 日 11 ] 回 転横 ナ デ コ転横ナデ 7 5Y6/1 7 5Y6/1 TK209

68



No 出土地点・遺構 器 種 部位
法量 (cm) 調整・文様等 色 調

備 考
日径  底径  器高  胴径 外面 内面 外 面 内 面

16-C-5 SAl 須・不 身 日～然 回転横ナデ 回転横ナデ 2 5Y7/1 」5Y7/1 rK209

16-C-5 SAl 須・ハル 日～底 97

しばり気味の回転ナデ・回
転ヘラ削り 回転横ナデ (しばり痕)

～5/1

4/1 10GY4/1

16-C-5 SAl 三L,電 霊 日～胴 173 工具 ナ デ 工具横ナデ 10YR7/4 ～5/1 'C前半

16-C-5 SAl 土・イ 日～底 95 45 横ナデ・ミガキ 横ナデ・ミガキ 5Y6/8 ;Y6/8 7C前半

16-C-5 SAl 土・不 日～底 57 横ナデ・横ミガキ 横ナデ・ミガキ 5YR6/8 ;YR6/8 'C前半

16-C-5 SAl 二L・ ,ヽ 日～底 80 横ナデ・摩滅・縦ナデ 陵ナデ・横工具ナデ 7 5YR8/6 「 5YR3/6 C前半

16-C-5 SAl 土・甕 阿～底 173 縦ナデ。オサエ 工具斜めナデ 10YR8/4 10YR8/4 7C前・木の葉底

16-C-5 SAl 土。長胴籍 日～胴 170 横工具ナデ・摩滅 横工具ナデ・斜めハケ

10YR7/8
-7/4

10YR7/3

～7/4 「C前半

6-C-5 SA 土・甑 旧～底 71 ミガ キ状 ナデ 板ナデ 10YR7/4 10YR7/3 7C前半

6-C-5 SA 土・邦 日～胴 回転 ナ デ・摩 滅 回転ナデ・摩滅 2 5YR6/8 を 5YR6/8 アC前半

16-C-6 SBl 土・坑 胴～底 70 回転横ナデ・ヘラ切 回転横ナデ・黒色処理 10YR7/1 :C後 ～ 9C

16-C-7 SZl 土・中型甕 口～胴 231 回転横ナデ・縦ナデ 回転横ナデ・横断続ナデ 10YR8/4 10YR8/4 C前半

16-C-7 SZl 察
g・
逐 事 祠破片 平行 叩 き後 カ キ ロ 同心 円 当具痕 ;Y5/1 C前半

16-C-7 SZl
=L・

ラ 下 日～胴 167 回転横ナデ・肖Uり・斜 めナデ 回転横ナデ 7 5YR8/6 F 5YR8/6 「C前半

16-C-7 SZl 須・不 身 日～胴 回転横ナデ・ヘラ削り 回転横ナデ 「K209

16-C-8

2+3+4+5+7+8 土・壷 日―月同

横ナデ・ミガキ状工具ナ
デ・工具縦ナデ 工具横ナデ・不定ナで 10YR7/4

10YR8/8

10YR5/1 「C前半

16-C-11 三L・ 整 岳 日～胴 回転横ナデ・横ハケ・縦ハ ケ 回転横ナデ・縦ナデ・削 り 10YR7/6 10YR7/6 -10C

440 16-C-11 3)冒 土・不 桐～底 54 回転横ナデ・ヘラ切 回転横ナデ・不定すデ -7/4 -7/4

16-C-11 3)詈 土・不 日～底 37 回転横ナデ・ヘラ切 回転横ナデ・不定ナデ 7 5YR7/6 「 5YR6/6

16-C-11 4)詈 土・イ 日～底 回転横ナデ・ヘラ切 回転横ナデ 10YR6/4 10YR6/4 )後 ～ 10C

16-C-11 3+4 土・甕 日～胴 173 黄ナデ・ナデ・ミガキ状ナデ 横ナデ・斜めナデ 10YR3/4 10YR8/4

16-C l1 5層 土・イ 胴～底 回転横ナデ・ヘラ切 回転横ナデ 7 5YR7/6 7 5YR7/6

16-C l1 5層 土・坑 同～底 78 回転横ナデ・ヘラ切 回転横ナデ 10YR7/6 10YR7/6 )後～10C

16-C-11 5)署 土・坑 同～底 88 コ転横ナデ・ヘラ切 回転横ナデ 10YR3/4 10YR8/4 )後～10C

16-C-11 5)詈 土・高杯 イ～脚 従ナデ・摩滅 摩 滅 7 5YR6/6 7 5YR6/6 FC

16-C-11 5)詈 土・皿 日～底 34 13 71 コ転横ナデ・ヘラ切 回転横ナデ 10YR7/4 10YR7/4 13-14C

16-C-11 5秀雪 須
・
塊 桐～底 97 回転横ナデ・ヘラ切 回転横ナデ・不定ナデ

16-C― 5層 を買
・
り 電 桐～底 回転横ナデ・ヘラ切 回転横ナデ・不定ナデ 7 5Y5/1 7 5Y5/1 FC後～8C前

16-C-11 5兵畳 須・娩 同～底 回転横ナデ・ヘラ切 回転横ナデ・不定ナデ 5Y8/1 5Y8/1 一削

16-C-12 土・娩 旧～底 回転横ナデ・ヘラ切 回転横ナデ 7 5YR8/6 7 5YR8/6 )後～10C

16-C-12 SEl 須・奏 旧～底 コ転横ナデ・ヘラ削 り 回転横ナデ 5Y6/1 5Y6/1

16-C-12 SEl 須・甕 同部破 片 路子目叩き 平行叩き 5Y5/1 2 5Y5/1 〕C-9C

16-C-12 SEl 土・台付皿 日～底 回転横ナデ・ヘラ削 り 回転横ナデ 7 5YR7/6 7 5YR7/6 )後～ 10C

16-C-12 SEl 須・甕 日―月同 223 回転横ナデ・維ナデ 回転横ナデ 2 5Y5/ユ 2 5Y5/1

16-C-12 SEl 土・郭 阿～底 回転横ナデ・ヘラ切 回転横ナデ 7 5YR7/6 7 5YR7/6 )C-10C

16-C-12 SEl 土・台付皿 日～底 31 回転横ナデ・ヘラ削 り 回転横ナデ 10YR3/4 10YR8/4 )後～ 10C

16-C-12 5)書 土・皿 日～底 〕 6 21 回転横ナデ・ヘラ切 回転横ナデ・不定ナデ 10YR8/4 10YR8/4 ll-12C

16-C-12 SEl 土・不 胴～底 74 回転横ナデ・ヘラ切 回転槙ナデ 5YR7/6 5YR7/6

16-C-125)詈 土・郷 胴～底 77 回転横ナデ・ヘラ削 り。ヘラ切 回転横ナデ 10YR8/6 10YR8/6 10C前半

16-C-125)詈 須・塊 阿～底 回転横ナデ 回転横ナデ

5Y6/1/

7/1 5Y7/1 10C・ 軟質 焼 成

16-C-12 5)冒 土・杯 日～底

回転横ナデ・縦ナデ (ミ ガ
キ状) 回転横ナデ・不定ナデ 10YR8/4 10YR3/4 「C・本の葉底

16-C-125燥 量 土・寮 日～胴 24 9 回転横ナデ 回転横ナデ 10YR8/4 10YR8/4 -10C

16-C-125耀 冒 土・杯 胴～底 70 回転横ナデ・ヘラ切 回転横ナデ 7 5YR8/6 7 5YR8/6 ,後～10C前

16-C-124燥 雪 土・台付盤 脚部 斬続 横 ナデ 横ナデ・不定ナデ 10YR7/4 10YR7/4 3C

16-C-134)雷 須・坑 桐～底 回転横ナデ・ヘラ切 回転横ナデ 7 5Y4/1 7 5Y5/1 3C後～9C

16-C-13 SB3 土・甕 底 縫ナデ・横ナデ 斜めナデ 10YR8/4 10YR8/4 7C・木の葉底

16-C-14 SEl 土・不 底 回転横ナデ・ヘラ切 コ転横ナデ 7 5YR8/6 7 5YR8/6

16-C-154)詈 土・不 桐～底 回転横ナデ・ヘラ切 回転横ナデ 7 5YR7/6 7 5YR7/6 〕C-10C

16-C-15 4兵雪 土・坑蓋 ノマミ 華滅 7 5YR7 6 7 5YR7 6 須恵器模倣・7C後

16-C-15 4兵畳 土・邦 桐～底 回転横ナデ・ヘラ切 コ転横ナデ 10YR8/6 10YR8/6

16-C-15 SAl 土・甕 底 横ナデ・不定ナデ 従ナデ 10YR8/4 10YR4/1 3後～7C

16-C-15 SAl 土・邦 底 回転横ナデ・ヘラ切 回転横ナデ・不定すデ 7 5YR7/6 7 5YR7/6 〕C―ヤ10C

16-C-15 SAl 須・蓬 顕～胴 格子目叩き・横ナデ 車輪文当具痕 5Y6/1 5Y6/1

16-C-15 SA2 土・婉 日― 胴 15 1 回転横ナデ コ転横ナデ 7 5YR7/6 7 5YR7/6 ひC-10C

16-C-15 SAl 須・甕 路子 目叩き 04 平行叩き

7 5Y5/1

～6/1 7 5Y5/1 8C-9C

16-C-15 SA2 土・高杯 必 ～脚 維 ナデ 陵 ミガ キ・底 部 オ サエ 10YR8/4 7 5YR8/6 6C後 ～7C
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当土地点・遺構 器 種 部位
法 量 (cm) 謡 B_k・ 寸 繕 筆 色 調

備 考
口径  底径  器高  胴径 外 面 内 面 外 面 内面

6-C― 5 SA2 土・イ 胴～底 68 回転横ナデ・ヘラ切 回転横ナデ 5YR7/6 10YR7/6 9C-10C

6-C― 5 SA2 土・イ 胴～底 82 コ転横ナデ・ヘラ切 回転横ナデ 5YR7/6 5YR7/6 9C-10C

6-C― 5 SA2 土・坊 胴～底 コ転横ナデ・ヘラ切 回転横ナデ 10YR7/4 10YR7/4 9C-10C

6-C― 5 SA2 土・坊 コ転ヘラ切・摩滅 摩 滅 7 5YR7/6 7 5YR7/6 9C-10C

484 6-C 64層 土・イ 胴～底 コ転横ナデ・ヘラ切 回転横ナデ 10YR7/4 10YR7/4 9後～10C前

485 6-C― 6 SEl 土・イ 胴～底 InH転横ナデ・ヘラ切 回転横ナデ・不定ナデ 10YR8/6 )後～10C前

16-C-16 SE2 土・甕 底 112 碇ナデ・摩滅 不定ナデ 10YR7/4 7 5YR6/6 FC

16-C-16 SE2 土・不 日～月同 155 蹟ナデ・横ミガキ 黄ナデ・横・斜めミガキ 10YR6/4 5YR6/6 FC中

16-C-16 SE2 土・イ 日～胴 t85
横ナデ・横 ミガキ・斜めミ

ガキ
慣ナデ・横 ミガキ・斜めミ
ガキ 5YR6/6 2 5YR6/6 「C中葉。赤色塗彩

16-C-16 SEl 2買・ ラ F 阿～底 回転横ナデ・ヘラ切 ヨ転横ナデ・不定ナデ 5Y5/1 5Y5/1

16-C-16 SEl 土・不 胴～底 回転横ナデ・ヘラ切 回転横ナデ 7 5YR7/6 7 5YR7/6
'C-10C

16-C-16 SE2 土・坑 底 回転横ナデ・ヘラ切 コ転横ナデ 10YR7/4 10YR7/4 ,C-10C

16-C-16 SE2 土・イ 底 回転横ナデ・ヘラ切 不定ナデ 7 5YR7/6 7 5YR7/6 〕C-10C

16-C-16 SE3 土・坊 底 回転横ナデ・不定ナデ コ転横ナデ 7 5YR7/6 7 5YR7/6 〕C-10C

16-C-16 SE2 土・邦 日～底 132 回転横ナデ・ヘラ切 コ転横ナデ・不定ナデ 7 5YR7/6 7 5YR7/6 〕C～

16-C-16 SE3 土・娩 日～胴 コ転横 ナデ コ転横ナブ 10YR7/4 10YR7/4 〕C～

496 16-C-17 SAl 箔・碧 格子 目叩き 平行条線当具痕 「 5Y5/1 5Y5/1

497 16-C-17 SAl 土・坑 コ転横ナデ・不定ナデ 筆滅 10YR8/4 10YR8/4 9後 ～ 10C

498 16-C-17 SA2 土・坑 胴 ～底 76 回転 ヘ ラ切 コ転横ナデ 「 5YR7/6 7 5YR7/6 9後 ～ 10C

16-C-17 SA2 興・坑 胴～底

コ転横ナデ・ヘラ削り・へ

ラ切 回転横ナデ・不定ナデ

;Y7/1

5/1 5Y7/1 9後～10C

16-C-17 SA2 土・塊 胴 ～ 底 コ転横ナデ 回転横ナデ・黒色処理 10YR8/4 10YR2/1 9後～ 10C

16-C-17 SA2 上・郭 底 回転横ナデ・ヘラ切 不定ナデ 10YR3/4 10YR8/4 9後 ～ 10C

16-C-17 SA2 土・娩 胴～底 コ転横ナデ 回転横 ナ デ F 5YR8/6 5YR8/6 9後 ～ 10C

16-C-184)詈 土・邦 日～底 138 64 26
図 審 傾 ア ア・ヘ フ ロJり・ヘ

ラ切 回転横ナデ 「 5YR7/6 5YR7/6 9後～ 10C前

16-C-18 土・不 日～底 78 回転横ナデ・ヘラ切 不定ナデ ;YR7/8 ;YR7/8 9後～10C前

16-C-18 SAl 土・イ 胴～底 82 回転横ナデ・ヘラ切 回転横ナデ 「 5YR8/6 「 5YR8/6 9後～10C前

16-C-18 4層 土・不 日～底 62 回転横ナデ・ヘラ切 回転横ナデ・不定すデ 7 5YR6/6 F 5YR6/6 9後～10C前

16-C-18 4層 二L・ フ ト 日～ 底 66

回転槙 すテ・ヘ フ削 り。へ

ラ切 回転横ナデ 10YR7/4 10YR7/4 9後 ～ 10C前

16-C-18 土・坑 日～底 75 回転横ナデ・ヘラ切 回転横ナデ 5YR6/8 を 5YR6/8 9後 ～ 10C前

16-C-18 土・塊 日～底 73 回転横ナデ・ヘラ切 回転横ナデ 5YR7/6 F 5YR7/6 9後～ 10C前

16-C-18 4層 土・塊 日～底 82 63 回転横ナデ・ヘラ切 コ転横ナデ 7 5YR7/6 F 5YR7/6 )後 ～ 10C前

16-C-18 土・坑 日～ 底 75 回転横ナデ・ヘラ切 回転横ナデ・不定ナデ 5Y7/8 )後 ～ 10C前

16-C-18 土・坑 日～底 79 回転横ナデ・不定すデ 回転横ナデ・不定ナデ 2 5YR6/8 2 5YR6/8 )後 ～ 10C前

16-C-18 SAl 土・坑 胴～底

回転横ナデ・ヘラ削り,へ

ラ切 ミガキ状ナデ 10YR8/4 5YR6/6

9後～10C前・内画
赤色塗彩

16-C-18 SAl 土・坑 桐～底 回転横ナデ・ヘラ切 回転横ナデ 10YR7/6 10YR7/6 )後 ～ 10C前

16-C-184)冒 土 坑 桐～底 回転横ナデ・ヘラ切 コ転横ナデ 7 5YR7/6 7 5YR7/6 )後 ～ 10C前

16-C-184層 土・坑 同～底 77 回転横ナデ・ヘラ切 回転横ナデ 7 5YR7/6 7 5YR7/6 〕後 ～ 10C前

517 16-C-18 4層 土・郭 桐～ 底 回転横ナデ・ヘラ切 回転積ナデ 10YR7/4 10YR7/4 )後～10C前

16-C-18 二L・ フ ド 日～ 底 128 78  46 回転横ナデ・ヘラ切 回転横ナデ 10YR8/6 10YR3/6 )後～10C前

16-C-18 SAl 二L・ 14N 同～底 峯滅・回転ヘラ切 回転横ナデ 10YR8/6 10YR8/6 )後～10C前

16-C-18 SAl 土・婉 同～底 コ転横ナデ・ヘラ切 回転横ナデ 7 5YR8/6 7 5YR8/6 )後～10C前

16-C-184'詈 土・婉 胴～底 コ転横ナデ・ヘラ切 回転横ナデ 10YR7/4 10YR7/4 〕後～10C前

16-C-18 SAl 土・邦 同～底 回転横ナデ・ヘラ切 回転横ナデ 5YR6/6 5YR6/6 )後～10C前

16-C-18 SAl 土・不 洞～底 61
回審板 ア ア・ヘ フロЦワ・ヘ

ラ切 回転横ナデ 10YR8/8 10YR8/3 )後～ 10C前

16-C-184'詈 土・邦 旧～底 66 コ転横ナデ・ヘラ切 回転横ナデ 10YR7/6 10YR7/6 )後～10C前

16-C-184)詈 須
・
瓶 胴～底 コ転横ナデ・ヘラ切 回転横ナデ

10Y2/1-
3/1 10Y5/1 )後～10C前

16-C-18 SAl 須・瓶 日～顆 回転横ナデ 回転横ナデ 5Y8/1 5Y8/1 )後～10C前

16-C-184渠 畳 須・重 日～頸 132 回転横ナデ 回転横ナデ 7 5Y4/1

7 5Y6/1
-7/1 内面に灰かぶ り

16-C-184)詈 土・不 桐～底 回転横ナデ 回転横ナデ 10YR6/3 10YR7/3 〕後～10C前

16-C-18 SAl 土・郭 桐～底 回転横ナデ・ヘラ切 回転横ナデ 10YR7/4 10YR7/4 ,後～10C前

16-C-21 SZl 土・邦 桐～底 75 回転横 ナ デ・ヘ ラ切 回転横ナデ 7 5YR6/6 7 5YR6/6 〕C

16-C-21 SZ2 須・甕 格子目口日き 0 4cm 当具後ナデ消し

7 5Y6/1

～5/1
7 5Y6/1

～5/1 3C-9C

16-2-22 SZ 土・邦 祠～底 摩 滅 摩滅 7 5YR7/8 7 5YR7/8 ,Cヽ彰10C
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〈o 出土地点・遺構 器 種 部位
法 量 (cm) 調 整 ・ 文様 等 色調

備 考
]径 底径  器高  胴径 外 面 内 面 外面 内面

16-C-29 SEl 須・長頸重 頸部 回転横ナデ。しばり痕 回転横ナデ。しばり痕 一削

16-C-29 SEl 頂・イ 身 口～胴 95 回転横ナデ 回転横ナデ 5Y5/1 7C信1・ うてかどミリ

16-C-29 SEl 頂・奏 桐部 擬格子目叩き 同心円当具痕 10YR6/1 5Y5/1 一削

16 D ll ①一括 土・郷 日～底 169 73 摩滅 筆滅 7 5YR6/8 7 5YR6/8

16-D-13 2 頁・塊 〕同～底 103 回転横ナデ・ヘラ切 コ転横ナデ・不定すデ 5Y6/1 一削

16-D-13 2 身 高盤 日～底

回転横ナデ・ヘラ削 り・へ

ラ切 り 回転横ナデ・不定ナデ 5Y6/1 一削

16-D-14 SA 原・fHE鉢 日～胴 276 コ転横ナデ 回転横ナデ J 5Y5/1 2 5Y5/1 14C有1

16-D-15 SAl 上・邦 日～底 123 30 ミガキ 筆滅 ;YR7/6 5YR7/6 革削

542 16-D― 5 SAl 土・邦 日～底 152 60 50 ミガキ・摩滅 ミガキ ;YR6/6 5YR7/6 革則

16-D-15 -一 才吾 土・郭 日―月同 回転横ナデ・ミガキ 回転横ナデ ,YR5/6 7 5YR6/8 革副

16-D-15 SAl 土・甑 胴～底 縦削 り・不定ナデ 碇ナデ・横ナデ 5YR8/6

7 5YR5/1

～8/4

17-3-l SPl 質・杯 胴～底 回転横ナデ・ヘラ削り コ転横ナデ 5Y7/1 5Y7/1

17-3-l SPl 須・婉蓋 口 回転横ナデ・ヘラ削り コ転構 ナ デ 5Y5/1 8C前

17-3-l SP2 土・杯 胴～底 80 回転横ナデ・ヘラ削り 回転横ナデ 10YR7/4 10YR6/4 〕C-10C

17-3-3 (功 須・高盤 日～底

回転横ナデ・ヘラ削り・ヘ

ラ切 回転横ナデ・不定すデ 「 5Y6/1

2 5Y6/1
-5Y4/1

17-3-6 SAl 土・高杯 日～底 細 か いヘ ラ ミガ キ 個かいヘラミガキ ;YR1/6 ;YR1/6 7C前 ,赤色塗彩

17-3-6 SAl 上・イ 日～底 65 78 ミガキ ミガキ を 5YR6/8 ;YR7/6 7C前・赤色塗彩

17-3-6 SAl 土・壷 日～胴 278 横ナデ・摩滅 斜めナデ・横ナデ 10YR8/3 10YR8/3 7C前・穿孔あり

17-3-6 SAl 上・甕 胴～底 102 縦ナデ・不定ナデ 季滅 [ 5YR7/8 5YR8/4 一削

17-3-6 SA2 土・邦 日～底 60 ミガキ 摩 滅 1 5YR5/4 5YR5/4 一則

557 17-3-6 SA2 土・郭 日～底 65 41 横ナデ・ミガキ ミガキ ;YR7/6 ;YR7/6 一副

558 17-3-6 SA2 土・高杯 日～底 102 ミガキ・縦ナデ ミガキ ;YR6/6 ;YR7/6 一副

17-3-6 SAl 土・甕 底 縦ナデ・横ナデ 縦ナ デ 10YR8/4 10YR8/4 6-7C

17-3-6 SAl 土・畜 底 78 縦ナデ・不定ナデ 不定ナデ・縦ナデ

10YR4/1

～5/1 10YR8/2 6-7C

17-3-6 SAl
=L・

整 3 胴 ～底 60 不定 ナデ 陵ナデ・縦ナデ 10YR5/1

10YR7/2

～7/8 6～ 7C・ 丸底気味

17-3-5 てD 宿・錦 胴 ～底 70
回 路 捩 ア ア・ヘ フ ロリリ・へ

ラ切 回転横ナデ・不定ナデ 5Y6/1 を 5Y6/1 3C後 半

1735④ 須・甕 日～頸 回転横ナデ 回転横ナデ 「 5Y5/1 5Y5/1 BC後半・灰かぶ り

1735④ 須・蓋 口 回転横ナデ・ヘラ削り 回転横ナデ 5YR6/6 ;YR6/6 BC後・還元不全

17-3-7
=L・

llll 日～底 115 回転横ナデ 回転横ナデ 7 5YR7/6 5YR7/6 12C―

17-3-7 土 。長胴 甕 日～底 92 226 回転横ナデ・縦ナデ・不定 蹟ナデ・縦ナデ 10YR6/4 10YR5/4 IC後・木 の葉底

17-A-4 SZl 質・甕 日～胴 回転横ナデ・平行叩き コ転横ナデ・同心円当具痕 ,C

17-A-4 SZl 須・坑 日～底 回転横ナデ 回転横ナデ 10Y5/1 10Y5/1 ,C後

17-A-4 SEl 須・塊蓋 尺 回転横ナデ・ヘラ削り 回転横ナデ・不定ナデ 2 5Y5/2 :C後

17-A-4 SZl 土・イ 日～底 80 横ナデ・摩滅 ミガキ

10YR3/4
-▼ 7/4 10YR5/4 〕C

17-A-4 SZl 須・台付重 旧～底 11 7

平行叩き後カキロ・回転横
ナデ 回転横ナデ・工具ナデ

7 5YR3/1

～3/2
2 5YR4/1

～5/1 :C

17-＼-5 SAl 土・甕 旧～底 23

工具縦ナデ・粘土単位が明

確 工具横ナデ

10YR7/3

～7/4
10YR7/3

～7/4 SC後・土器 埋 設 好

17-C-l SAl 土・高杯 甍 横ナデ・縦ナデ 摩 滅 10YR8/4 10YR8/4

17Cl ① 須・甕 頃 回転横ナデ・格子目叩 ナデ・当具痕 5Y6/1 5Y6/1 〕-9C

17-C-1() 須・イ蓋 天～ 日 20 IHH転横ナデ・削 り 回転横ナデ 7 5Y5/1 10Y4/1 一則

17-C-1() 須・イ 日～ 底 )2 6 1 31 回転横ナデ・沈線・ヘラ削り 回転枝ナデ N4/ 一醐

17-C-2 SAl 須・杯 甍 コ転横ナデ・ヘラ切後ナデ 回転横ナデ・不定ナデ 7 5Y5/1 7 5Y5/1

578 17C2④ 須・坑 同～底 回転横ナデ・削り・ヘラ切 回転横ナデ・不定ナデ 5Y5/1 5Y8/1 7C後 半

17C2④ 須 '杯蓋 天～ 日 コ転横ナデ・ヘラ削り 回転横ナデ 5Y2/1 5Y4/1 「C後半

17-C-3 SAl 頁・密 平行 叩 き・カ キ ロ 同心円芸具痕後ナデ 7 5Y6/1 7 5Y7/1 工副

17-C-3 SAl 縄・鉢 日 条痕・外側から穿孔 条 痕 10YR7/2 10YR8/4 孔列 文 系 土器

17-C-3 SA2 須・邦 蓋 天～ 日 回転横ナデ・削り 回転横 ナ デ 10Y5/1 10Y5/1 SC後半

17-C-3 SAl 土・甕 胴～底 斜めナデ・ナデ 横ナデ 10YR8/3 7 5YR8/4 3C後半

17-C-3 SA2 土・高杯 底～脚 ミガキ・摩滅 摩 滅 5YR6/4 5YR7/4 5C後半

17-C-4 SAl 土・重 頸 ～底 55 慣ナ デ・縦 ナ デ 横ナデ・縦ナデ 10YR5/2 10YR8/4 5C後 半
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oヾ J土地点 。遺構 器 種 部位
法畳 (cm) 謝 愁 ・ 寸 繕 埜 色調

備 考

曰径  底径  器 高  胴容 外 面 内 面 外 面 内 面

17-C-4 SAl 須・イ身 日～底 130 77 34 回転横ナデ・削り 回転横ナデ

587 17-C-5 SAl 土・イ 日～胴 横ナデ 横ナデ・摩滅 10YR8/4 10YR8/4

17-C-5 SA〕 土・高イ 脚部 縦ナデ 摩 滅 「 5YR6/6 7 5YR8/6

17-C-6 SA〕 土・甕 日 横ナデ 横ナデ・摩滅 10YR8/召 10YR8/4 7C後 半

17-C-7 SAl 土・4 日 ミガキ・摩成 ミガキ 5YR7/8 F 5YR8/8 7-8C

17-C-7 SAl 上・イ 底 :0 ]転ヘラ切 摩 滅 10YR8/4 10YR3/4

17-C-7 SAl 土・不 底 115 ヨ転横ナデ・ヘラ切 回転横ナデ 5YR7/6 5YR8/4

17-C-7 SAl 土・イ 日～底 163 ヨ転横ナデ・不定ナデ 回転横ナデ 7 5YR6/8 「 5YR6/8

17-C-7 SAl 土・甕 底 118 蓑ナデ 斜め・横ナデ 7 5YR8/4 5YR3/4 7C後半

17-C-7 SAl 土・甕 日 黄ナデ 岐ナデ 7 5YR7/4 5YR7/4

17-C-7 SAl 土・鉢 日～胴 10
細横ミガキ・横ナデ・斜め
ナデ 細かい横ミガキ(丁寧) 5YR5/6 8C前半・赤色塗彩

17-C-8 SAl 土・甕 胴～底 77 171
従ナデ・摩滅・底部縦ナデ・

階土帯の痕跡

10YR8/4
・ 7/4

10YR8/4
・2/1

7C後 半 土器 埋 設
炉

17-C-8 -一お舌 土・高杯 脚部 挙滅 摩 滅 7 5YR6/5 10YR8/3 7C・ 赤色塗彩

17-C-9 土・高杯 底～脚 10 1 峯滅 摩 滅 7 5YR8/6 5YR7/6 FC・ 赤色塗彩 ?

17-C-23 土・甕 胴～底 肇滅・粘 土 単位 が 明瞭 使ナデ・不定ナデ 10YR8/4 10YR6/2 FC

17-C-40 -一 市舌 土,大甕 日～底

右上がりの平行叩き '平行

叩き。底部やや上げ底

不定ナデ・槙ナデ・斜めナ
デ・横ナデ

10YR7/2

～8/4
10YR3/4

～3/6 1世紀 後 半

17-C-45 SAl 土・小 重 日～胴 コ転横ナデ ]転横ナデ
10YR7/2

～7/3 2 5Y7/2 -10C

17-C-45 SA2 土・塊 桐～ 底 回転横ナデ 峯滅 7 5YR7/4 7 5YR7/4 -10C

17-C-45 SA3 土・坑 同～ 底 回転横ナデ・ヘラ切 回転横ナデ 10YR7/4 10YR7/4 -10C

17-C-45 SA3 土・イ 同～底 回転横ナデ・ヘラ切 ]転横ナデ 10YR8/4 10YR8/4 )-10C

17-C-45 SAl 土・ITh 一氏 回転横ナデ・ヘラ切 ヨ転横ナデ 7 5YR7/4 7 5YR7/4 -10C

17-C-45 SA3 土・挽 祠～底 挙滅 底部に花弁状ナデ 肇滅 7 5YR8/6 7 5YR8/6 -10C

17-C-45 SAl 土・雰 底 回転横ナデ・ヘラ切 ヨ転横 ナデ 10YR8/4 10YR8/4 -10C

17-C-45 SA3 土・皿 日～底 104 74 18 回転横ナデ・ヘラ切 回転横 ナデ 10YR8/4 10YR3/4 11-12C

17-C-45 SA2 土・甑 把 手 ナ デ 10YR8/4 10YR8/4 7-8C

17-C-45 SAl 土・甑 日～底 167 全体的に摩滅・横維のナデ 禁滅 10YR7/3 10YR7/6 3C後半

17-C-45 SAl 須・坑 底 70 回転横ナデ・ヘラ切 IBH転横ナデ 7 5Y4/1 7 5Y4/1 〕C後半

17-C-45 SAl 須・坑 胴～底 74 回転槙ナデ ヘラ削 ヘラ切 司転横ナデ 7 5Y4/1 N5/ :C後半

17-C-45 SAl 土・不 底 76 回転横ナデ・ヘラ切 回転検ナデ 10YR6/3

17-C-45 SAl 土・瓦器塊 底 76 回転横ナデ・ミガキ ミガキ

10YR4/1

～3/1
10YR4/1

～6/3 11-12C

17-C-45 SAl 土・塊 洞～底 82 回転横 ナデ コ転横ナデ 5YR7/6 7 5YR7/6

1638①一括 藪来由陶・碗 底 施 莉 疱釉・圏文あり 実縁色 濃縁色 〕-10C

620 16-4-2 でD 景界山陶・碗 体 部 施 釉・ 危来由 黄緑色 黄緑 色 〕-10C

1632②一括 白磁・碗 日 17 6 施釉 施和
7 5Y7/2 7 5Y7/2

卯lVtt r ll俊 ～

12C

16424-括 2 白磁・碗 日 176 施和 施和 10Y8/1 10Y8/1 碗Ⅱ類 ?

623 1642⑥一括 白磁・碗 日 173 施紬 施和 5Y8/2 碗Ⅳ類

17-C-45 SAl 最和陶・碗 底 58 施和 施和 胎土は青灰色 条緑色 深緑色 〕Cヽラ10C

625 17-C-45 SAl 豪釉陶・皿 日破 片 施 約 崩五来由

7 5Y6/8

黄緑色

7 5Y6/3

黄緑色 9C-10C

626 17-C-45 SAl 最釉 陶・皿 日破片 施 釉 危釉・圏文 10Y5/2 10Y5/2 〕C-10C

16-C-11 4月雪 白磁・碗 日 176 施和・下半は和なし 疱来由 5Y7/1 7 5Y7/1 碗Ⅳ類 ?

17C14④ 白磁・碗 日 施和・下半は釉なし ▼五キ由 10Y8/1 10Y8/1 12C

629 16-3-4 咆D 青磁・碗 ? 底 施 釉 疱釉・花文 掲色

10Y6/2～

5/2 龍泉窯系 15C～

16-4-10 0D― ―
=ξ

青磁・碗 底 56 設和 施釉・花文・圏文 10Y6/2 10Y6/2 龍泉窯系12C後半

16-4-1(》
~F
旬・悟 鉢 日―月同 271 回転横ナデ 回転横ナデ・播り目あり

口稼予杯の

ちネ5YR4/2 2 5YR4/6 備前系

17-C-45 SAl 青磁・皿 日 施和・圏文 班三界由 5Y6/2 7 5Y6/2 15C―

16-1-4 SEl 須・甕 顕 平行叩き 同心円当て具痕 」5Y4/3 2 5Y6/1

16-1-6 SZl 土・高杯 底～脚 ナデ 縦ナデ ミガキ状ナデ・摩滅 ;YR6/6 7 5YR7/6 5C後・赤色塗彩

16-1-7 SAl 須・杯蓋 天 ～ 日 42 回転ナデ・回転ヘラ削り 回転ナデ Y4/1-5/1 5Y4/1 甑T85-TK43

16-1-7 SAl 土・奏 底 不定ナデ 蹟ナデ 10YR7/6

10YR7/4

～4/1

6後 ～7C・木の葉

底

16-1-7 SAl 土・重 医

斜め工具ナデ・ ミガキ状
ナデ 強い横ナデ 横ナデ・斜めナデ・オサエ 10YR6/6 10YR8/4 5後 ～ 7C
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fo 出土地点・遺構 器 種 部位
法量 (cm) 調整・文様等 色 調

備考
口径  底径  器高  胴径 外 面 内 面 外 面 内 面

16-1-8 3+4十 一

括 土・短頚重 日～胴 174 蹟ナデ・右上工具ナデ 横ナデ・横斜め工具ナデ 10YR6/6 10YR7/6

16-1-7 SA2 土・甕 顕～胴 135 挙滅 縦ナデ 10YR7/6 10YR8/4

16-1-7 SA2

土・戸 日長

胴甕 日―月同 陵ナデ・粘土単位明瞭 横ナデ・摩滅・不定ナデ 10YR7/6 10YR7/6 6C後～ 7C

16-1-7 SA2 土・槙倣蓋 天 ～ 日 114 横ナデ・摩滅 摩 滅 5YR5/6 5YR5/6 7C・赤色塗彩

16-1-7 SA2 須・蓋 天 ～ 日 回転横ナデ 回転横ナデ 10YR5/1 2 5Y6/1 7C前半

16-1-7 SA2 土・甕 氏部 57 陰い工具ナデ 摩滅 10YR6/4 10YR7/3 7C前半

16-1-7 SA2 土・小型甕 日～胴 際ナデ・縦ナデ 偕すデ 10YR4/2 10YR4/3 IC前半

16-1-8 須・高杯 式～脚

回転ヘラ削り。しばり痕・

回転横ナデ ]転横ナデ 5Y4/1 FC前半

16-1-9 SAl 土・娩 胴～底 コ転横ナデ・ヘラ切 ]転横ナデ 不定ナデ
7 5YR7/6
-6/6

7 5YR7/6

～6/6 〕C後半

16-1-9 SZl 須・高杯 氏～脚 回転横ナデ 不定ナデ 2 5Y7/2 2 5Y7/2

16-2-12 SAl 須・蓋 つまみ ナデ 不定ナデ 5Y5/1 5Y5/1

16-2-12 SAl 須・平瓶 ? 日破片 回転ナデ コ転 ナ デ 5Y4/1 7 5Y4/1 -7C

16212埋±2 土・甕 式部 72 維ナデ 不定ナデ 10YR8/4

10Y5/1-
4/1 ～7C

696 16-B-35)冒 須・婉蓋 天 回転横ナデ 不定ナデ 5Y5/1 5Y5/1

16-B-3 5'署 土・皿 日～底 13 回転横ナデ・ヘラ切 ヨ転横ナデ・不定ナデ 10YR6/2 10YR6/2 13-14C

16-B-3 5)冒 土・婉 洞～底 71 回転横ナデ・ヘラ切 回転横ナデ。石定ナデ 7 5YR6/6 7 5YR6/6 -10C

16-B-34厚冒 土・不 日～底 112 回転横ナデ・ヘラ切 ヨ転横ナデ・不定ナデ 7 5YR8/6 7 5YR8/6 一副

16-B-4 SAl 上。大型鉢 日～底 24 5
回転横ナデ・ナデのち横ミ

ガキ・縦ナデ コ転横ナデ・横ミガキ 10YR7/4 10YR7/4 ,末～7C前

16-B-4 SAl 土・鉢 日～胴 工具横ナデ・縦ナデ 工具横・縦ナデ 10YR7/4 10YR7/4 5末～7C前

16-B-4 SAl 土・高杯 脚言

“

蹟ナ デ 肇滅 7 5YR6/8 7 5YR6/8 )末～ 7C前

16-B-4 SAl 土・甕 日～底

横ナデ・工具横ナデ・工具
斜めナデ・摩滅

横ナデ・工具横ナデ・不定
ナデ 7 5YR8/6

日縁付近

10YR3/6

底部付近

10YR5/1 5末～7C前

16-B-4 SAl 土 甕 日～胴 横ナデ・平行叩き 黄ナデ・斜めナデ 10YR8/4 10YR8/4 5末～7C前

16-B-4 SAl 頂・邦 身 日～胴 110 回転横 ナ デ 回転横ナデ 10BG5/1 10BG5/1 3末 ～ 7C前

16-B-4 SAl 員・大甕 IΠ破片 擬格子 目叩き 同心円当具痕

;Y4/1-
1/2

5Y4/1-
4/2 3末～7C前

16-8-5 SAl 土・鉢 口 132 横ナデ・縦ナデ 陵ナ デ 10YR7/4 10YR7/4 3-7C

16-B-5 SAl 土・沓 底 99 横ナデ 陵ナデ 10YR8/4 10YR8/4 7C・木の葉底

16-B-5 SAl 須・坑 桐～底 回転横ナデ・ヘラ切 回転積 ナ デ を 5Y6/1 2 5Y7/1 一訓

16-B-5 SAユ 土・鉢 底 60 ナデ・オサエ 不定ナデ 7 5YR8/6 7 5YR8/6

16-B-5 SAl 土・高杯 脚 部 縦ナデ 横ナデ 10YR8/4 10YR8/4

17-2-5 SHl 須・甕 擬格子目叩き後カキロ 同心円当具痕

2 5Y6/1

～5/1 2 5Y6/1 δ末～7C前

17-2-8 SAl 須・坑 日～月同 116 回転横ナデ 回転横ナデ 5Y5/1 7 5Y6/1 8C後

17-2-8 SAl 須・塊 底 114 回転横ナデ 回転横ナデ 5Y5/1 7 5Y6/1 8C後

17-2-8 SAl 須・奏 胴部 平行叩き後カキロ 同心円当具痕 5Y6/2 2 5Y7/1 8C前・表面に砂

17-2-16 SEl 土・皿 底 回転ヘラ削り後ナデ 回転横ナデ・不定ナデ 10YR7/4 10YR7/4 8C後半

17-2-19 SEl 土・輔 羽 日 破 片 鉄 津 付 着

5Y6/1

5Y7/4 J 5Y7/4

17-2-10 SAl 土・甕 日～胴 コ転横ナデ・縦ハ ケ・横ハケ 回転横ナデ・横ハク F 5YR8/4 5YR7/6

7-2-
=L・

引 子 日～月同 摩 滅 季滅 10YR5/4 10YR5/4 7C

7-2- 土・皿 日～底 73 62 12 回転横ナデ・ヘラ切 回転横 ナ デ 10YR6/4 10YR6/4 15C―

7-2- 三L・ 』 1 日～底 7 62 回転検ナデ・ヘラ切 回転横ナデ 10YR6/4 10YR6/4 15C―

7-2- 三L・ ラ ド 胴～底 回転横ナデ・ヘラ切 回転横ナデ 10YR7/4 10YR7/4

7-2- 土・杯 胴 ～底 摩 滅 摩 滅 10YR7/4 5YR7/6 9Cヽ910C

7-2- え買・ 力 雹 胴 ～底 回転横ナデ・ヘラ削り・切 回転横ナデ 7 5Y5/1 10Y5/1

7-2- 土・製塩 阿～底 15 摩 滅 摩滅 5YR5/6 ど 5YR5/6

726 7-2- 須・不 日～胴 120 回転横ナデ・カキロ 回転横ナデ )C

7-2- 土・不 阿～底 89 摩滅・回転ヘラ切 摩滅 10YR7/4 10YR7/4

728 7-2- 土・甕 旧～底 斜め工具ナデ・不定ナデ 工具横ナデ・オサエ 10YR7/4 10YR7/4 4C前・上器埋設炉

729 7-2- SAl 土・邦 日～底 141 71 42 回転横ナデ・ヘラ切 回転横ナデ 7 5YR8/6 F 5YR7/6 ;-9C

7-2- 土・製塩 阿～底 18 摩滅 摩滅 5YR5/6

17-2-1l SA3 須・短顎壷 日～胴 〕 6 11 3 回転横ナデ 回転横ナデ 10Y7/1 7 5Y6/1

17-2-35 SEl 上・不 桐～底 74 回転横ナデ・ヘラ切 回転横ナデ 7 5YR7/6 7 5YR7/6 :C

17-2-35 SEl 百・暮 伺～ 底 回転横 ナ デ 同 談 結 十 デ 7 5Y7/1 7 5Y6/1
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oヾ 当土地点・遺構 器種 部位
法 量 (cm) 謂慈 ・ ヤ 態 笙 色 調

備 考

口径  戊径  器高  胴径 外 面 内 面 外 面 内 面

17-2-35 SEl 須・坑 桐～底 74 回転模ナデ 回転横ナデ 5Y8/1

17-2-35 SEl 土・坑 同～底 摩 滅 摩 滅 7 5YR8/6 [ 5YR3/6

17-2-35 SEl 土 ・ 皿 日～底 )2 回転槙ナデ・ヘラ切 回転横ナデ 10YR8/4 10YR8/4

17コ -ヽ7 SAl 土・甕 同～底 21 縦ナデ・斜めナデ 工具横ナデ・縦ナデ 10YR7/4 10YR7/3 )末～7C前

17-A-7 SAl 土・製塩 日～胴 摩滅 布 痕 7 5YR7/6 10YR5/1

18-2-3 SA2 土・鉢 日～胴 140 横ナデ 摩滅 摩滅 5YR6/8 「 5YR8/6 )C-10C

18-A-9 SAl 須・台付瓶 氏 回転ナデ・削り・ヘラ切 回転ナデ 10Y4/1 「 5Y5/1 〕後～9C前

18-A-9 SAl 須・甕 廃格子 目叩き 平行当具痕 N3/-4/ 7 5Y4/1
'C後

18-A-10 SEl 須・坑 桐～底 82 回転ナデ・削 り 回転ナデ 2 5Y6/3 5Y6/1 〕C

18-A-14 S■ 1 須・蓋 天～ 日 回転ヘラ削り・回転横ナデ 回転横ナデ・不定ナデ 5Y5/1 5Y5/1

18-A-16 SHl 土・甕 日～頸 陵ナデ・工具ナデ 猿ナデ・工具ナデ 10YR7/8 2 5Y4/1 「C

18-(17 SH3 土・高不 嵐～脚 110 コ転横ナデ 不定ナデ 10YR8/4 10YR3/4 〕C

18刊吐-3 SAl 土・甕 日～胴 210 横ナデ・粗い縦刷毛 横ナデ。工具横ナデ

10YR4/8

10YR7 5Y

R5/6

7 5YR5/4

～5/6

8C末～9C前・外来
系胎土・豊後大分
系企救型甕 ?

18-A-12 炉跡 土・甕or甑 日―月同
粗い横ナデ・縦ナデ摩滅が

著しい・粘土単位が明瞭
横ナデ丁寧・粘土単位を消
す。摩滅

10YR7/4

7 6YR6/6
-6/8

7 5YR7/6

～8/6・

7 5YR5/2 ～7C

18-A-12 S■ 5 須・坑蓋 天 ～ 日 回転ナデ・ヘラ削り 回転横ナデ 5Y5/1 5Y5/1 3C後～9C前

18-A-12 SCl 須・高杯
卸
型 回転ナデ・しばり痕 不定ナデ 5Y5/1 5Y5/1 「C?

18-A12検 土・坑 底 回転横ナデ・ヘラ切 回転ナデ 10YR8/4 10YR8/4 〕C後 ～ 10C

18-A-17 SZl 須・甕 平行叩き 同心円碧具痕 10Y5/1 7 5Y5/1 -9C

18-A-17 SZl 須・甕 平行叩きのちカキロ 同心円当具痕 5Y4/1 2 5Y6/2 ～7C

18-A-17 SZl 須・重 頸 部 回転横ナデ 回転横ナデ 5Y6/1 ]C

18刊 -ヽ17 SZl 須・塊 底 回転横ナデ・ヘラ切 回転横ナデ後不定すデ N4/ N4/ ]C後半

18-A-17 SEl 須・蓋 日 回転ヘラ削・回転横ナデ 不定ナデ 5Y6/1 5Y6/1 〕C後半

18-A-18 SCl 須・蓋 つまみ 回転横ナデ コ転横ナデ 7 5Y5/1 5Y7/1 〕C後半・灰かぶり

18-A-18 SCl 須・蓋 天 コ転横ナデ・ヘラ削り コ転横ナデ 5Y5/1 7 5Y5/1

8C後半・内面磨
研・転用硯 ?

18-A-18 SCl 須・甕 I同破 片 格子 目叩き 03 同心円当具痕後ナデ 7 5Y4/1 3C

18-A-18 SCl 土・高杯 脚 部 縦 ナデ 肇滅 7 5YR7/6 7 5YR6/6

18-A-18 SCl 土・高イ 脚 部 肖」り(脚著Б) 筆滅 7 5YR5/6 7 5YR5/6 7C・ 外来系胎土

18-A-18 SCl 土・婉 胴 ～底 回転 横 ナ デ 肇滅 7 5YR8/6 7 5YR8/6 〕後 ～ 10C

18-A-18 れ尖 土・不 日～ 底 回転横ナデ・回転ヘラ切 コ転横ナデ 7 5YR8/6 7 5YR8/6 〕後 ～ 10C

18-A-18 SCl

土・高台付

盤 胴～底 回転横ナデ 回転横ナデ 7 5YR7/6 7 5YR7/6

18コ -ヽ18 SCl 須・甕 日縁 回転横 ナ デ・カ キ ロ コ転横ナデ 3C

18刊生-18 SCl 須・甕 口～胴 回転横ナデ 格子目叩・ナデ 回転横ナデ・波状当具痕 7 5Y8/1 7 5Y8/1

18刊生-22 SAl 須・提瓶 日 回転横ナデ 回転横ナデ 5Y6/1 5Y6/1 3C・万疋か莞Iり

18刊(-26 SEl 須・塊 胴～底 回転横ナデ・ヘラ切 回転横ナデ 2 5Y5/2 2 5Y5/2 7C末～8C

18-A-28 SZl 須・甕 頸～胴 回転横ナデ・平行叩き 回転横ナデ・波状当具痕 ;Y5/1 5Y5/1

770 18-A-29 SEl 須・イ身 日～胴 103 回転横ナデ・ヘラ削り 回転横ナデ F 5YR5/2 2 5Y5/1 TK10-M↑85

18-A-29 SEl 質・郵 底 65 回転ヘラ削り・ヘラ切 回転横ナデ・不定ナデ

5Y6/1-
5/1

18-F-10 SEl 三L・ 雲 霊 日～底 132 135 125 回転横ナデ・縦ナデ 回転 横 ナ デ・摩 滅 10YR8/6 10YR7/4 一削

18-F-14 -― iξ 隠・鉢 日 爪 形 文 ナ デ F 5YR7/4 10YR7/4 縄 文 早期

17-2-6 SZ―一市ξ 白磁・皿 底 施�・高台は釉なし 施釉 を 5GY8/1 2 5GY8/1 12C後 半

18-A-24 SEl 青磁 ?・碗 底 51
施釉・見込釉なし,ス タン
プ花文 施和

10Y8/1ラて
白の和 10Y3/1 龍泉窯系15C～

18A32検 一括 白磁・皿 底 施釉・高台は釉なし 施釉 「 5Y8/1 7 5Y3/1 皿 Xl類 ?

17-1-24 SA 青磁・碗 日～胴 132 施釉。日縁下に波紋 朋五来山 10Y6/2 10Y6/2 龍泉窯系 15C

17-1-7 -一 布看 賃・甕 頸 言Б 格子ロロコきのちカキロ 回転ナデ。同心円当具痕 5Y4/〕

17-1-E SAl 須・水瓶 顕 部 回転ナデ 内面灰かぶ り 7C後～8C

17-1-E SAl 土・坑 日～胴 回転ナデ・ヘラ肖Uり 回転ナデ 10YR6/4 10YR7/4

17-1-E SA2 質・坑 胴 ～底 回転横ナデ・ヘラ切 回転横ナデ・不定ナデ 7 5Y5/1 8C後

17-1-I SEl 土・坑 胴 ～ 底 摩 滅 事滅 「 5YR8/6 7 5YR8/6 9C後～ 10C

18-1-9 SEl 土・杯 底 回転横ナデ・ヘラ切 回転横ナデ 1 5YR6/6 7 5YR6/6 9C後～10C前

18-1-1l SE2 土・坑 底 回転横ナデ 底部花弁状ナデ ミガキ・黒色処理 10YR8/4 10YR2/1 一則

18-1-1l SZl 土 ・ 坑 日～胴 回転横ナデ 回転横ナデ 10YR7/6 10YR7/6 9C後～ 10C
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出土地点・遺構 器 種 部 位
法量 (cm) 調整 。文様等 色 調

備考
コ径  底径  器高  胴径 外 面 内面 外 面 内面

18-1-1l SE2 土・坑 胴～底 86 回転横ナデ 回転横ナデ 10YR7/6 10YR7/6 )C後半～10C前

18-1-1l SE2 土・不 日～底 74 回転横ナデ・ヘラ切 回転横ナデ 10YR8/4 10YR6/4 )C後 半～10C前

18-1-12 SAl 土・不 日～月Π 横ナデ・摩滅 摩 滅

10YR7/3
-7/4

10YR7/3
-7/4

18-B-15 SAl 須・坑 旧～底 8 回転横ナデ 回転横ナデ 5Y6/1

)C後 ～10C・ 軟質
辞成

18-3-20 SH3 須・甕 平行叩きのちナデ 波状当て具痕のち平行当具

18-B-20 SAl 弥生・壷 日～胴 横ナデ・縦ハケ後横 ミガキ
横ハケ・横 ミガキ ,オサエ・

縦ハケ

5YR4/4-
3/8

;YR3/2´ ―ヽ

[ 5YR6/4

弥生後期前半 所

色塗彩

820 18-B-21 SCl 赤生・覆 甍吉Б 縦ハケ・回転横ナデ 縦ナデ

10YR6/2

10YR4/1 10YR4/1

/tN生中期末～後

胡前半

18-B-21 SP12 沐生・甕 底 部 58 摩 滅 縦ナデ 10YR5/8 10YR5/2

822 18B21検 一括 小生・甕 日～胴

横ナデ・オサエ・凸帯貼付・

横ナデ・縦ナデ 横ナデ・斜めハケ・縦ハケ

10YR7/4
-6/2

10YR7/4

～2/1 〃・在地系甕

18-B-22 SAl ホ生・甕 底 摩 滅 事滅 10YR7/4 10YR6/2 6C後 半

18-B-23 SAl 亦生・甕 日～胴 〕32 回転横ナデ・縦ハケ 横ナデ・横ハケ・縦ハケ 10YR5/2 10YR7/8 弥 生後 期 前 半

18-B-22 SEl 質・提 瓶 日 42 回転横ナデ・線刻 回転槙ナデ 2 5GY6/1 J 5GY6/] 6C後半

18-B-23 SC3 須・提瓶 日 ;8 回転横ナデ 回転横ナデ 5Y4/1

2 5Y5/2

～5/1

18-B-23 SAl 健・鉢 口

条痕・外側から穿孔 (貫通
しない) 条痕文 3 5Y7/3 5Y7/3 孔列文系土器

18-B-24 SEl 質・邦 or皿 底 )6
回転横ナデ・削り・回転へ

ラ切 回転横ナデ 3 5Y6/2 J 5Y6/1

18-B-28 SE2 隠・鉢 日

条痕・外側から穿孔 (貫通
しない) 条痕文 5YR7/4 10YR8/2 孔列文系上器

19-C-l SZl 土・不 日～底 )8 70 19 回転横ナデ・回転ヘラ切 回転横ナデ・不定ナデ 10YR8/3 ll-712C

19-C-2 SD2 須・甕 擬格子目叩きのちカキロ 同心円当具痕 を 5Y6/1 J 5Y5/1 6C後～ 7C

19-C-6 SEl 土・大密 底 11 7 横ナデ 縦ナデ 10YR8/4 10YR8/4 6C後～7C

833 19-C-6 SEl 土・片日甕 日～月同 ,40 慣ナ デ 槙工具ナデ 10YR8/4 10YR8/4 6C後半

19-C-8 SAl 頂・娩 胴 ～底 摩 滅 季滅 」5Y8/3 2 5Y6/1 軟質・7C後半

19-C-8 SAl 土・甕 日～胴 横ナデ・工具維ナデ 僚ナデ・工具斜めナデ 10YR8/4 10YR8/4 7C後 半

19C-7地床炉上 土・甑 胴～底 67 槙ナデ 縦ナデ・横ナデ 10YR7/3 10YR7/2 7C後 半

19C-7地床炉上 土・甕 底 97 陵ナデ 横ナデ 10YR7/3 10YR7/3 7C・木の葉底

19C7地 床炉上 土・弩 日 横ナデ 横ナデ 10YR7/3 10YR7/3

19C-7地床炉上 上 高杯 脚 縦ナデ・横ナデ 艇ナデ 10YR8/3 3C後 ～ 7C

19-C-7 SEl 須・坑 胴～底 回転横ナデ・ヘラ削り 不定ナデ 7C後半

19-C-7 SEl 須・甕 擬格子 目叩きのちカキロ 同心円当具痕 ,Y7/1 2 5Y5/1

19-C-7 引也
"ヽ

九戸 上・甕 胴 ～底 85 212 右上平行叩き'I具縦ナデ 工具横ナデ 10YR7/3 10YR4/1

19-C-7 SAl 上 甕 日～胴 横ナデ 斜め工具ナデ 10YR7/4 10YR7/4 7C

19-C-7 SAl 上・浅鉢 日～胴 横ナデ・縦ナデ・摩滅 横ナデ・工具横ナデ 10YR8/4 10YR8/4

19-C-7 SAl 須・坑 蓋 天 回転横ナデ 回転横ナデ

19-C-7 SAl 頁・娩 蓋 日～天 回転横ナデ・ヘラ削り コ転横ナデ 8C後

18-1-16 SA-4 尿釉陶・皿 日 施釉 施釉 炎緑色 淡緑色 9-10C

17 1 20 SZ一 括

味細 円・

瓶 ? 体～底 82 堀ヒ釆由 回転ナデ 釉なし 5Y6/3 7 5Y8/1

18-1-16 SA4 青磁・碗 日破片 施釉・蓮弁文 施和

月るいオ

リーブ灰
D緑系

明るいオ

リーブ灰
の緑系

龍泉窯系 15～
16C

850 18-1-l SEl 青磁・皿 底 67 施和・高台内釉なし 地釉 炎緑色 淡緑色 龍泉窯系15～ 16

18-B-17 SEl 青磁・碗 体 ～底 50 施 釉 施釉 朱緑色 深緑色 龍泉窯系15C～

852 17-1-3 SE―一市看 染付・皿 底 施釉・畳付～底釉なし 見込 に文 字 ? 〕5GY8/1 2 5CY8/1
小野分類C群

16C前 半

853 18-B-16 SEl 染付・皿 日～底 施釉・圏線・唐草文 施THI・ 圏線・十年花文 10GY8/1 10GY8/1

/1ヽ「予う)装頁B-1君羊
16C塙廊

18-1-l SEI 御・揖鉢 胴～底 132 回転横ナデ・ヘラ削り
回転横ナデ調整後底面ま
で指り目が施される ,YR3/6 16C末～ 17C

18-1-l SEl 衛・極 秩 1同～ 熊 154 コ転横ナデ・不定工具ナデ 信り目あり。磨痕 ;YR5/2 隋前系
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ab.5  石器・石製 品
健別 出 土 地 点 石 材 長 (cm) 幅 (cm) 享 (cm) 重量 (宮 ) 出土遺跡 縮尺

碁石 18E3SEl― 括② 砂岩 132 09 堂 ヶ嶋遺跡

砥石 19-A-7 SZl――右舌 頁岩 42 22 183 31 堂ヶ鳴遺跡

現 18-3-15 SEl――市舌 輝緑凝灰岩 ? 103(残存部 179.8 堂ヶ嶋遺跡 1胸

蒼製石斧未製品 16-D-19 SAl 14 貢岩 87 214 96 寺崎遺跡

有肩打製石介 20-B-4 SEl――すξ 貢岩 107 104 74 寺崎遺跡

審製石分 20 B l検一括 砂岩 114 5C a23 88 寺崎遺跡

石 錘 16-D-19 SA ――萌吾 頁岩 72 74 寺崎遺跡

石 錘 19-B-7 SEl ―一新舌 買岩 75 82 71 寺崎遺跡

磨敲石 20-1-6 SAl ――すξ2 尾鈴山酸性岩類 9 5 716 83 寺崎遺跡

砥 石 20-1-9 SA1 2優 こ――手ξ 砂岩 91 2[ 1 25 57 38 寺崎遺跡

石錘 18-D-4 -― iξ 買岩 98 131 2 上妻遺跡

藩敲石 19-D-4 務幸舌LttL――名旨―ユ 尾鈴 山酸性岩 類 74 401 1 上妻遺跡

石錘 19D4境乱土一括2 買岩 ? 102 5 15 ] 182 67 上妻遺跡

石錘 2032包合層一括 砂岩 57 17[ 157 4 上妻遺跡

有肩打製石斧 16-3-10 癒D 頁岩 5 60 64 法元遺跡

打製石斧 17-3-l SP4 -― 子
=

砂岩 4 3 法元遺跡

石錘 16-4-15 砂岩 ? 5( l 61 41 喋〒 悟 駄

石錘 16-4-18 頁岩 68 5〔 虫元漬跡

石 錘 16-4-20 砂岩 7 5 14〔 86 47 法元遺跡

石 錘 16-4-24 2 -― 坊舌1 買岩 5 17 98 6〔 法元遺跡

石錘 16424②一括2 買岩 6i 5 2 122 27 侠〒 稽 跡 1/4

石 錘 16424②一括3 砂岩 12 1〔 75 64 法元遺跡 1/

石 錘 16-4-25 (D 砂岩 1 94 31 法元遺跡 1/

642 石錘 16-4-25 SA4 貢岩 8 44 1 98 71 法元遺跡 1/

石錘 16-4-25 SA-6 砂岩 14 湊〒 浩 駄 1/

石錘 16-4-26 SAl 頁岩 81 5, 法元遺跡 1/

石 錘 16-4-26 SAl-2 頁岩 5 55 1 1 法元遺跡 1/

石 錘 16427② 頁岩 198 81 法元遺跡 1/

石 鍾 16-4-30 SAl―一布看 頁岩 73 144 64 法元遺跡 1/ィ

石錘 16-C-7 -一 石看 頁岩 7 15 法元遺跡 1/

石 錘 16-C-14 SEl ――
=ξ

砂 岩 3 12 353 66 法元遺跡 1/

石 錘 16C15 SA2-括 1 頁岩 5 13 75 34 法元遺跡 1/ィ

石錘 16C-161(SEl) 頁岩 17 143 3 法元遺跡 1/

石錘 16-C-16 SE3-― 坊看 頁 岩 5 1 45 79 58 法元遺跡

石錘 16-C-164層 一括 1 買岩 118 05 法元遺跡 1/

石錘 16-C-17 SA―一坊看4 砂 岩 19 89 32 法元遺跡 1/4

石錘 16-C-18  SA 頁岩 47 1 75 63 05 湊〒 糟 PrT

石錘 16-D-10 SC2-― 市吾 砂 岩 74 33 法元遺跡 1/4

石錘 16-D-13 ゼみ 砂 岩 1 65 82 07 法元遺跡

石錘 16D14① 砂岩 18 63 98 法元遺跡

石錘 16D16② 砂岩 8 13 104 72 法元漬跡

石 錘 16-D-16 SE――
=看

1 頁岩 162 11 法元遺跡

661 石錘 16-D-16 SE一―者看2 砂岩 73 5 25 15 98 24 法元遺跡

石錘 16-D-16 SE―一者雪3 砂岩 14 53 15 法元遺跡

石錘 1733① 一括 貢岩 122 04 法元遺跡

石 錘 17-C-3 SA2-一 窃舌 買岩 41 2 法元遺跡

665 石錘 17-C-7 SA2 2 貢岩 57 12 41 77 法元遺跡

石錘 17-C-38 -一 i争 少岩 75 15 法元遺跡

石錘 17C45 SAl下層2 頁岩 81 2 25 217 59 法元遺跡

石 錘 16-4-10 でD ―一チ舌 砂岩 12 83 96 法元遺跡

磨石 16C17 SA一括21 ホルンフェルス 47 153 86 法元遺跡

磨石 17C45 SA2-括 1 少岩 77 4 353 66 嵯〒 漕 駄

磨 敲石 16-C-17 SA―一布看2-2 記鈴山酸性岩類 640 67 法元遺跡

磨 石 17-C-45 SA3-一 オξl 買岩 71 72 5 379 39 法元遺跡

砥 石 16-C-44)署  2 頁岩 3 18 67 79 法元遺跡 1/4

砥 石 16-C-29 SE ――布ξ2 砂岩 9 12 66 12 侠〒 浩 駄

砥 石 17-群4 SZ 14 砂岩 11 61 法元遺跡

磨製石介 17-C-45 SA3-―
=ξ

l 砂岩 4 160 73 法元遺跡

n‐R石 17-1-20 SZ――iξ 2 砂岩 27 07 21 65 童子丸遺跡

石錘 17-2-8 SA2 頁岩 12 65 14 垂子丸遺跡

石 錘 17-2-10 SA2 3 頁岩 7 166 05 童子九遺跡 1/4

石 錘 17-2-20 1 貢岩 5 25 1 25 童子九遺跡 1/

石 錘 17-2-85 SE――よξ2 砂岩 5 60 86 童子丸遺跡 1/

石錘 1821検 一括 1 頁岩 34 55 垂子 丸遺跡 1/

石 錘 1821検 一括 2 頁 岩 4 07 15 62 童子丸遺跡 1/

石 錘 18-A-23 SHl― ―市舌 砂岩 91 7 250 28 童子丸遺跡 1/

石錘 18-A-26 SEl― ―布雪-3 画岩 73 63 142 52 童子 丸遺跡 1/
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種別 当土地点 石材 民(cm) 幅 (c耐 軍(cm) 重量 (P 出十潰跡 縮 尺

石 錘 18-F-15 SCl― ―i子 -2 頁岩 15 118 97 童子丸遺跡 /

石錘 18F15 SCl―括 3 砂岩 5 65 15 重子 丸遺跡 /

石錘 18-F-17 -―布雪 砂岩 旨子 載浩 脈 /

砥 石 18■ 22 SAl― 括 砂岩 7 童子丸遺跡 /

砥 石 16B25層 一括 砂岩 111 2 55 17 童子丸遺跡 /

砥 石 18-A-26 SEl―一
=子

-2 砂岩 ll 童子 丸遺跡 /

砥 石 18-A-9 SAl――布舌 頁岩 童子丸遺跡 /

砥 石 17-1-20 SZ――iξ l 砂岩 18 99 62 童子丸遺跡 /

砥 石 18-A-26 SEl――布三-1 買岩 215 27 童子丸遺跡 /

打製石斧 18-F-16 -一 j雪 買岩 12 15 966 童 子丸遺跡 /

797 磨石斧未製品 17-2-35 SE―一布ξl 少岩 51 119 24 童子丸遺跡 /

石 錘 18-1-l SE ―一i子 砂岩 6 104 58 石貫遺跡 /

石 錘 1812検一括 頁岩 77 6 180 39 石貫遺跡 /

石錘 18-1-6 SCl――布争 露岩 6 石貫遺跡 /

Tab.6

』上位置 銭名

住」呈
ｍ＞
体
でｃ 重量 (ゴ 所 見 出土遺跡

18-E-2 SDl 不明 鉄銭。 堂ヶ嶋遺跡

8-E-2 SD 寛永通宝 25 古寛永。 堂ヶ鳴遺跡

5, 8-E-2 SD 寛永通宝 新寛永。 堂ヶ鳴遺跡

5〔 8-E-2 SD 寛永通 宝 2 49 新寛永。 堂ヶ鳴遺跡

18-E-2 SDl 寛永通宝 古寛永。 堂ヶ嶋遺跡

18-E-2 SDl 寛永通宝 新寛永。 堂 ヶ嶋漬跡

18-E-2 SD2 寛永通宝 新寛永。 堂ヶ嶋遺跡

18-E-2 SD2 寛永通宝 古寛永。 堂ヶ嶋遺跡

18-E-2 SD2 寛永通宝 新寛永。 堂ヶ嶋遺跡

18-E-2 SD2 寛永通宝 22 新寛永。背文「元」 堂ヶ嶋遺跡

18-E-2 SD2 寛永通宝 新寛永。 堂ヶ嶋遺跡

18-E-2 SD2 屯永通宝 新寛永。 堂ヶ嶋遺跡

18-E-2 SD2 寛永通宝 新 寛永 ^ 堂ヶ嶋遺跡

19-B-2 SD2 寛永通宝 不 明 残存1/6。 寺崎遺跡

19-B-2 SD2 竜永通宝 不 明 残存1/8。 寺崎遺跡

19-B-2 SD3 竜永通 宝 3 23 新寛永。 寺崎遺跡

19-B-2 SD3 寛永通宝 新寛永。 寺崎遺跡

19-B-2 SD3 寛永通宝 24 新寛永。 寺崎遺跡

19-B-2 SD3 電永通宝 1 66 古寛永。 寺崎遺跡

278 19-B-2 SD3 竜永通宝 2 39 新寛永。 寺崎遺跡

19-B-2 SD3 寛永通宝 古寛永。 寺崎遺跡

280 19-B-2 SD3 寛永通宝 新寛永。 寺崎遺跡

16-B-4 SDl 電永通宝 古寛永。 童子九遺跡

16-B-4 SDl 電永通宝 古寛永。 童子丸遺跡

16-B-4 SDl 寛永通宝 新寛永。 董子 丸漬跡

16-B-4 SDl 寛永通宝 新寛永。 童子九遺跡

16-B-4 SDl 寛永通宝 古寛永。 童子丸遺跡

16-8-4 SDl 電永通宝 き寛永。 童子丸遺跡

16-B-4 SDl 寛永通宝 2 古寛永。 董子 丸遺跡

17-1-76)詈 2 寛永通宝 2 新寛永。 童子九遺跡

16-2-9 SEl 桐1銭青銅貨 3 75 大正5年改正青銅貨 童子丸遺跡

17-1-l SEl 蒐永通宝 背 文 「文 J 石貫遺跡

18-B-6 SEl 竜永通 宝 2 新寛永。 石貫遺跡

ab.7 鉄製品 表

No 出上位 置 種 別

法量 (cm)

重量徹) 備 考長  幅 (最大) 厚

16-D-19 SAl 鉄鏃 110  21    02 方頭鏃。SAl内出上。寺崎遺跡。

)と  199失-4 19-A-20地点 鉄滓 75 86 95 椀型。堂ヶ嶋遺跡。

)L 19α失-1 19ユー21地点 鉄滓 71   53    20 88 73 腕型。堂ヶ嶋遺跡。

)L 19α失-2 19ユー21地点 鉄津 50 28 腕型。堂ヶ嶋遺跡。

)L 19α失-3 19■ 21地点 鉄津 23 108 79 腕型。堂ヶ嶋遺跡。

19-2-6 鉄滓 77   61    25 119 26 椀型。寺崎遺跡。

)と  37◆失-1 16-C-17  1 鉄津 67 14 100 29 椀型。法元遺跡。

)L 37α失-2 16-C-18  1 鉄滓 15 61 79 腕 I_l_渋 〒 憎 跡

)L 37α夫-3 16-C-18  2 茨滓 78 腕型。法元遺跡。
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